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●金　賞（小学生高学年の部） ●金　賞（小学生低学年の部）

「ゆうぐれの江ノ島灯台」

渡部　朔矢　君
埼玉県上尾市立西小学校 ５年

「樫野埼灯台の写生」

三原　菜結　さん
和歌山県日高川町立三百瀬小学校 ３年

「灯台絵
画コンテスト2017」入賞作品



●金　賞（中学生の部）

表紙：「灯台絵画コンテスト2017」海上保安庁長官賞受賞作品
「にぎやかな　おもいでのとうだい」

松山　海秀　君（鹿児島県姶良市立松原なぎさ小学校 1年）

評：�灯台と笑顔が 1 つの絵にしっかりと凝縮され、赤いライフ
ジャケットには船舶交通の安全の確保が啓蒙されている。

「極寒の灯台」
桂　大知　君

北海道釧路市立鳥取中学校 ３年



●銀賞（小学生低学年の部） 2 点

●銀賞（小学生高学年の部） 2 点

「雑賀埼灯台」
中津　凛香　さん

和歌山県日高町立内原小学校 ３年

「樫野埼灯台」
東原　百伽　さん

和歌山県日高川町立川原河小学校 ６年

「潮岬灯台」
大藤　愛叶　さん

和歌山県日高町立内原小学校 ３年



●銀　賞（小学生高学年の部）

●銀　賞（中学生の部） 2 点

「夕日にうかぶ御前埼灯台」
指村　菜月　さん

愛知県知立市立知立小学校 ４年

「潮風（茨城県大洗灯台）」
中村　青空　さん

長崎県佐世保市立日宇中学校 2年

「青空と灯台」
三國谷　桃加　さん

北海道釧路市立鳥取中学校 ３年



●銅　賞（小学生低学年の部） 5 点

「大島の樫の埼灯台」
竹村　光永　君

和歌山県御坊市立塩屋小学校 ３年

「赤穂のとう台」
大西　茅花　さん

兵庫県赤穂市立尾崎小学校 ３年

「灯台と海」
西　悠斗　君

埼玉県川越市立高階西小学校 1年

「魚つり」
西　陸斗　君

埼玉県川越市立高階西小学校 1年



●銅　賞（小学生低学年の部）

●銅　賞（小学生高学年の部） 5 点

「思いを託す野間ざき灯台」
村上　心奈子　さん

愛知県あま市立伊福小学校 ４年

「わたしのすきな塩屋埼灯台」
大場　なずな　さん

福島県いわき市立豊間小学校 ３年

「錦江湾を見守る桜島と灯台」
山下　嵩太　君

鹿児島県姶良市立松原なぎさ小学校 ５年



「ぼくの町の灯台」
木谷　利来　君

兵庫県赤穂市立坂越小学校 ４年

「日ノ御埼灯台新築祝」
鈴木　はな　さん

和歌山県御坊市立御坊中学校 2年

「灯台とひまわり」
岡﨑　礼奈　さん

愛媛県八幡浜市立神山小学校 ４年

「灯台さんありがとう」
野﨑　蓮音　君

鹿児島県鹿児島市立吉野小学校 ４年

●銅　賞（中学生の部） 5 点



●銅　賞（中学生の部）

「ＢＬＵＥ」
寺原　ねね　さん

神奈川県横須賀市立公郷中学校 2年

「夕日のなかの灯台」
成田　実由　さん

北海道釧路市立鳥取中学校 ３年

「潮風の吹く佐田岬灯台」
井上　英梨華　さん

愛媛県宇和島市立城北中学校 2年

「初夏の佐田岬灯台」
木下　理子　さん

愛媛県宇和島市立城北中学校 ３年



この犬吠埼灯台の写真は平成29年 8 月2３日に写したもので、私が会員になって
いる犬吠埼ブラントン会が銚子海上保安部交通課のご協力を得て、通常は午後
４時に閉門になるところ、この日は午後 7時３0分まで公開して多くの観光客や
市民に喜ばれました。私は特にやることもないのでうす暗くなった灯台の写真
をストロボもない小さなデジカメで旨く撮れるかなあ？駄目で元々！と撮りま
したが、ご覧のように空の青さがよく出て我ながら傑作写真となりました。
� （千葉県銚子市在住：宮内與四郎）

（参考：本誌P74　「のぼれる灯台introduction☆犬吠埼灯台☆」）
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財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」（
平
成
28
年
6

月
2
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
」（
平
成
27
年
6
月
30

日
閣
議
決
定
）
で
示
さ
れ
た
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の

枠
組
み
の
下
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
本
格
的
な
歳
出
改
革

に
取
り
組
む
。
歳
出
全
般
に
わ
た
り
、
平
成
25
年
度
予
算
か

ら
平
成
28
年
度
予
算
ま
で
の
安
倍
内
閣
の
歳
出
改
革
の
取
組

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、

無
駄
を
徹
底
し
て
排
除
し
つ
つ
、
予
算
の
中
身
を
大
胆
に
重

点
化
す
る
。
と
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
う
え
で
、
概
算
要

求
は
次
に
よ
り
行
う
よ
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

1　

要
求
・
要
望
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

○ 
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
予
算
額
と
同
額
を
要

求
。（
中
略
）

聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
可

　

平
成
29
年
度
予
算
（
一
般
会
計
総
額
97
兆
４
５
４
７
億
円
、

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
総
額
2
兆
６
８
９
５
億
円
）
が

平
成
29
年
3
月
27
日
に
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
29
年
度

航
路
標
識
整
備
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
財
務
大
臣
の
承
認

を
受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

Ⅰ　

政
府
の
経
済
財
政
政
策
（
政
府
方
針
）

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、「
希
望
を
生
み
出

す
強
い
経
済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
」
か
ら
な
る
「
新
・
三
本
の
矢
」
を
一
体

的
に
推
進
し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
強
固
な
も
の
と
し

て
い
く
。

Ⅱ　

平
成
29
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
政
府
方
針

　

平
成
29
年
度
予
算
要
求
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、「
経
済

平
成
29
年
度
航
路
標
識
整
備
事
業
実
施
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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お
け
る
国
の
一
般
歳
出
の
水
準
の
目
安
を
踏
ま
え
措
置
す

る
。

○ 

消
費
税
率
引
上
げ
と
併
せ
行
う
充
実
等
そ
の
他
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
と
一
体
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
28
条
に
規
定
す
る
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
収
入
及
び
社
会
保
障
の
給
付
の
重
点
化
・
制

度
の
効
率
化
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
予
算
編
成
過
程
で
検

討
す
る
。

Ⅲ　

航
路
標
識
整
備
事
業
費
概
算
要
求
の
概
要

1　

航
路
標
識
整
備
事
業
概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

平
成
29
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
政
府
が
掲
げ
る
前

述
の
基
本
方
針
に
沿
う
と
と
も
に
、
今
般
の
厳
し
い
予
算
事

情
に
配
慮
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な
事
業
に
重
点
化
す
る
と

と
も
に
、「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」（
平
成
24
年
8
月
31

日
、
閣
議
決
定
）
及
び
「
第
3
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平
成

25
年
10
月
3
日
、
交
通
政
策
審
議
会
答
申
）
に
基
づ
き
、
メ

リ
ハ
リ
の
効
い
た
整
備
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
概

算
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅳ　

航
路
標
識
整
備
事
業
費
実
施
計
画
の
概
要

1　

航
路
標
識
整
備
事
業
費
実
施
計
画
（
別
紙
1
、
2
参
照
）

能
な
限
り
歳
出
の
抑
制
を
図
る
。

○ 
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
へ
の
繰
入
は
、
財
務
大
臣

が
、
既
定
の
方
針
に
従
っ
て
所
要
額
を
要
求
。

○ 

そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
予
算
額
の
百
分
の

九
十
の
範
囲
内
で
要
望
基
礎
額
と
し
て
要
求
。

○ 

予
算
の
重
点
化
を
進
め
る
た
め
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
」、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

１
６
」、「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
等
を
踏
ま
え
た
諸

課
題
（「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」、「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
改
革
」、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中

期
的
に
進
め
る
こ
と
を
含
む
）
に
つ
い
て
、「
新
し
い
日

本
の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」
を
設
け
、
各
省
は
前
述

の
要
望
基
礎
額
の
百
分
の
三
十
の
範
囲
内
で
要
望
。

2　

予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
検
討
事
項

○ 

要
求
・
要
望
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
安
倍
内
閣
の
取
組

み
を
基
調
と
し
た
効
率
化
を
行
う
。
そ
の
上
で
、「
新
し

い
日
本
の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」
に
お
い
て
要
望
さ

れ
た
経
費
に
つ
い
て
は
、「
安
倍
内
閣
の
こ
れ
ま
で
の
3

年
間
の
取
組
で
は
一
般
歳
出
の
実
質
的
な
増
加
が
1
・
6

兆
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
経
済
・
物
価
動
向
等
を

踏
ま
え
、
そ
の
基
調
を
平
成
30
年
度
ま
で
継
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
す
る
。」
と
の
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
に
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り
、
安
全
性
と
効
率
性
が
両
立
し
た
船
舶
交
通
環
境
の
維

持
・
向
上
を
図
る
。

 

1
箇
所　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

◦
航
路
標
識
の
防
災
対
策
（
別
紙
4
、
5
参
照
）

　

今
後
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
・
津
波
等
の
災
害
発
生
時

に
お
い
て
、
海
上
輸
送
ル
ー
ト
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

船
舶
の
安
全
な
航
行
に
不
可
欠
な
航
路
標
識
の
耐
震
補
強
、

耐
波
浪
補
強
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
の
耐
波
浪
化
等
を
実
施
す
る
。

 

64
箇
所　
　

4
億
４
６
８
１
万
円

①
耐
震
補
強
、
耐
波
浪
補
強

　

地
震
等
災
害
に
お
い
て
、
船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
耐
震
補
強
、
耐
波
浪
補
強
の
整
備
を
進
め
、
平

成
32
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
。
平
成
29
年
度
に
お
い
て

は
、「
航
路
標
識
関
係
施
設
耐
震
調
査
計
画
」(

平
成
18
年

保
交
整
第
16
号)

及
び
「
外
洋
に
面
し
た
防
波
堤
灯
台
の

予
防
保
全
的
な
補
修
対
策
計
画
の
策
定
」（
平
成
20
年
保

交
計
第
３
２
０
号
）
に
基
づ
く
未
整
備
標
識
を
対
象
と
す

る
。

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
の
耐
波
浪
化

　

ス
ー
パ
ー
台
風
等
の
襲
来
に
お
い
て
、
灯
台
、
灯
標
等

の
被
害
の
極
小
化
を
図
る
た
め
、
耐
波
浪
性
能
を
向
上
さ

せ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
の
整
備
を
行
う
。
平
成
29
年
度
に
お
い

　

航
路
標
識
整
備
事
業
費
に
お
け
る
実
施
計
画
額
は
、
政
府

決
定
額
一
般
会
計
89
億
３
９
０
０
万
円
の
う
ち
、
改
良
改
修

２
５
７
箇
所
、
実
施
計
画
額
81
億
９
７
３
８
万
円
（
公
共
事

業
担
当
職
員
の
給
与
等
か
ら
な
る
航
路
標
識
整
備
事
業
工
事

諸
費
7
億
４
１
６
２
万
円
を
差
し
引
い
た
経
費
）に
つ
い
て
、

財
務
大
臣
か
ら
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

2　

主
な
事
業
内
容

◦
東
京
湾
に
お
け
る
一
元
的
な
海
上
交
通
管
制
の
構
築
（
別
紙

3
参
照
）

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
船
舶
へ
の
警
報
等
の

伝
達
、
避
難
海
域
等
の
情
報
提
供
を
迅
速
確
実
に
実
施
し
、

平
時
に
お
い
て
は
、船
舶
の
運
航
効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

東
京
湾
に
お
け
る
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
と
4
つ
の
港
内
交
通

管
制
室
を
統
合
の
う
え
、
こ
れ
ら
業
務
を
一
元
的
に
実
施
す

る
体
制
を
構
築
す
る
。
平
成
29
年
度
予
算
は
、
次
世
代
型
管

制
支
援
業
務
シ
ス
テ
ム
等
関
連
装
置
の
設
置
、
船
舶
動
静
監

視
カ
メ
ラ
装
置
及
び
管
制
信
号
装
置
の
購
入
及
び
設
置
等
を

実
施
す
る
。

 

3
箇
所　
　

5
億
３
２
９
１
万
円

◦
科
学
技
術
重
要
施
策

　

Ａ
Ｉ
Ｓ
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）
を
始
め
と
し
た
新
た
な

情
報
技
術
を
活
用
し
て
海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
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備
を
行
う
。

◦ 

船
舶
通
航
信
号
所
の
空
中
線
回
転
機
構
部
に
つ
い
て

は
、安
定
運
用
を
目
指
し
5
年
毎
の
定
期
整
備
を
行
う
。

◦ 

定
期
交
換
が
必
要
な
灯
浮
標
等
及
び
資
機
材
の
整
備
を

行
う
。

③
長
寿
命
化
対
策

　
「
航
路
標
識
等
の
長
寿
命
化
計
画
」（
平
成
27
年
保
交
計

第
１
５
０
号
）
に
基
づ
き
、
重
度
劣
化
に
区
分
さ
れ
た
標

識
及
び
平
成
28
年
度
に
点
検
、
診
断
を
実
施
し
た
標
識
の

う
ち
、早
急
に
当
該
対
策
が
必
要
な
標
識
の
整
備
を
行
う
。

④
定
期
的
に
維
持
が
必
要
な
機
器
等

　

経
年
劣
化
に
よ
り
障
害
発
生
の
蓋
然
性
の
高
い
航
路
標

識
機
器
・
施
設
に
つ
い
て
は
、
保
守
業
務
の
省
力
化
及
び

安
全
性
の
確
保
等
を
考
慮
し
整
備
を
行
う
。

⑤
保
守
省
力
化
標
識
へ
の
対
応

　

現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び
太
陽
電
池
化
が
図
ら
れ
て
い
る

光
波
標
識
の
う
ち
、
保
守
省
力
化
標
識
と
し
て
整
備
が
完

了
し
て
い
な
い
標
識
の
補
液
型
蓄
電
池
の
解
消
整
備
を
進

め
る
。

　
◦
航
路
標
識
の
維
持
管
理

　

航
路
標
識
の
保
守
・
点
検
に
必
要
な
管
理
経
費
や
電
力
料

て
は
、
製
造
後
15
年
以
上
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
、
外
洋

に
面
し
た
標
識
を
対
象
と
す
る
。

　
◦
航
路
標
識
の
機
能
維
持
等
（
別
紙
6
～
11
参
照
）

　

航
路
標
識
は
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
に
欠
か
せ
な
い
社
会

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
常
に
標
識
機
能
を
果
た
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施
設
・
機
器
の
補
修
や
更

新
整
備
、
定
期
的
な
灯
浮
標
の
交
換
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
船
舶
の
通
航
実
態
、
港
湾
整
備
の
進
捗
等
を
踏
ま

え
、
航
路
標
識
を
適
地
に
移
設
す
る
な
ど
航
路
標
識
の
機
能

を
最
適
な
状
態
に
保
つ
ほ
か
、
必
要
性
の
低
下
し
た
航
路
標

識
の
廃
止
、
撤
去
等
を
実
施
す
る
。

 

２
２
０
箇
所　
　

61
億
９
２
７
４
万
円

①
光
波
標
識
の
最
適
化
整
備

　
「
光
波
標
識
の
廃
止
推
進
要
綱
実
施
細
目
」（
平
成
26
年

保
交
計
第
２
１
４
号
）
に
基
づ
き
、
必
要
性
が
低
下
し
か

つ
廃
止
し
て
も
安
全
性
に
影
響
が
な
い
と
評
価
さ
れ
る
光

波
標
識
を
廃
止
す
る
。
ま
た
、
港
湾
整
備
の
進
捗
に
よ
り

標
識
機
能
が
低
下
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
配
置
・

機
能
の
最
適
化
を
図
る
。

②
航
路
標
識
等
の
機
能
維
持

◦ 

法
令
に
基
づ
き
、
整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
機
器
等
の
整
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行
う
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
か
ら
継
続

し
て
予
算
計
上
さ
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、
東
日
本
大

震
災
災
害
復
旧
等
事
業
費（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
）

１
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
航
路
標
識
の
復
旧
は
平
成
28
年
度
末
で
97
％

と
な
り
、
平
成
29
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
防
波
堤
等
の
復

旧
に
伴
い
、
施
工
が
可
能
と
な
っ
た
1
基
の
復
旧
を
実
施
し

ま
す
。

（
平
成
29
年
度
予
算
）

東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
等
事
業
費
（
復
旧
）

 

1
箇
所　
　
　
　

１
８
０
０
万
円

Ⅵ　

お
わ
り
に

　

政
府
全
体
と
し
て
経
済
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
航
路
標
識
の
整
備
事
業
費
の
要
求

に
あ
っ
て
は
、
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
は
勿
論
の
こ
と
、
政

府
が
定
め
る
各
種
政
策
・
方
針
と
紐
付
け
、
平
時
・
災
害
時

に
お
け
る
海
上
物
流
の
確
保
・
経
済
成
長
へ
の
貢
献
を
説
明

し
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
25
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
東
京
湾
に
お
け
る

一
元
的
な
海
上
交
通
管
制
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

1
月
（
新
）
東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
を
予

な
ど
航
路
標
識
の
継
続
運
用
に
必
要
な
維
持
経
費
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
社
会
資
本
形
成
に
直
接
支
出
し
て
お
ら
ず
、

か
つ
海
上
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
経
費
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、
非
公
共
予
算
と
し
て
整
理
し
運
営
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
公
共
施
設
老
朽
に
か
か
る
社
会

問
題
化
と
と
も
に
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
航
路
標
識
に
お
い
て
も
施
設
の
計
画
的
な
予
防

保
全
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
廉
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
予
算
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

非
公
共
予
算
に
あ
っ
た
維
持
・
管
理
経
費
を
平
成
29
年
度
か

ら
公
共
事
業
関
係
費
に
移
し
替
え
、
航
路
標
識
の
維
持
と
改

修
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

 

9
億
７
４
９
２
万
円

　

な
お
、
平
成
29
年
実
施
計
画
概
要
説
明
等
を
行
っ
た
際
の

資
料
を
巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

Ⅴ　

そ
の
他

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
航
路
標
識
の
復
旧
を
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（百万円）
12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
に
お
け
る
一
元
的
な
海
上
交
通

管
制
の
構
築
の
調
査
に
必
要
な
予
算
及
び
平
成
32
年
度
末
に

完
了
目
標
の
航
路
標
識
の
防
災
対
策
の
整
備
に
必
要
な
予
算

の
確
保
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
航
路
標
識
の
老
朽
更
新

等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
必
要
な
予
算
が
確
保
さ
れ
て
き

た
と
は
言
い
難
く
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
施
設
、
機
器

の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
効
率
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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秋
田
の
鬼
達
が
躍
動
し
た
男
鹿
半
島
入
道
埼
の
夏
！

　

燈
光
愛
読
者
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。　

　

全
国
に
15
ヶ
所
あ
る
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
（
燈
光
会
支
所
の
置

か
れ
た
参
観
灯
台
）」
の
中

で
、
入
道
埼
灯
台
が
最
も
高

緯
度
（
北
緯
40
度
）
に
位
置

す
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　
「
参
観
灯
台
の
北
限（
？
）」

と
も
言
わ
れ
る
こ
の
灯
台

は
、
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
か

ら
日
本
海
に
突
き
出
し
動
物

の
サ
イ
の
角
に
似
た
形
に
見

え
る
男
鹿
半
島
の
先
端
に
、

明
治
31
年
に
建
造
さ
れ
た
大

型
沿
岸
灯
台
で
す
。

　

現
在
の
灯
台
は
、
戦
後
の

再
建
に
よ
る
二
代
目
で
、
昭

和
26
年
以
降
、
白
と
黒
の
横
縞
模
様
に
塗
り
分
け
ら
れ
、
今
や

す
っ
か
り
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
の
地
位
を
得
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、男
鹿
半
島
と
言
え
ば
、重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
な

ま
は
げ
」
で
知
ら
れ
て
お
り
、
皆
様
の
脳
裏
に
は
、
藁
で
で
き

た
衣
装
を
上
下
に
身
に
付
け
、
両
手
に
包
丁
と
桶
を
持
ち
、
ド

ス
の
効
い
た
低
い
声
で
「
悪
い
子
は
い
ね
ー
ガ
～
」
と
叫
び
な

が
ら
子
供
達
の
目
の
前
に
迫
る
「
青
鬼
と
赤
鬼
の
怖
い
姿
」
を

思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、半
島
の
中
程
に
は
、山
岳
信
仰
の
霊
山
で
あ
る
「
真

山
、
本
山
、
毛
無
山
」
が
鎮
座
し
、
ま
た
、
周
囲
の
海
辺
に
は
、

切
立
つ
崖
と
変
化
に
富
ん
だ
奇
岩
が
数
多
く
存
在
す
る
色
彩
豊

か
な
場
所
で
す
。

　

今
年
の
夏
、
8
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
秋
田
海
上
保
安

部
で
は
、
地
元
の
男
鹿
市
、
男
鹿
市
観
光
協
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
し
「
入
道
埼
灯
台
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
昨
年
の
同
時
期
に
も
保
安
部
独
自
で
「
入
道
埼
灯
台

サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
昼
間
は
、
各
種
お

秋
田
海
上
保
安
部
交
通
課

写真－ 1　広々とした入道埼灯台の周辺
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・
イ
ベ
ン
ト
実
施
主
体
を
「
自
治
体
、
観
光
協
会
、
保
安
部
」

の
三
者
一
体
と
す
る

・
泥
臭
い
演
出
に
な
ろ
う
と
も
来
場
者
に
は
笑
顔
で
接
し
灯

台
へ
の
関
心
を
引
き
立
て
る

　　

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
入
道
埼
灯
台
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
「
日
本
の
灯
台
50
選
」
及
び
「
恋
す
る
灯
台
」
の
2
つ

の
冠
を
持
っ
て
お
り
話
題
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、旅
好
き
の
方
、

船
の
運
航
者
、
灯
台
マ
ニ
ア
な
ど
多
く
の
方
々
に
東
北
の
日
本

海
側
を
代
表
す
る
灯
台
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
し
て
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

灯
台
の
周
囲
に

は
、
青
々
と
し
た
緑

地
帯
が
広
が
り
雄
大

な
日
本
海
が
目
の
前

に
展
開
さ
れ
、
海
岸

に
下
り
れ
ば
美
し
い

海
を
周
遊
す
る
観
光

船
が
走
り
、
黄
昏
が

迫
れ
ば
水
平
線
に
真

っ
赤
な
太
陽
が
ゆ
っ

く
り
と
沈
む
、
そ
の

楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
、
夜
間
の
灯
台
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
灯

台
に
通
じ
る
Ｓ
字
に
湾
曲
し
た
通
路
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
改

造
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
を
多
数
並
べ
て
幻
想
的
な
「
キ
ャ

ン
ド
ル
ロ
ー
ド
」
を
作
り
出
し
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好
評
を

得
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、1
年
が
経
ち
、男
鹿
市
や
観
光
協
会
に
対
し
て
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
灯
台
を
観
光
の
目
玉

の
1
つ
と
し
て
柔
軟
に
活
用
し
て
欲
し
い
」、「
わ
が
町
の
灯
台

と
し
て
も
っ
と
も
っ
と
灯
台
を
愛
す
る
気
持
ち
を
高
め
て
欲
し

い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
つ
つ
、
よ
り
地
元
色
が
出
る
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
盛
り
込
め
る
よ
う
あ
れ
こ
れ
と
思
案
し
ま
し
た
。

　

今
や
全
国
津
々
浦
々
で
、
各
地
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
灯
台
を
地

域
観
光
支
援
の
一
環
と
し
て
活
用
す
る
動
き
が
広
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

東
北
の
秋
田
に
お
い
て
も
何
か
し
ら
の
協
力
が
で
き
な
い
も

の
か
と
の
思
い
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
、
今
年
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

・
入
道
埼
を
訪
れ
る
観
光
客
の
動
き
の
中
に
灯
台
を
上
手
く

溶
け
込
ま
せ
る

・
灯
台
を
訪
れ
た
こ
と
で
「
地
元
の
郷
土
文
化
を
観
る
・
知

る
・
感
じ
る
シ
ー
ン
」
を
創
出
す
る

写真－2　夕日を見ながら夜の灯台に向かう人々
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男
鹿
市
と
男
鹿
市
観
光
協
会
と
認
識
を
協
調
す
る
こ
と
、
人
員

や
経
費
の
分
担
で
う
ま
く
協
調
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
地
元
の
郷
土
文
化
を

観
る
・
知
る
・
感
じ
る
シ
ー
ン
」
の
創
出
に
つ
い
て
も
な
か
な

か
方
策
を
見
出
せ
ず
に
悩
み
ま
し
た
が
、
調
整
を
進
め
て
行
く

中
で
、
全
く
想
定
に
な
か
っ
た
地
元
の
秋
田
県
立
男
鹿
海
洋
高

校
の
郷
土
芸
能
部
か
ら
、「
是
非
、
総
員
30
名
で
「
な
ま
は
げ

太
鼓
」
の
ラ
イ
ブ
を
入
道
埼
灯
台
で
や
ら
せ
て
欲
し
い
」
と
の

申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
校
生
部
員
達
30
名
を
学
校
か
ら
灯
台
ま
で
移
動
さ
せ
る
手

段
に
は
、
安
全
を
考

慮
し
て
専
用
バ
ス
を

チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
こ
れ
ま

で
に
経
験
の
な
い
準

備
作
業
が
あ
れ
こ
れ

と
発
生
し
、
実
質
2

ヶ
月
間
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｒ
用
の
横
断
幕
、

の
ぼ
り
旗
、
ス
タ
ッ

フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
物

い
ず
れ
の
パ
ー
ツ
も
レ
ベ
ル
の
高
い
観
光
資
源
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
真
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
全
国
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
条
件
と
環
境
が
整
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
灯
台
は
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
観
光
用
の
ポ
ス

タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
登
場
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
半
面
、

灯
台
そ
の
も
の
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
来
た
と
は
言
い
難
い
状

況
で
し
た
。

　

今
夏
の
秋
田
保
安
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
灯
台
を
少
し
で
も
地

元
に
溶
け
込
ま
せ
、
地
元
の
多
く
の
方
々
に
灯
台
を
利
活
用
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
へ
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
た
「
実
施
主
体
の
三

者
一
体
化
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、
一
筋
縄
で
は
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

全
国
的
に
止
ま
る
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
の
問
題
は
、
特
に

地
方
の
市
や
町
に
は
死
活
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
市
役
所
、
町
役
場
の
体
制
が
縮
小
す
る
傾
向
に

あ
り
、
観
光
振
興
を
担
う
組
織
に
お
い
て
も
、
良
か
れ
と
思
え

る
イ
ベ
ン
ト
に
な
か
な
か
職
員
を
送
り
出
せ
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
、
地
元
の
観
光
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
い
て
も
観
光
振

興
に
専
従
さ
せ
る
職
員
不
足
に
は
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
今
夏
の
取
組
み
の
中
で
最
も
苦
労
し
た
の
が
、

写真－ 3　勇壮ななまはげ太鼓
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す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
後
援
団
体
と

し
て
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
燈
光
会
事
務
局
及
び
現

地
で
様
々
な
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
燈
光
会
入
道
埼
支
所
の

佐
藤
支
所
長
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

品
類
の
製
作
・
手
配
、
日
程
及
び
人
員
の
調
整
、
安
全
面
の
確

認
等
々
の
全
て
を
や
り
遂
げ
、
ど
う
に
か
当
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

東
北
で
も
今
年
の
夏
の
気
候
は
極
め
て
不
安
定
で
曇
り
と
雨

の
日
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
秋
田
保
安
部

の
地
道
な
努
力
に
男
鹿
半
島
の
氏
神
様
達
が
味
方
す
る
か
の
よ

う
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
心
地
よ
い
真
夏
の
青
空
の
下
、
灯
台
を

バ
ッ
ク
に
高
校
生
が
扮
し
た
様
々
な
鬼
達
が
元
気
よ
く
躍
動
し

郷
土
芸
能
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」
を
精
一
杯
演
じ
き
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

演
奏
を
終
え
、
部
員
か
ら
「
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
の
こ
の
灯
台

で
演
奏
で
き
感
激
し
て
い
ま
す
…
」
な
ど
の
感
想
が
保
安
部
職

員
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
達
成
感
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

全
体
を
総
括
す
れ
ば
、
実
に
泥
臭
く
は
あ
る
も
の
の
、
多
く

の
来
場
者
の
笑
顔
が
溢
れ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
内
容
と
な
り
、

2
年
目
と
な
っ
た
入
道
埼
灯
台
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
着
実
に

地
元
に
認
知
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
地
元
と
の
意
識
の
融
合
、
企
画
面
で
の
連
携
は
、

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
秋
田
保
安
部
で
は
今
後
の
飛
躍

に
向
け
て
地
道
に
地
域
連
携
を
続
け
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま

灯台の貴重な空撮ビデオを紹介します
　空撮を趣味とされる丸屋空撮（ペンネーム）様から、ラジコ
ンヘリ（マルチコプター）で撮影された灯台の動画を改めて
紹介させて頂きます。
　鳥になった気分で、白亜の灯台周辺の空中散歩を堪能く
ださい。
　なお、燈光会ホームページでも紹介されていますので、
併せてご覧ください。

記

金華山灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=6Pskfftq30Y

入道灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=rXQfXBnb0ok

太東埼灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=fCbTVJciH0M
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四
日
市
港
の
発
展
を
担
っ
た
四
日
市
燈
台
に
つ
い
て

四
日
市
海
上
保
安
部
交
通
課

１
　
は
じ
め
に

　

四
日
市
市
は
、
全
国
で
45
番
目
の
市
と
し
て
明
治
30
年
8
月

1
日
に
市
制
施
行
さ
れ
、今
年
で
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
32
年
8
月
4
日
に
は
、
四
日
市
港
が
開
港
し
、

今
年
で
１
１
８
年
と
な
り
ま
し
た
。
１
１
８
は
、
海
上
保
安
庁

に
縁
が
あ
る
数
字
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
明
治
期
の
四
日
市
港

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
に
は
、
四
日
市
港
に
は
、
唯
一
「
四
日
市
燈
台
」
が

存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
約
90
年
前
の
昭
和
3
年
に
廃
止
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、保
有
す
る
情
報
は
極
め
て
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

断
片
的
な
情
報
を
集
め
、
整
理
し
て
行
く
う
ち
に
、
四
日
市

燈
台
の
点
灯
日
及
び
光
源
変
更
日
が
偶
然
に
も
8
月
1
日
で
、

四
日
市
市
制
施
行
日
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

何
か
縁
が
あ
る
の
か
、
わ
ざ
と
日
を
合
わ
せ
た
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、何
か
関
連
を
感
じ
つ
つ
調
査
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

四
日
市
燈
台
の
全
容
が
分
か
る
写
真
の
発
見
も
あ
り
、
後
世
に

残
せ
る
資
料
と
し
て
纏
ま
り
ま
し
た
の
で
、
本
紙
を
お
借
り
し

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
　
四
日
市
港
の
歴
史

　

四
日
市
燈
台
の
話
を
進
め
る
前
に
少
し
、
四
日
市
港
の
歴
史

を
紐
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
、
四
日

市
港
は
伊
勢
湾
に
お
け
る
最
大
の
商
業
港
と
し
て
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
四
日
市
の
海
岸
が
天
然
の
水
深
と
波
静
か

な
入
江
に
恵
ま
れ
、
ま
た
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
で
も
あ

り
、
江
戸
と
上
方
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
非
常
に
便
利
な
土
地

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
明
治
3
年
に
は
、
四
日
市
と
東
京
を
結
ぶ

定
期
貨
客
船
が
就
航
し
、
四
日
市
港
は
飛
躍
的
に
発
展
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
次
第
に
土
砂
に
埋
ま
り
、
汽
船
の
入
港
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
四
日
市
港
で
廻
船
問
屋
（
か
い
せ

ん
ど
ん
や
）を
営
ん
で
い
た
稲
葉
三
右
衛
門
翁（
写
真
―
1
）が
、
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石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
立
地
に
伴
っ
て
典
型
的
な
工
業
港

へ
と
発
展
し
、
平
成
23
年
に
は
国
際
拠
点
港
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

３
　
四
日
市
港
に
お
け
る
灯
台
管
理
に
係
る
組
織
の
変
遷

　

こ
こ
で
、
四
日
市
港
に
お
け
る
灯
台
管
理
に
係
る
組
織
の
変

遷
に
つ
い
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・ 

明
治
19
年
8
月
1
日　

逓
信
省
燈
台
局
四
日
市
燈
台
（
四

日
市
市
稲
葉
町
）

　

・ 

昭
和
2
年
9
月
2
日　

逓
信
省
燈
台
局
四
日
市
港
防
波
堤

燈
台

　

・ 

昭
和
23
年
2
月　

運
輸
省
燈
台
局
四
日
市
港
防
波
堤
燈
台

　

・ 

昭
和
28
年
8
月
1
日　

四
日
市
港
航
路
標
識
事
務
所
発
足

　

・ 

昭
和
37
年
1
月
16
日　

標
識
事
務
所
を
四
日
市
市
高
砂
町

に
移
転
（
保
安
署
同
居
）

　

・ 

昭
和
37
年
4
月
1
日　

四
日
市
海
上
保
安
部
発
足
（
事
務

所
と
保
安
署
統
合
）

　

・ 

昭
和
42
年
3
月
29
日 

 

保
安
部
を
港
湾
合
同
庁
舎
へ
移

転
（
四
日
市
市
千
歳
町
）

４�

　
四
日
市
燈
台
に
つ
い
て

　

四
日
市
港
に
は
、
明
治
19
年
8
月
1
日
に
逓
信
省
燈
台
局
に

よ
り
四
日
市
燈
台
が
設
置
さ
れ
、
首
員
ほ
か
補
員
2
名
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
2
年
に
四
日
市
港
防
波
堤
燈
台
を
三
重
県

か
ら
移
管
し
た
こ
と
を
受
け
、
四
日
市
燈
台
は
昭
和
3
年
に
廃

明
治
6
年
、
私
財

を
投
じ
て
四
日
市

港
の
改
修
工
事
に

と
り
か
か
り
、
明

治
17
年
に
現
在
の

四
日
市
旧
港
（
資

料
―
1
）
の
基
礎

を
作
り
上
げ
ま
し

た
。

　

明
治
32
年
8
月

4
日
に
開
港
し
た

四
日
市
港
は
、
主

に
羊
毛
、
綿
花
の

輸
入
港
と
し
て
栄

え
、
昭
和
27
年
に

は
外
国
貿
易
上
、

特
に
重
要
な
港
と

し
て
特
定
重
要
港

湾
に
指
定
さ
れ
、

資料－ 1　四日市旧港 写真－ 1　稲葉三右衛門翁
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止
さ
れ
ま
し
た
が
、
42
年

間
、
四
日
市
港
の
発
展
を

支
え
ま
し
た
。

　

四
日
市
旧
港
が
明
治
17

年
に
完
成
し
、
2
年
後
に

四
日
市
燈
台
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
明
治
19
年

頃
に
は
全
国
で
灯
台
は
年

2
基
程
度
し
か
建
設
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
い
か

に
四
日
市
港
に
灯
台
設
置

の
需
要
が
高
か
っ
た
か
が

伺
え
ま
す
。

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
保
安
部
交
通
課
の
資
料
を
捜
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
四

日
市
燈
台
の
鮮
明
な
画
像
（
写
真
2
～
4
）
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
21
年
に
鈴
鹿
市
在
住
の
川
西

康
仁
氏
に
提
供
い
た
だ
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
こ
の
写
真
に

よ
り
灯
台
の
構
造
を
細
部
ま
で
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
基
礎
部
か
ら
灯
火
ま
で
が
30
尺
の
記
録
及
び
遠
方
水
平
方

向
か
ら
の
写
真
に
よ
り
、
縮
尺
定
規
に
て
各
部
の
長
さ
が
判
明

し
、
縮
尺
1
／
１
０
０
に
て
正
確
な
図
面
（
資
料
―
3
）
を
Ｃ

Ａ
Ｄ
で
再
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
の
解
像
度
が
良
か
っ
た

こ
と
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
部
に
さ
り

げ
な
い
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
明
で
き
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図

面
に
正
確
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
11
・
5
海
里
の
光
達
距
離
を
有
す
る
大
型
灯
台
の
出

現
は
、
驚
き
の
存
在
で
あ
り
、
四
日
市
港
に
と
っ
て
重
要
施
設

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
明
治
44
年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
保
存
状
態
が

良
く
画
像
が
鮮
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
日
市
燈
台
及
び
四
日

市
旧
港
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

明
治
19
年
頃
、
鉄
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
八
幡
製

鉄
所
が
建
設
さ
れ
る
明
治
34
年
頃
ま
で
は
鉄
が
安
定
的
に
生
産

　

四
日
市
燈
台
は
、
稲
葉
町
の
四
日
市
旧
港
の
防
波
堤
根
元
に

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
昭
和
3
年
頃
の
海
図
（
資
料
―

2
）
に
燈
台
跡
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

四
日
市
燈
台
の
初
点
時
に
お
い
て
は
、
六
等
レ
ン
ズ
、
不
動

白
光
に
て
燃
料
は
石
油
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
3
月
5
日
、
日
本
で
初
め
て
商
用
電
源
が
利
用
さ

れ
、
大
正
4
年
12
月
に
水
銀
槽
式
回
転
機
械
が
導
入
さ
れ
、
10

秒
に
3
閃
光
の
灯
質
と
な
り
、
大
正
12
年
8
月
1
日
に
ニ
ト
ラ

２
０
０
Ｗ
電
球
に
光
源
変
更
さ
れ
、
灯
質
も
10
秒
に
1
閃
光
に 資料－ 2　昭和 3年頃の四日市旧港
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で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
鉄
製
品
等
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸

入
し
て
お
り
、
四
日
市
燈
台
頂
部
の
灯
ろ
う
に
つ
い
て
は
、
傘

を
開
い
た
よ
う
な
形
（
寄
棟
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
フ
ラ
ン
ス
製

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

写真－ 3

写真－ 4

写
真
─
2

写真－ 2～ 4　四日市燈台ポストカード

資料－ 3　四日市燈台図面
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見
た
か
、
船
頭
等
か
ら
の
情

報
を
元
に
考
案
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
治
8
年
に
は
、
日
本
の

灯
台
の
父
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ

ン
ト
ン
が
帰
国
し
、
灯
台
の

設
計
・
建
設
は
、
明
治
10
年

頃
よ
り
、
日
本
の
技
手
（
ぎ

て
）等
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
逓
信
省
燈
台
局
か

　

四
日
市
燈
台
の
ハ
リ
ハ
ン
（
ガ
ラ
ス
部
分
）
は
八
角
形
が
採

用
さ
れ
、
陸
側
に
は
3
枚
暗
弧
板
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
灯
塔

は
、
日
本
古
来
よ
り
あ
る
灯
明
台
を
模
し
た
と
思
わ
れ
、
稲
葉

翁
が
計
画
し
た
灯
台
絵
図
（
資
料
―
4
）
の
八
角
形
構
造
や
出

窓
、
踊
場
手
す
り
の
ク
ロ
ス
構
造
の
デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ
ら

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
灯
台
絵
図
は
、
初
代
潮
岬
灯
台
（
写
真
―
5
）

を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
四
日
市
市
立
博
物
館
展
示

の
説
明
資
料
で
は
、
こ
の
灯
台
絵
図
は
明
治
6
年
頃
と
記
さ
れ

て
お
り
、
潮
岬
灯
台
は
明
治
6
年
か
ら
明
治
11
年
ま
で
は
木
造

灯
台
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
期
的
に
合
致
し
ま
す
。
廻
船
問

屋
を
営
ん
で
い
た
稲
葉
翁
が
上
方
へ
の
船
上
か
ら
潮
岬
灯
台
を

ら
明
治
17
年
3
月
に
灯
台
建
築
は
西
洋
式
と
す
る
旨
の
通
達
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
四
日
市
燈
台
に
お
い
て
は
、
灯
明
台
を
模
し
た
と
思

わ
れ
る
日
本
建
築
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
お
い

て
は
、
西
洋
式
で
建
築
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
本
建
築
と

し
た
理
由
は
以
下
の
3
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
四
日
市
燈
台
の
「
建
築
費
は
、
該
港
人
の
献
金

に
よ
る
」
と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
要
望
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
稲
葉
翁
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
安
価
で
短
期
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
材
料

が
入
手
・
加
工
し
や
す
い
木
材
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
日
本
建

資料－ 4　灯台絵図
　　　　　（四日市市立博物館）

写真－ ５　初代潮岬灯台
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築
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

3
点
目
は
、現
在
の
高
砂
町
に
あ
る
「
波
止
場
改
築
記
念
碑
」

の
位
置
付
近
に
、
か
つ
て
天
保
時
代
に
建
て
ら
れ
た
「
大
神
宮

常
夜
奉
灯
」
と
い
う
灯
明
台
が
存
在
し
ま
し
た
が
、
明
治
6
年

に
稲
葉
翁
に
よ
る
湊
修
築
工
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
灯
明
台
を
取

り
壊
し
て
い
ま
す
。
こ
の
灯
明
台
は
、
名
古
屋
―
四
日
市
間
の

海
上
を
結
ぶ
「
十
里
の
渡
し
」
で
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造

3
階
建
で
、
基
礎
部
は
か
な
り
の
高
さ
の
あ
る
石
造
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
防
波
堤
修
築
工
事
に
、
こ
の
石
が
流
用
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
稲
葉
翁
は
、
同
年
に
「
当
港
波
止

場
建
築
灯
明
台
再
興
之
御
願
」
の
文
書
に
て
、
港
の
修
築
と
灯

明
台
の
再
興
を
三
重
県
に
願
い
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
灯
明

台
を
取
り
壊
し
た
も
の
の
資
金
不
足
か
ら
灯
明
台
が
再
建
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
灯
明
台
再
興
の
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５�

　
四
日
市
旧
港
の
防
波
堤

　

四
日
市
燈
台
を
調
べ
る
上
で
、
切
り
離
せ
な
い
の
が
、
四
日

市
旧
港
の
防
波
堤
の
存
在
で
す
。
特
に
、
写
真
―
3
に
写
っ
て

い
る
防
波
堤
根
元
部
は
、
稲
葉
翁
が
築
造
し
た
丁
寧
な
石
積
み

が
確
認
で
き
る
極
め
て
貴
重
な
写
真
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
の
旧
港
に
あ
る
防
波
堤
は
、「
潮
吹
き
防
波
堤
」
と
呼

ば
れ
、
明
治
21
年
の
暴
風
雨
や
翌
年
の
台
風
に
よ
っ
て
稲
葉
翁

が
築
造
し
た
防
波
堤
の
先
端
部
が
破
損
し
、
港
内
に
石
が
散
乱

し
、
船
が
通
航
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
明
治
26
年
10
月
か
ら

翌
年
4
月
ま
で
県
営
事
業
「
四
日
市
港
波
止
場
修
築
工
事
」
に

て
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、左
官
の
伝
統
技
法
「
た
た
き
」
か
ら
「
人
造
石
（
花

崗
岩
＋
石
灰
等
の
混
合
）」
を
発
明
し
た
服
部
長
七
が
請
け
負

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
潮
吹
き
防
波
堤
部
の
石
積
み
は
、
目

地
を
詰
め
る
工
法
で
あ
っ
た
た
め
、
石
積
み
が
荒
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
の
設
計
に
て
、
高

さ
4
・
７
ｍ
の
大
堤
と
3
・
７
ｍ
の
小
堤
が
平
行
す
る
二
列
構
造

を
と
り
、
港
内
側
の
大
堤
に
は
49
箇
所
に
わ
た
っ
て
五
角
形
の

水
抜
き
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
港
外
か
ら
の
波
が
小
堤
で

弱
め
ら
れ
て
大
堤
で
受
け
止
め
ら
れ
る
構
造
で
、
小
堤
を
越
え

た
海
水
は
両
堤
の
間
の
溝
を
流
れ
て
、
水
抜
き
穴
か
ら
港
内
へ

流
れ
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
子
か
ら「
潮
吹
き
防
波
堤
」（
写
真
―
6
）と
呼
ば
れ
、

全
国
的
に
類
例
が
な
く
、
平
成
8
年
12
月
に
港
湾
施
設
と
し
て

は
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、ま
た
、平
成
21
年

2
月
に
四
日
市
の
近
代
化
を
語
る
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
と
し
、

経
済
産
業
省
か
ら
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2
年
後
に
は
四
日
市
港
開
港
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
頃
に
は
盛
り
上
が
り
が
想
定
さ
れ
、
四
日
市
港
を
支

え
た
四
日
市
燈
台
の
話
題
が
挙
が
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
こ
の

度
、
資
料
と
し
て
纏
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
四
日
市
燈
台
の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
縮
尺
1
／
70
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

（
写
真
―
8
）
に
て
約
90
年
ぶ
り
に
四
日
市
燈
台
を
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
形
状
が
単
純
で
あ
る
こ
と
か
ら
パ
ー
ツ

も
5
点
し
か
な
く
、簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

四
日
市
港
ま
つ
り
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
に
て
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

　

潮
吹
き
防
波
堤
付
近
は
、「
稲
葉
翁
記
念
公
園
」
と
し
て
四

日
市
市
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
潮
吹
き
防
波
堤
の
模
型
（
写
真
―

7
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
波
が
発
生

す
る
仕
組
み
の
た
め
、
そ
の
構
造
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

６
　
お
わ
り
に

　

四
日
市
燈
台
は
遠
い
昔
に
廃
止
さ
れ
た
灯
台
で
は
あ
り
ま
す

が
、
四
日
市
港
の
発
展
、
歴
史
を
語
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

写真－ 7　�稲葉翁記念公園における潮吹き
防波堤模型

写真― ８　ペーパークラフト

写真－ 6　�現在の四日市旧港の潮吹き防波堤
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多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
非
常
に
好
評
で
し
た
。
今
後
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
デ
ー
タ
は
、
Ｈ
Ｐ
等
に
て
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

参
考
資
料
：
日
本
燈
台
史
（
燈
光
会
）

　
　
　
　
　
　

燈
台
の
歩
み
１
０
０
年
（
燈
光
会
）

　
　
　
　
　
　

 

航
路
標
識
の
始
ま
り
と
明
治
維
新
前
の
灯
台

（
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
）

　
　
　
　
　
　

航
路
標
識
経
歴
簿
（
四
日
市
海
上
保
安
部
）

　
　
　
　
　
　

四
日
市
み
な
と
マ
ッ
プ（
四
日
市
港
管
理
組
合
）
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は
じ
め
に

　

本
年
4
月
に
一
本
の
電
話
が
あ
っ
た
。
愛
知
県
東
海
市
在
住

の
久
保
氏
か
ら
「
灯
台
フ
ァ
ン
で
す
。
現
在
、
木
工
で
灯
台
模

型
を
趣
味
で
制
作
し
て
い
ま
す
。禄
剛
埼
灯
台
を
制
作
し
た
く
、

各
細
部
の
寸
法
が
分
か
る
図
面
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
72
歳
）」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
電
話
か
ら
全
て
が
始
ま
っ
た
。
図
面
の
捜
索
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
検
討
、
久
保
氏
の
こ
だ
わ
り
か
ら
木
工
埼
灯
台

（
禄
剛
埼
に
か
け
て
！
）
の
頂
き
を
目
指
し
、
そ
の
完
成
品
を

第
九
管
区
へ
寄
贈
す
る
に
至
る
経
緯
を
本
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て

い
だ
き
ま
す
。

木
工
職
人
か
ら
の
電
話

　

今
年
度
4
月
某
日
、
隣
の
新
人
が
電
話
に
て
「
え
っ
と
、
そ

れ
は
…
…
」「
う
ー
ん
…
…
、
担
当
者
と
代
わ
り
ま
す
」
と
、

灯
台
愛
が
創
る
木
工
灯
台
模
型

（
禄
剛
埼
灯
台
）

代
わ
っ
た
電
話
は
変
わ
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
電
話
内
容
を
か

い
つ
ま
む
と
、愛
知
県
在
住
の
方
か
ら
の
問
合
せ
。「
若
い
頃
は
、

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
企
画
課

�

豊
　
田
　
洋
　
士

情
熱
大
陸
編

写真－ 1　左：神子元島灯台、右：御前埼灯台
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供
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
だ
よ
。」
と
、
情
報
？
設
計
図

書
で
す
が
…
…
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
実
施
手
順
書
を
よ

く
読
む
よ
う
に
！
」
何
を
！
読
め
だ
と
、
灯
台
フ
ァ
ン
が
趣
味

で
灯
台
模
型
を
制
作
す
る
た
め
の
資
料
を
送
付
す
る
だ
け
な
の

に
。
ま
ぁ
し
ょ
う
が
な
い
、
読
む
か
。
と
、
読
ん
で
見
る
と
う

ー
ん
、
確
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
危
な
い
、
も
う
少
し
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
違
反
を
犯
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
課
長
へ
「
情
報

運
搬
許
可
申
請
書
」
を
提
出
し
許
可
を
頂
き
4
月
末
に
郵
送
。

よ
し
、
終
了
。
と
思
っ
て
い
た
矢
先
。
ま
た
、
灯
台
愛
の
詰
ま

っ
た
手
紙
の
送
付
が
あ
っ
た
。

木
工
職
人
の
こ
だ
わ
り

　

6
月
中
旬
に
、
再
び
の
手
紙
。
内
容
は
、「
～
1
／
25
ス
ケ

ー
ル
で
制
作
し
ま
し
た
。
～
付
属
舎
の
屋
根
、
建
物
の
裾
の
色

が
同
じ
色
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
、
ホ
ー
ル
・
倉
庫
の
ド
ア
の
一

部
の
色
を
意
識
的
に
変
え
ま
し
た
」
う
ー
ん
、
拘
っ
て
る
な
、

「
～
灯
ろ
う
の
ガ
ラ
ス
部
分
を
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
手
法
で
作

り
ま
し
た
～
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
～
再
度
正
確
に
作
り
た
い
～
灯

ろ
う
ガ
ラ
ス
部
の
三
角
形
ガ
ラ
ス
の
底
辺
と
上
中
下
の
高
さ
の

寸
法
～
レ
ン
ズ
も
作
り
た
く
図
面
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま

す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
手
法
？
拘
っ

て
ま
す
ね
と
電
話
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
木
工
灯
台
模
型
職
人
と

バ
イ
ク
で
色
々
な
灯
台
を
巡
っ
て
い
た
が
、
年
も
重
ね
体
力
的

に
き
つ
い
の
で
バ
イ
ク
で
の
灯
台
巡
り
は
止
め
て
、
時
間
が
あ

る
の
で
こ
の
灯
台
愛
を
木
工
灯
台
模
型
の
制
作
に
捧
げ
て
い

る
。
現
在
ま
で
、
2
基
を
制
作
し
、
1
基
目
が
御
前
埼
灯
台
、

2
基
目
が
神
子
元
島
灯
台
。
3
基
目
を
作
成
途
中
」
制
作
す
る

に
あ
た
り
各
保
安
部
へ
図
面
の
提
供
依
頼
を
す
る
が
多
少
時
間

が
掛
か
る
の
で
、「
そ
う
か
！
直
接
、
管
区
本
部
へ
問
合
せ
て

み
よ
う
！
そ
の
方
が
早
い
な
」
と
の
事
で
今
回
の
対
応
と
な
り

ま
し
た
。（
後
日
、
手
紙
の
送
付
が
あ
り
詳
細
も
判
明
。
制
作

品
の
写
真
も
添
付
あ
り
）

木
工
職
人
へ
の
情
報
提
供

　

ま
ず
は
、
図
面
の
捜
索
か
ら
開
始
し
た
。
設
置
点
灯
が
１
８

８
３
年
（
明
治
16
年
）
7
月
10
日
な
の
で
、
当
時
の
図
面
が
残

っ
て
い
る
訳
も
な
く
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、（
自
称
：
元
）
建
築
士
の
課
長
補
佐
か
ら
「
う
ー
ん
「
各

細
部
の
寸
法
が
分
か
る
図
面
の
提
供
」
だ
な
、
こ
こ
の
寸
法
も

必
要
だ
な
ー
、
久
保
さ
ん
は
、
現
場
行
か
れ
た
こ
と
あ
る
の
か

な
？
制
作
す
る
な
ら
写
真
も
必
要
だ
な
」
と
頼
も
し
い
発
言
。

課
長
補
佐
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
図
面
等
書
類
の
用
意
が
出
来

た
の
で
、
さ
て
、
送
付
す
る
か
と
準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
た
る
課
長
か
ら
「
情
報
を
庁
外
の
者
に
提
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木
工
職
人
の
来
新

　

7
月
下
旬
に
、
久
保
氏
か
ら
の
電
話
。

　
「
完
成
し
ま
し
た
。
新
潟
ま
で
持
っ
て
行
き
ま
す
。
い
つ
が

よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」
と
連
絡
を
受
け
、「
折
り
返
し
連
絡
し

ま
す
」
と
電
話
を
切
っ
た
。
新
潟
～
東
海
市
間
が
距
離
し
て
４

９
０
ｋ
ｍ
（
車
で
5
時
間
50
分
・
電
車
で
5
時
間
30
分
）
こ
れ

し
て
の
こ
だ
わ
り
と
熱
意
を
感
じ
た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
手

法
に
つ
い
て
は
、
教
室
に
通
い
先
生
に
ご
教
授
頂
き
制
作
し
た

と
の
こ
と
。
制
作
写
真
を
拝
見
す
る
と
想
像
し
て
い
た
も
の
よ

り
も
重
厚
感
が
あ
り
立
派
な
模
型
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
灯
台

記
念
日
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
す
れ
ば
広
報
活
動
の
一
助
に
な

る
の
で
は
と
思
い
、
そ
の
旨
を
話
し
た
と
こ
ろ
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
灯
ろ
う
の
図
面
等
は
、
再
び
課
長

補
佐
の
努
力
と
こ
だ
わ
り
に
よ
り
揃
い
送
付
）

写真－ 2　 2等不動レンズ
　　　　　細かい作業で完成

写真－ 3　交通部長室にて受領
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を
木
工
灯
台
模
型
職
人
（
72
歳
）
で
あ
る
久
保
氏
に
来
て
頂
く

の
は
酷
だ
な
、
と
、
そ
こ
で
第
四
管
区
海
上
保
安
部
交
通
部
へ

電
話
連
絡
し
、
本
件
を
説
明
し
久
保
氏
か
ら
禄
剛
埼
灯
台
の
木

工
模
型
を
受
領
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
と
こ
ろ
快
諾
し

て
頂
き
ま
し
た
。
よ
し
、
こ
れ
で
安
心
・
安
全
に
事
が
す
す
む

と
、
久
保
氏
に
「
第
四
管
区
交
通
部
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
」

と
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、「
せ
っ
か
く
な
の
で
新
潟
へ
行
き
た
い
。

妻
と
行
く
。
監
理
係
長
と
木
工
灯
台
模
型
制
作
の
苦
労
話
し
を

し
た
い
。」
と
の
こ
と
で
「
で
は
、
日
時
を
調
整
し
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
お
気
を
つ
け
て
」
と
電
話
を
切
り
ま
し
た
。

　

8
月
18
日
晴
天
、
久
保
夫
妻
、
来
部
。

禄
剛
埼
灯
台
の
木
工
模
型
は
、
写
真
で
見
る
よ
り
も
迫
力
が
あ

り
、
細
部
に
拘
っ
た
成
果
品
で
特
に
付
属
舎
壁
面
の
石
造
り
感

が
映
え
て
、
ま
た
、
灯
ろ
う
内
の
レ
ン
ズ
も
精
巧
に
作
ら
れ
、

さ
す
が
木
工
灯
台
模
型
職
人
。
制
作
苦
労
話
は
、
技
術
者
つ
な

が
り
の
課
長
補
佐
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

現
在
、
禄
剛
埼
灯
台
の
木
工
模
型
は
ケ
ー
ス
に
収
納
し
、
交

通
部
長
室
に
常
設
。
本
年
の
灯
台
記
念
日
展
示
会
（
於
：
新
潟

県
立
自
然
科
学
館
・
期
間
11
月
1
～
5
日
間
）
で
一
般
展
示
を

実
施
し
ま
す
。

　
（
補
足
：
新
潟
へ
は
、
娘
さ
ん
が
ご
両
親
の
長
距
離
移
動
を

心
配
し
、
同
行
さ
れ
家
族
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。）

写真－ 4　交通部長室にて収納ケースとともに
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聖
地
巡
礼
　
～
灯
台
3
大
聖
地
（
記
念
碑
編
）～

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
　
課
長
補
佐
　
西
　
　
　
雄
　
二

1
．
本
編
～
灯
台
3
大
聖
地
～

　
「
聖
地
巡
礼
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
何
を
連

想
す
る
で
し
ょ
う
？

　

我
々
中
年
層
の
人
間
が
素
直
に
連
想
す
る
の
は
、
メ
ッ
カ
や

ガ
ン
ジ
ス
川
を
聖
地
と
し
て
祈
り
や
沐
浴
を
行
う
と
い
っ
た
宗

教
上
の
厳
か
な
行
為
を
連
想
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
も
宗
教
上
の
聖
地
と
し
て
「
比
叡
山
」、「
高
野
山
」、「
伊

勢
神
宮
」
を
挙
げ
る
本
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

一
方
、
若
者
層
に
お
い
て
の
「
聖
地
巡
礼
」
と
い
え
ば
、
ア

ニ
メ
や
漫
画
な
ど
の
舞
台
、
ゆ
か
り
の
地
を
聖
地
と
し
て
、
そ

の
作
品
の
フ
ァ
ン
が
実
際
に
そ
こ
を
巡
る
こ
と
を
指
す
言
葉
と

し
て
定
着
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
閑
散
と
し
て

い
た
商
店
街
に
毎
週
末
、
数
百
～
数
千
の
若
者
が
急
に
押
し
寄

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
よ
く
テ
レ
ビ
で
流

れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
灯
台
の
3
大
聖
地
を
決
め
る
と
し
た
ら
ど
こ
に

な
る
の
か
。

　

明
治
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
初
め
て
の
行
幸
啓
を
賜
っ
た

地
「
六
連
島
」、
西
洋
式
灯
台
第
1
号
の
地
「
観
音
崎
」、
最
後

の
灯
台
守
滞
在
の
地
「
女
島
」、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
最
高
傑
作
と

す
る
御
影
石
灯
台
の
建
つ
「
角
島
」、
神
話
の
里
に
日
本
人
の

み
で
巨
大
灯
台
を
建
て
た
「
出
雲
」
な
ど
、
灯
台
事
業
の
聖
地

を
問
わ
れ
た
際
の
答
え
は
、
ま
さ
に
三
者
三
様
、
十
人
十
色
、

特
に
長
き
に
わ
た
り
灯
台
業
務
に
従
事
さ
れ
た
先
輩
諸
氏
に
お

か
れ
て
は
、
各
々
に
そ
れ
ぞ
れ
特
別
の
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
で
は
Ｂ
Ｓ
で
の
灯
台
番
組
の
放
送
や
灯
台
を
拠
点
に
し

た
民
間
活
動
の
活
発
化
な
ど
に
よ
り
、
灯
台
フ
ァ
ン
の
方
々
も

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、「
こ
の
方
々

が
選
ぶ
聖
地
と
は
？
」
と
考
え
て
み
る
と
と
て
も
興
味
が
湧
く

と
こ
ろ
で
す
。

　

灯
台
の
聖
地
、
な
か
な
か
一
概
に
は
決
め
ら
れ
な
い
と
は
思

い
な
が
ら
も
、
以
前
、
テ
レ
ビ
番
組
で
司
会
者
と
視
聴
者
の
独
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示
す
記
念
碑
を
横
浜
市
の
ご
協
力
の
も
と
製
作
し
、
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
行
幸
啓
の
誉
に
浴
し
た
地

で
も
あ
り
「
灯
台
の
3
大
聖
地
（
記
念
碑
編
）」
の
1
丁
目

1
番
地
、
当
然
の
地
と
し
て
推
薦
し
ま
す
。

②
第
2
：
明
治
天
皇
行
幸
碑
が
建
つ
地
＝
横
浜
海
上
保
安
部

　

明
治
7
年
、「
灯
明
台
局
」
及
び
完
成
し
た
ば
か
り
の
「
洋

式
試
験
灯
台
」
を
ご
覧
に
な
る
た
め
、
明
治
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
行
幸
啓
を
仰
い
だ
栄
誉
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
「
明

治
天
皇
行
幸
碑
」
を
、
平
成
25
年
、
横
浜
海
上
保
安
部
玄
関

前
に
公
開
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
設
置
場
所
か
ら
は
若
干
離
れ
た
場
所
で
の
公
開
設

置
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
横
浜
の
航
路
標
識
事
業
を
担
う
最

前
線
の
事
務
所
に
し
て
、
今
後
、
碑
を
詣
で
る
地
と
し
て
の

定
着
を
願
い
「
灯
台
の
3
大
聖
地
（
記
念
碑
編
）」
第
2
の

地
と
し
て
推
薦
し
ま
す
。

③�
第
3
：
灯
台
管
理
所
門
柱
が
建
つ
地
：
海
上
保
安
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー

　

明
治
2
年
に
設
置
さ
れ
た
「
灯
明
台
局
」
が
、明
治
24
年
、

逓
信
省
所
管
と
な
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
「
航
路
標
識
管
理

断
と
偏
見
で
、
特
定
の
分
野
に
お
け
る
「
新
3
大
○
○
」
を
勝

手
に
決
め
る
番
組
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
ま
た
、
第
三

管
区
海
上
保
安
本
部
勤
務
時
の
思
い
出
も
重
ね
て
、
誠
に
勝
手

な
が
ら
「
記
念
碑
」
に
着
目
し
た
、「
灯
台
の
3
大
聖
地
（
記

念
碑
編
）」
と
し
て
次
の
3
箇
所
を
推
薦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
第
1
：
灯
台
発
祥
の
碑
が
建
つ
地
＝
横
浜
元
弁
天

　

明
治
2
年
、
我
が
国
灯
台
事
業
を
担
う
役
所
と
な
る
「
灯

明
台
局
（
灯
明
台
役
所
）」
が
置
か
れ
、
明
治
7
年
に
は
灯

明
番
（
灯
台
守
）
の
教
育
と
建
設
す
る
灯
台
の
試
験
調
整
を

行
う
「
洋
式
試
験
灯
台
」
が
建
て
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
「
横

浜
元
弁
天
（
横
浜
市
中
区
北
仲
通
6
丁
目
）」
に
、
こ
の
事

実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
平
成
27
年
、
灯
台
発
祥
の
地
を

写真－ 1　灯台発祥の地記念碑

写真－ 2　明治天皇行幸碑
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ダ
ル
編
…
な
ど
、
個
人
的
独
断
編
な
ど
も
加
え
れ
ば
、
多
く
の

○
○
編
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

灯
台
の
存
在
と
役
割
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
非
常
に
高
い
建

築
技
術
と
歴
史
的
価
値
を
広
く
知
ら
し
め
、
そ
れ
ら
が
多
様
な

形
で
世
の
中
に
共
有
さ
れ
活
用
さ
れ
な
が
ら
、
同
時
に
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
の
価
値
も
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と

も
想
像
し
な
が
ら
、
灯
台
事
業
の
理
解
者
（
灯
台
フ
ァ
ン
）
の

増
加
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
記
念
碑
は
、
勤
務
時
間
外
は
直
接
手
で
触
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
っ
た
碑
も
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の
一

般
開
放
時
等
も
利
用
し
て
の
聖
地
巡
礼
（
記
念
碑
編
）
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

以
上
が
、
本
編
で
す
が
、
次
の
項
で
は
、
こ
れ
ら
が
設
置
に
至

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
補
足
し
ま
す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

2
．
詳
細
解
説
　
～
設
置
の
い
き
さ
つ
～

①
灯
台
発
祥
の
地
の
記
念
碑
設
置

　

我
が
国
開
国
と
と
も
に
西
洋
各
国
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝

へ
の
灯
台
設
置
を
要
請
さ
れ
た
幕
府
は
、
改
税
約
書
（
江
戸

条
約
）
の
締
結
に
お
い
て
、
税
率
改
定
の
ほ
か
、
灯
台
や
灯

船
の
設
置
を
約
束
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代
を
引
き
継
い

所
」
と
な
っ
た
際
に
設
置
さ
れ

た
門
柱
を
、
平
成
28
年
5
月
、

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

玄
関
前
に
公
開
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
設
置
場
所
か
ら
は
相

当
離
れ
た
場
所
で
の
公
開
設
置

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
前
身
が

航
路
標
識
管
理
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
当
然
の
設
置
場

所
で
あ
り
、
今
後
、
碑
を
詣
で
る
地
と
し
て
の
定
着
も
願
い

「
灯
台
の
3
大
聖
地
（
記
念
碑
編
）」
第
3
の
地
と
し
て
推
薦

し
ま
す
。

　

我
が
国
灯
台
事
業
も
間
も
な
く
１
５
０
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
発

展
し
て
き
た
灯
台
事
業
を
、
次
の
１
５
０
年
に
確
実
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
は
、
我
々
現
職
の
努
力
、
海
事
関
係
者
と
の
連
携
は

言
わ
ず
も
が
な
、
灯
台
事
業
へ
の
多
く
の
理
解
者
（
灯
台
フ
ァ

ン
）
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
灯
台
の
3
大
聖
地
（
○
○
編
）」
は
？

　

レ
ン
ズ
編
、
灯
塔
編
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
／
セ
ッ
ト
編
、
ブ
ラ
イ

写真－ 3　航路標識管理所門柱
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れ
ま
し
た
。

　

灯
明
台
局
の
そ
の
後
の
変
遷
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

○
明
治
2
年　

灯
明
台
局

　

○
明
治
3
年　

 

工
部
省
（
鉄
道
・
製
鉄
・
造
船
・
通
信
な

ど
を
所
掌
）
灯
明
台
掛

　

○
明
治
11
年　

工
部
省
灯
台
局

　

○
明
治
18
年　

 

逓
信
省
（
郵
政
・
通
信
な
ど
を
所
掌
）
灯

台
局

　

○
明
治
24
年　

 

逓
信
省
航
路
標
識
管
理
所

だ
明
治
新
政
府
は
、
神
奈
川
奉
行
所
を
横
浜
裁
判
所
と
す
る

と
と
も
に
灯
台
事
業
の
実
施
を
命
じ
、
外
国
人
技
術
者
を
招

聘
し
て
事
業
の
推
進
に
取
り
掛
か
り
、「
横
浜
元
弁
天
（
横

浜
市
中
区
北
仲
通
6
丁
目
）」
に
工
場
用
地
、
外
国
人
技
師

の
住
居
用
地
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
明
治
2
年
こ
の

地
に
、
我
が
国
近
代
化
の
た
め
の
灯
台
事
業
を
所
管
し
、
技

術
者
養
成
、
機
器
試
験
調
整
等
を
担
う
灯
明
台
局
が
設
置
さ

資料－ 1　�横浜市提供の明治10年の古地図：「灯台」と
「灯台製造局」が記載

写真－ 4・ 5　明治10年ごろの灯明台局の写真

写真－ 7　当時の横浜駅（現桜木町駅）

写真－ 6　�明治 7年の横浜駅と試験灯台（右
奥）の図

横浜駅
（現桜木町駅）台

灯明台局
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こ
の
よ
う
に
、
灯
台
事
業
の
行
政
事
務
の
中
心
は
海
上
保

安
庁
発
足
に
よ
り
東
京
に
移
転
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

約
80
年
に
亘
り
、
横
浜
に
お
い
て
我
が
国
の
海
上
交
通
の
要

衝
に
お
け
る
灯
台
整
備
事
業
を
成
し
遂
げ
、
海
洋
立
国
日
本

の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
5
年
の
庁
舎
移
転
後
、
し
ば
ら
く
灯
台
発
祥
の
地
は

空
き
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
に
民
間
へ
売
却

さ
れ
駐
車
場
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
24
年
に

特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
こ
に

横
浜
市
に
よ
る
公
園
が
整
備
さ
れ
る
と
の
計
画
が
発
表
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
が
整
備
さ
れ
る
平
成
26
年
度
ま
で
の

間
、横
浜
市
へ
の
協
力
要
請
を
重
ね
、平
成
27
年
3
月
「
灯
台

発
祥
の
地
記
念
碑
」を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

　
（
●
大
正
12
年
関
東
大
震
災
）

　

○
大
正
14
年　

逓
信
省
灯
台
局

　

○ 

昭
和
16
年　

 

逓
信
省
海
務
院
航
路
部

　

○
昭
和
18
年　

運
輸
通
信
省
海
運
総
局
海
運
局

　

○
昭
和
19
年　

運
輸
通
信
省
灯
台
局

　

○
昭
和
23
年　

 

海
上
保
安
庁
発
足
に
伴
い
中
枢
事
務
は
本

庁
所
掌
と
な
り
組
織
は
第
三
管
区
海
上
保

安
本
部
灯
台
部
工
務
課
（
灯
台
）
工
場
に

改
組

　

○
昭
和
47
年　

 

灯
台
工
場
は
、
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
改
組

　

○
平
成
2
年　

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
立
川
へ
移
転

　

○
平
成
5
年　

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
が
現
庁
舎
へ
移
転

写真－8　�大震災での被災状況：
敷地

写
真
─
9
　�

大
震
災
で
の
被
災
状
況
：�

試
験
灯
台

写真－10　�平成24年当時の洋式
試験燈台跡地

写真－11　�奥が記念碑、手前が
当時の洋式試験灯台
の基礎ブロック 4つ
（実物）
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り
、
日
本
の
灯
台
事
業
を
全
国
展
開
し
、
ま
た
、
最
先
端
の

西
洋
技
術
を
習
得
し
た
多
く
の
灯
台
守
を
全
国
へ
送
り
出
す

な
ど
、
ま
さ
に
こ
の
地
を
起
点
と
し
て
、
我
が
国
海
上
安
全

の
礎
が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
が
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
灯
台
事
業

発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
後
世
に
伝
え
、
ま
た
、
先
人
の
偉

業
を
称
え
る
た
め
、「
洋
式
試
験
灯
台
」
の
基
礎
と
し
て
使

用
し
て
い
た
当
時
の
レ
ン
ガ
を
そ
の
証
と
し
、
記
念
碑
を
設

置
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
3
月　

海
上
保
安
庁
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部

※ 
な
お
、
現
在
、
横
浜
市
庁
舎
の
建
替
工
事
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
防
護
壁
に
洋
式
試
験
灯
台
の
写
真
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
と
う
み
ょ
う
だ
い
）
局
」
を
、
更
に
、
明
治
7
年
に
は
「
灯

明
番
（
と
う
み
ょ
う
ば
ん
）」（
い
わ
ゆ
る
灯
台
守
）
の
教
育

及
び
建
設
す
る
灯
台
の
試
験
調
整
を
行
う
た
め
の
「
洋
式
試

験
灯
台
」
を
、
こ
こ
、
横
浜
元
弁
天
（
現
在
の
中
区
北
仲
通

6
丁
目
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
洋
式
試
験
灯
台
」
の
完
成
時
に
は
、
明
治
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぐ
栄
誉
に
も
浴
し
た
由
緒
あ
る
地
で
も

あ
り
ま
す
。

　
「
灯
明
台
局
」
は
、
昭
和
23
年
、
海
上
保
安
庁
灯
台
局
と

し
て
東
京
に
移
転
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
約
80
年
に
わ
た

◆
記
念
碑
銘
文
◆

　

交
易
船
舶
の

安
全
の
た
め
、

西
洋
諸
国
か
ら

灯
台
の
建
設
を

求
め
ら
れ
た
明

治
政
府
は
、
外

国
人
技
師
を
招

聘
し
、
明
治
2

年
に
灯
台
事
業

を
担
う
役
所
と

し
て
「
灯
明
台

写真－12　灯台発祥の地記念碑
　　　　　（腐食防止材で加工）

写真－13　�洋式試験灯台の 8角形
の基礎部を再現

写
真
─
14
　

�

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
と
の
位
置
関
係
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ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

「
灯
台
発

祥
の
地
記

念
碑
」
の

項
で
記
述

と
お
り
の

組
織
改

編
、
土
地

②�

明
治
天
皇
行
幸
碑
建
立

　

文
化
の
進
展
に
御
心
を
注
が
れ
て
い
た
明
治
天
皇
は
、
明

治
5
年
6
月
12
日
、六
連
島
灯
台
（
山
口
県
）
を
行
幸
さ
れ
、

そ
の
翌
々
年
の
明
治
7
年
3
月
18
日
、
皇
后
陛
下
と
と
も
に

灯
明
台
掛
に
お
成
り
に
な
り
、
3
月
12
日
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
洋
式
試
験
灯
台
と
こ
れ
に
組
み
立
て
た
犬
吠
埼
灯
台
第

一
等
8
面
フ
レ
ネ
ル
式
閃
光
レ
ン
ズ
を
御
覧
に
な
る
行
幸
啓

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
栄
誉
を
浴
し
た
証
と
し
て
当
時
は
、
銘
文
を
刻
し
た

木
柱
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
栄
誉
を
後
世
ま
で

し
っ
か
り
残
し
た
い
と
、
一
般
人
か
ら
の
記
念
碑
の
寄
贈
が

あ
り
、
昭
和
30
年
11
月
11
日
、
高
松
宮
殿
下
、
島
居
長
官
、
山

崎
運
輸
大
臣
ご
臨
席
に
よ
り
行
幸
碑
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
産
化
の
手
続
き
等
も
完
了
し
た
平
成

25
年
3
月
、
横
浜
海
上
保
安
部
玄
関
前
に
「
明
治
天
皇
行
幸

碑
」
が
公
開
設
置
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

開
発
等
も
進
み
、
こ
の
行

幸
碑
も
し
ば
ら
く
は
、
横

浜
海
上
保
安
部
の
倉
庫
で

保
管
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
平
成
24
年
度
の

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部

内
に
お
い
て
、
こ
れ
の
公

開
設
置
に
よ
る
後
世
へ
の

保
存
に
係
る
方
針
が
ま
と

写真－15　建替工事防護壁
　　　　　�「横浜弁天橋より灯

台を望む　大正初期」
の表題と写真

写真－16　�上記試験灯台の画像
拡大

写真－18　行幸碑と説明板 写真－17　除幕式
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（
補
足
1
）

　

完
成
し
た
ば
か
り
の
洋
式
試
験
灯
台
に
組
み
立
て
た
犬
吠

埼
灯
台
第
一
等
8
面
フ
レ
ネ
ル
式
閃
光
レ
ン
ズ
は
、
戦
災
の

た
め
一
時
撤
去
さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
博
物
館
明
治
村
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
銚
子
市
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
、

現
在
で
は
犬
吠
埼
灯
台
の
霧
笛
舎
に
里
帰
り
し
、
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
の
行
幸
碑
除
幕
式
の
際
、
明
治
5
年
に

建
築
さ
れ
た
木
造
の
（
旧
）
安
乗
埼
灯
台
を
こ
の
地
に
移
築

し
、
試
験
灯
台
と
し
て
の
点
灯
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
灯
台
は
昭
和
40
年
か
ら
船
の
科
学
館
（
閉
館
中
）
に
移
築

さ
れ
現
在
も
当
時
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
説
明
文
◆

　

こ
の
碑
は
明
治
7
年
3
月
当

時
我
が
国
に
お
い
て
灯
台
事
業

を
担
っ
て
い
た
工
部
省
灯
台
寮

（
横
浜
市
中
区
北
仲
通
6
丁
目

付
近
）
及
び
完
成
直
後
の
洋
式

試
験
灯
台
へ
明
治
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
そ
の
確

固
た
る
証
と
し
て
昭
和
30
年
11

月
同
地
に
お
い
て
高
松
宮
殿
下

御
成
り
の
式
典
の
も
と
広
く
披

露
さ
れ
た
記
念
の
碑
で
あ
る

　

そ
の
後
北
仲
通
地
区
の
土
地

区
画
整
理
に
伴
い
灯
台
（
航
路

標
識
）
事
業
を
担
う
横
浜
海
上

保
安
部
の
こ
の
地
に
移
設
し
た

も
の
で
あ
る

　

平
成
25
年
3
月
吉
日

　

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
長

 

　

三
木
基
実

写真－20　定期清掃の様子 写真－19　説明板拡大

写真－21　�明治天皇皇后両陛下にご
覧いただいたフレネルレ
ンズ
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3
．
終
わ
り
に

　

四
面
環
海
の
我
が
国
は
、
古
く
か
ら
漁
業
や
海
運
の
場
と
し

て
栄
え
、
ま
た
日
本
海
を
越
え
た
西
方
と
の
海
路
を
開
き
、
海

を
通
し
て
様
々
な
恩
恵
を
受
け
て
近
代
日
本
の
繁
栄
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

灯
台
は
来
年
で
事
業
開
始
１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

我
が
国
を
支
え
る
海
上
交
通
が
あ
る
限
り
、
こ
れ
の
安
全
を

支
え
る
灯
台
も
そ
の
岬
に
立
ち
続
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す

が
、
近
い
将
来
、
自
動
運
航
船
ば
か
り
が
航
行
し
、
灯
台
本
来

の
役
割
が
低
下
す
る
よ
う
な
時
代
が
到
来
し
た
と
し
て
も
、
先

人
の
努
力
、
技
術
、
知
恵
が
存
分
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
灯
台
の
勇

姿
は
、
海
洋
国
家
と
し
て
開
国
発
展
し
て
き
た
我
が
国
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
次
の
１
５
０
年
先
の
未
来
人
に
も
確
実
に
引
き
継

ぐ
べ
き
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

4
．
特
別
添
付
資
料

　

今
回
の
記
事
の
随
所
に
行
幸
啓
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
皇
室
と
航
路
標
識
事
業
に
は
ど
う
い
っ
た
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
の
か
。

　

世
代
も
徐
々
に
代
わ
り
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
々
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
次
の
資
料
に
て
若
干

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
補
足
2
）

　

明
治
天
皇
に
お
か
れ
て
は
明
治
9
年
、
奥
羽
・
北
海
道
へ

の
巡
幸
の
お
帰
り
は
灯
台
業
務
用
船
「
明
治
丸
」
を
ご
利
用

さ
れ
、
こ
れ
の
横
浜
港
到
着
が
7
月
20
日
で
あ
っ
た
こ
と
を

所
以
と
し
て
、
昭
和
16
年
に
「
海
の
記
念
日
」（
平
成
8
年
か

ら
は「
海
の
日
」と
し
て
祝
日
と
な
る
）が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
灯
台
管
理
所
門
柱
建
立

　
「
灯
台
発
祥
の
地
記
念
碑
」
の
項
で
記
述
し
た
と
お
り
、

明
治
24
年
に
設
置
さ
れ
た
灯
台
管
理
所
の
門
柱
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
諸
兄
の
ご
尽
力
に
よ
り
海
上
保
安
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
に
公
開
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
経
緯
は
、平
成
29
年
燈
光
7
月
号「
蘇
る
門
柱　

～
航

路
標
識
魂
立
川
移
転
1
周
年
～
」
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
た

め
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

写真－22　試験灯台復元の様子

写真－23　�横浜弁天橋から復元
試験灯台を望む



—  38  —

皇室と航路標識事業
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平成27年　お茶会
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貞明皇后陛下からの灯台職員への幾多の

お慈悲に対する感謝の念を、今後とも末永く

絶やさぬよう、皇后陛下のご命日（５月１７日）

の前に、燈光会職員及び有志の交通部職員

（年次休暇取得者）によって、毎年、勤労奉仕

による御陵の清掃活動を行っている。
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程
の
学
生
は
2
年
間
の
修
業
期
間
が
あ
り
、
こ
の
2
年
間
で
国

家
資
格
で
あ
る
「
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
」
資
格
を
取
得
さ

せ
る
資
格
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
入
学

後
か
ら
海
上
保
安
官
と
し
て
必
要
な
知
識
の
修
得
・
訓
練
に
励

む
傍
ら
で
無
線
に
関
係
す
る
勉
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
の
資
格
試
験
で
す
が
、

在
学
中
は
3
回
の
受
験
機
会
が
あ
り
、
3
回
目
ま
で
に
合
格
す

る
こ
と
を
目
標
に
勉
強
し
て
お
り
、
受
験
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム

課
程
第
25
期
の
学
生
は
2
回
目
の
挑
戦
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
話
は
戻
り
ま
す
が
、
試
験
結
果
通
知
を
受
け
取
っ
た
教
官
室

で
は
早
速
受
験
し
た
学
生
た
ち
に
内
容
を
確
認
さ
せ
、
結
果
を

報
告
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、次
々
と
帰
っ
て
く
る
報
告
は「
合

格
で
す
。」「
合
格
し
ま
し
た
。」
と
合
格
の
山
。
そ
し
て
最
後

の
学
生
か
ら
も
「
合
格
で
す
。」
と
回
答
が
あ
り
、
な
ん
と
7

月
期
試
験
で
受
験
者
全
員
が
合
格
す
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し

た
の
で
す
。

　
み
な
さ
ま
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
海
上
保
安
学
校
で
す
。

暑
い
夏
が
終
わ
り
、
朝
晩
が
冷
え
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　
海
上
保
安
学
校
で
は
、
8
月
の
夏
季
特
別
日
課
（
い
わ
ゆ
る

夏
休
み
）
以
降
、
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
挨

拶
が
て
ら
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
　
今
年
も
ま
た
快
挙
達
成

　
夏
期
特
別
日
課
（
い
わ
ゆ
る
夏
休
み
）
明
け
の
8
月
21
日

（
月
）、
海
上
保
安
学
校
航
行
援
助
教
官
室
に
一
通
の
郵
便
物
が

届
き
ま
し
た
。
差
出
人
は
公
益
社
団
法
人
日
本
無
線
協
会
。
気

に
な
る
中
身
は
と
言
い
ま
す
と
、
夏
期
特
別
日
課
前
の
7
月
13

日
、
14
日
の
2
日
間
に
か
け
て
海
上
保
安
学
校
を
試
験
会
場
と

し
て
行
わ
れ
た
平
成
29
年
度
7
月
期
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士

国
家
試
験
の
試
験
結
果
の
通
知
で
す
。

　
こ
こ
で
説
明
を
す
る
と
、
海
上
保
安
学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
課

海
上
保
安
学
校
の
出
来
事
（
そ
の
1
）

�

海
上
保
安
学
校
航
行
援
助
教
官
室
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今
回
25
期
生
全
員
が
現
場
で
必
要
と
な
る
国
家
資
格
を
取
得

し
た
わ
け
で
す
が
、
現
場
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
半
年
後

の
現
場
赴
任
に
向
け
、
資
格
取
得
に
驕
る
こ
と
な
く
日
々
の
訓

練
・
教
育
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
実
は
、
7
月
期
試
験
で
の

全
員
合
格
は
今
回
が
初
め
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の

1
期
先
輩
で
あ
る
情
報
シ
ス

テ
ム
課
程
第
24
期
生
が
、
海

上
保
安
学
校
の
長
い
歴
史
の

中
で
初
め
て
達
成
し
て
い
ま

す
（
燈
光
平
成
28
年
11
月
号

参
照
）。
と
は
言
え
、
今
回

の
全
員
合
格
も
快
挙
に
は
間

違
い
な
く
、
さ
ら
に
は
2
期

連
続
と
い
う
お
ま
け
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　
合
格
発
表
通
知
を
確
認
し
た
と
き
、
学
生
た
ち
は
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
喜
ん
だ
の
は
授
業
を
担
当
し

て
き
た
情
報
通
信
・
航
行
援
助
両
教
官
室
の
教
官
で
す
。
試
験

前
は
、「
今
年
度
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
難
し
い
か
な
。」
と
話
し

て
い
た
の
で
す
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
心
配
は
杞
憂
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　
更
に
喜
ば
し
い
の
が
、
こ
の
7
月
期
試
験
で
は
、
上
位
資
格

で
あ
る
第
一
級
陸
上
無
線
技
術
士
に
7
名
が
受
験
し
、
内
3
名

が
見
事
合
格
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　燈光会では、下記の会員がございます。
　　◦普通会員：�航路標識事業に従事されている職員の方�

および過去に従事されていた方
　　◦一般会員：航路標識事業に関心のある方
　　◦団体会員：同上（企業）
　　◦賛助会員：本会の支援者になってくださる方

　会員の皆さまからの、勧誘、紹介も歓迎いたします。
　詳細は、当会事務局までお問い合わせください。

　　燈光会事務局第二事業部（担当者：鈴木）
　　　　電話番号　03−3501−1054 ／
　　　　FAX　03−3507−0727
　　　　Eメール　：　jigyo2@tokokai.org
　　　　ホームページ：http://www.tokokai.org

燈光会会員募集

国家試験当日の様子（この15分後試験に臨みました。）
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灯
台
の
建
設
記
事

　

稲
穂
岬
灯
台
は
北
海
道
奥
尻
島
の
北
端
の
灯
台
で
す
。
点
灯

開
始
は
、
明
治
24
（
1
８
９
１
）
年
12
月
1
日
で
す
。
そ
の
8

年
前
の
明
治
16
年
7
月
28
日
付
の
官
報
の
燈
台
局
灯
台
視
察
報

告
に
は
、
奥
尻
島
で
の
測
量
の
実
施
と
灯
台
の
必
要
性
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

奥
尻
島　

奥
尻
島
ノ
近
海
ハ　

流
潮
疾
速
ナ
ル
ヲ
以
テ　

暗
夜

動
ス
レ
ハ　

船
舶
ノ
針
路
ヲ
失
シ
テ　

災
害
ニ
罹か

か

ル
モ
ノ
往お

う

々お
う

之こ
れ

ア
リ　

既
ニ
先
年
英
國
軍
艦
「
ア
イ
ロ
ン
、
ヂ
ュ
ー
ク
」
号

降
霧
ニ
遭
遇
シ
為
メ
ニ　

災
害
ニ
罹か

か

レ
リ　

又
同
島
南
端
青
苗

岬
及
北
端
稲
穂
岬
ノ
二
ヶ
所
ニ
各
一
箇
ノ
燈と

う

臺だ
い

ヲ
要
ス　

今
般

右
両
所
ト
モ
測
量
セ
リ

　

奥
尻
島
近
海
は
、
北
海
道
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
函
館
か
ら
、

小
樽
方
面
へ
海
路
往
来
す
る
際
、
降
霧
や
潮
流
の
影
響
で
海
難

が
多
発
す
る
海
の
難
所
で
し
た
。
こ
の
報
告
書
が
書
か
れ
た
明

治
16
年
の
10
月
15
日
、
小
樽
港
に
日
和
山
灯
台
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
奥
尻
島
へ
の
灯
台
の
建
設
は
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
緊

要
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
20
年
代
、
北
海
道
は
灯
台
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。

北
海
道
庁
の
経
費
を
以
っ
て
、
各
地
に
次
々
と
灯
台
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
渦
中
の
明
治
23
年
3
月
1
日
付
け
の
函
館

新
聞
に
は
、
い
よ
い
よ
次
の
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

稲い
な

穂ほ

岬み
さ
き

灯
台灯 

台 

研 

究 

生

図－ 1 　稲穂岬灯台位置図
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稲
穂
崎
燈と

う

臺だ
い　

稲
穂
崎
は
後し
り

志べ
し

國
奥
尻
郡
釣つ

り

掛か
け

村
の
北
端
に

あ
り
北
緯
四
十
二
度
十
四
分
東
経
百
三
十
九
度
三
十
五
分
の

處と
こ
ろに

位
し　

地
質
岩
石
な
り　

燈
質
は
第
四
等
不
動
白
色
に

し
て　

建
築
費
凡お

お
よそ

二
万
圓え

ん

な
る
が　

此こ

の
工
事
は
二
十
三

年
度
よ
り
の
継
続
に
し
て
廿

に
じ
ゅ
う

四
年
度
に
於
て
完
了
す
る
も

の
な
り　

航
路
を
標
識
す
る
は
重
に
函
館
小
樽
間
の
航
海
に

あ
り
と
云
ふ

　　

稲
穂
岬
灯
台
の
建
設
工
事
は
、
明
治
23
年
度
は
他
の
灯
台
と

同
じ
よ
う
に
、
横
浜
の
燈
台
局
の
工
場
に
て
部
材
の
製
作
と
仮

組
立
が
行
わ
れ
、
稲
穂
岬
で
の
建
設
開
始
は
明
治
24
年
度
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
次
の
記
事
か
ら
も
容
易
に
推
測
で
き
ま
す
。

○
相
澤
技
手　

横よ
こ

濱は
ま

燈
臺
局
技
手
相
澤
宇
三
郎
氏
は　

奥
尻
島

稲
穂
崎
燈
臺
局

（
マ
マ
）に

出
張
の
為　

工
夫
十
名
引
率
し　

昨
五
日　

和
歌
浦
丸
に
て
来
函　

岡
方
へ
投
宿
せ
り

 

（
明
治
24
年
5
月
6
日
付
）

○
明
治
丸　

逓
信
省
附
属
船
明
治
丸
は　

稲
穂
崎
燈
臺
建
築
用

の
器
械
積
込
横よ

こ

濱は
ま

よ
り
同
所
へ
向
て
航
海
の
途　

昨
日
午
後
二

時
當

（
当
）
港
に
寄
せ
た
る
か　

本
日
午
後
同
所
へ
出
帆　

夫そ
れ

よ
り
小

樽
石
狩
地
方
ヘ
航
海
し
横よ

こ

濱は
ま

に
帰
航
の
由

○
燈と
う

臺だ
い

燈と
う

竿か
ん　

渡お
し
ま島

國
奥
尻
郡
稲
穂
崎
に
二
等
燈と

う

臺だ
い

を　

釧
路

國
釧
路
郡
釧
路
崎
に
六
等
燈と

う

臺だ
い

を　

石
狩
國
石
狩
郡
石
狩
川
々

口
に
燈と

う

竿か
ん

を
建
設
す
る
こ
と
を
何い

ず

れ
も
此こ

の

程ほ
ど

許
可
せ
ら
れ
た
り

と
い
ふ

　

海
難
を
防
ぎ
、
海
上
輸
送
を
促
進
さ
せ
、
地
域
に
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
し
た
灯
台
の
設
置
は
、
地
元
の
大
き
な
関
心
事
で

し
た
。
当
時
の
函
館
新
聞
に
は
、
北
海
道
各
地
の
灯
台
建
設
の

記
事
が
多
数
記
さ
れ
、
稲
穂
岬
灯
台
関
連
の
記
事
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
稲
穂
岬
灯
台
が
点
灯
開
始
し
た
明
治
24
年
度
の
逓
信

省
第
6
年
報
に
は
、
同
灯
台
は
明
治
23
年
3
月
起
工
し
24
年
12

月
1
日
竣
工
し
た
と
概
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
24
年
2
月

25
日
付
の
函
館
新
聞
に
は
、
稲
穂
岬
灯
台
の
工
事
の
進
捗
状
況

が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　
○
燈と

う

臺だ
い

建
築　

来
き
た
る

明
治
二
十
四
年
度
に
於
て
起
工
さ
る
べ
き
本

道
中
の
工
事
は　

豫よ

算さ
ん

未
だ
決
定
せ
ざ
る
を
以
て
之
を
知
る
に

よ
し
な
き
も
主
務
課
に
就
て
聞
く
處と

こ
ろに

よ
れ
ば　

二
十
四
年
度

に
於
て
航
路
標
識
の
為
め
起
工
す
べ
き
も
の
は　

燈と
う

臺だ
い

建
築
事

業
に
し
て
二
箇
所
を
設
置
す
る
豫よ

定て
い

な
り　

而し
か

し
て
一
は

後し
り
べ
し
こ
く

志
國
奥
尻
郡
稲
穂
崎
に
し
て　

一
は
千
島
國
々く

な

後し
り

郡
ケ
ラ
モ

イ
崎
な
り
と
云
ふ 

今
ま
ず
要
項
を
聞
く
に
左
の
如
し
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（
明
治
24
年
6
月
7
日
付
）

　

明
治
24
年
、
北
海
道
の
遅
い
春
を
待
ち
受
け
、
奥
尻
島
へ
灯

台
建
設
従
事
者
や
建
設
資
材
が
現
地
入
り
し
て
い
た
事
実
が
見

ら
れ
ま
す
。
相
澤
宇
三
郎
技
手
は
、
前
回
（
燈
光
平
成
29
年

7
・
9
月
号
「
明
治
の
灯
台
の
話
」）
の
葛
登
支
岬
灯
台
で
も
工

事
監
督
を
務
め
て
い
ま
す
。
同
技
手
は
、
こ
の
ほ
か
白
神
岬
、

福
山
、
室
蘭
、
恵
山
岬
ほ
か
各
地
の
北
海
道
の
灯
台
も
、
工
事

監
督
を
務
め
て
い
た
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
記
事
で
も
分

か
る
と
お
り
、
相
澤
技
手
と
い
う
題
目
で
記
事
が
書
か
れ
て
い

る
ほ
ど
、
函
館
新
聞
の
読
者
に
は
当
時
彼
の
名
は
知
れ
渡
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

稲
穂
岬
の
現
地
の
工
事
の
様
子
は
、
次
の
記
事
に
見
ら
れ
ま

す
。

　
○
奥
尻
郡
近
況　

奥
尻
郡
稲
穂
岬
灯
台
も
去
五
月
中
着
手　

人

夫
五
六
十
人
に
過
ぎ
さ
る
も
着
々
其そ

の

歩
を
進
め　

當
（
当
）

時
字あ

ざ

菰こ
も

澗ま

よ
り
稲
穂
岬
へ
鉄れ

ー
る軌

を
敷
き　

明
治
丸
が
積つ

み

来き
た

り
し
用
品
を
運

搬
す　

之こ
れ

を
見
ん
と
村
内
の
男
女
集つ

ど

ひ
又
は
工
夫
の
為
露ろ

店て
ん

を

開
き
日
用
品
を
商あ

き
なふ

者
五
六
戸
あ
り

 

（
明
治
24
年
7
月
10
日
付
）

　　

前
記
の
運
び
込
ま
れ
た
灯
台
建
築
用
の
器
械
に
は
、
建
築
資

材
と
と
も
に
、
記
事
に
あ
る
「
れ
ー
る
」
と
仮
名
が
振
ら
れ
た

鉄
軌
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
菰こ

も
ま澗

は
、

当
時
の
稲
穂
の
古
い
地
名
で
あ
る
こ
と
が
、
ふ
る
さ
と
奥
尻
通

信
（
平
成
25
年
6
月
28
日
付
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
辺
境
の
稲
穂

岬
に
、
灯
台
へ
資
材
を
運
ぶ
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
、
多
く
の
工
事

作
業
員
や
村
か
ら
は
見
物
人
が
押
し
寄
せ
、
い
く
つ
も
の
露
店

が
出
る
な
ど
、
工
事
期
間
中
は
活
気
に
満
ち
て
い
た
様
子
が
同

記
事
か
ら
分
か
り
ま
す
。

写真－1　津初代稲穂岬灯台
（明治～大正期頃の絵葉書）
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初
代
稲
穂
岬
灯
台
は
、
高
さ
18
・
2
メ
ー
ト
ル
を
有
し
た
比

較
的
大
型
の
鉄
造
の
灯
台
で
し
た
が
、
工
事
は
順
調
に
進
み
、

灯
台
建
設
は
短
期
間
で
完
成
予
定
だ
っ
た
こ
と
が
次
の
記
事
か

ら
分
か
り
ま
す
。

　

○
稲
穂
崎
燈
臺　

奥
尻
島
な
る
同
燈
台
の
建
築
工
事
も
追
々

捗は
か

取ど

り　

本
月
中
に
は
落
成
す
る
の
見
込
な
り
と
云
ふ

 

（
明
治
24
年
9
月
22
日
付
）

　　

稲
穂
岬
灯
台
設
置
に
関
す
る
函
館
新
聞
の
記
事
は
以
上
で

す
。
ち
ょ
う
ど
灯
台
が
完
成
し
、
灯
器
設
置
後
の
試
験
点
灯
し

て
い
た
時
期
に
、
内
地
で
大
地
震
が
発
生
し
、
紙
面
は
連
日
関

連
記
事
に
占
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
年
10
月
28
日
午
前
6

時
40
分
に
発
生
し
た
、
明
治
期
最
大
級
の
広
範
囲
に
被
害
を
出

し
た
濃
尾
大
地
震
で
す
。
地
震
の
揺
れ
は
東
北
か
ら
九
州
に
ま

で
到
り
、
家
戸
全
潰
14
万
2
千
戸
、
死
者
7
千
2
百
人
を
超
え

東
京
も
余
震
が
終
日
21
回
も
続
き
安
政
の
大
地
震
の
再
来
か
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
渦
中
の
11
月
6
日
に
、
稲
穂
岬
灯

台
の
点
灯
開
始
の
告
示
が
、
次
の
と
お
り
官
報
に
公
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
逓
信
省
告
示
第
二
百
四
十
三
号

今
般
北
海
道
後
志
國
奥
尻
郡
奥
尻
島
ノ
北
端
稲
穂
崎
ニ
建
設
シ

タ
ル
燈
臺
ニ
於
テ　

第
三
等
回
転
白
色
ノ
燈
明
ヲ
設
ケ　

明
治

二
十
四
年
十
二
月
一
日
以
降
毎
夜
点
火
ス

　

明
治
二
十
四
年
十
一
月
六
日　

逓
信
大
臣
伯
爵　

後
藤
象
二

郎一　

該
燈
臺
ノ
位
置
ハ　

水
路
部
出
版
第
九
十
三
号
ノ
海か

い

圖ず

ニ

拠よ

レ
バ　

北
緯
約
四
十
二
度
十
四
分
四
十
秒
ニ
シ
テ　

東
経

百
三
十
九
度
三
十
三
分
十
秒
ニ
當

（
当
）

ル

一　

該
燈
臺
ハ　

鐵て
つ

柱
造
六
角
形
ニ
シ
テ　

中
心
ニ
圓え

ん

筩と
う

ヲ
設

ケ
黒
白
ノ
横
線
ニ
塗
リ　

基
礎
ヨ
リ
燈
火
マ
デ
高
サ
六
丈

（
約
18
・
2
ｍ
）
ナ
リ

一　

該
燈
火
ハ　

真
方
位
南
八
十
二
度
西
ヨ
リ
南
十
一
度
五
十

分
東
マ
デ
二
百
六
十
六
度
十
分
ノ
間
ニ
於
テ　

十
五
秒
時
毎

ニ
一
閃
光
ヲ
発
ス

但
た
だ
し　

右
方
位
ハ
燈
臺
ヨ
リ
測
定
ス

一　

該
燈
火
ハ　

水
面
ヨ
リ
高
サ
十
五
丈
（
約
45
・
5
ｍ
）　

其

光
達
距
離
ハ
晴
天
ノ
夜
十
八
海
里
ト
ス

　　

9
月
末
の
竣
工
予
定
か
ら
12
月
の
点
灯
開
始
ま
で
少
し
遅
れ

が
見
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
原
因
は
、稲
穂
岬
灯
台
の
等
級
が
次
々

と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
前
記
の
と
お
り
、23
年
度
当
初
は
二
等
で
あ
っ
た
も
の
が
、

同
年
度
末
に
は
四
等
不
動
、
最
終
的
に
は
三
等
回
転
（
閃
光
）
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明
治
三
十
五

年
英
国
「
エ
キ

ス
プ
ロ
ー
シ
ー

ヴ
、
フ
ォ
ッ
グ

シ
グ
ナ
ル
」
會か

い

社し
ゃ

ヨ
リ　

綿
火

薬
爆
発
霧
警け

い

號ご
う

機
ヲ
購
入
シ 

翌
年
之
ヲ
東
京

湾
口
野
島
崎
燈

臺
ニ
設
置
ス
。

と
毎
回
発
表
内
容
が
変
更
さ
れ
、
レ
ン
ズ
を
含
む
灯
明
機
械
の

調
達
に
、
多
少
な
り
と
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
考
え

ら
れ
ま
す
。爆

発
霧
信
号
装
置

　

点
灯
開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
13
年
後
の
明
治
37
（
１
９
０
４
）

年
12
月
1
日
、
稲
穂
岬
灯
台
に
霧
信
号
装
置
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
に
日
本
に
始
め
て
導
入
し
た
ば
か
り
の
爆
発
霧
信
号

装
置
で
す
。明
治
36
年
6
月
10
日
の
野
島
埼
灯
台
を
皮
切
り
に
、

福
山
、
室
蘭
、
稲
穂
岬
と
北
海
道
各
地
の
灯
台
に
設
置
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
爆
発
霧
信
号
装
置
に
つ
い
て
は
、
灯
台
解

説
書
「
燈
臺
」
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　　

英
国
「
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
」
ノ
附
近
ニ
於
テ　

六
ヶ
年
間

ニ
六
艘
ノ
汽
船
座
礁
セ
リ
、是こ

れ

ヨ
リ
先
「
ト
リ
ニ
チ
ー
ハ
ウ
ス
」

ハ
、
夙つ
と

ニ
此こ

処こ

ニ
霧
信
号
装
置
ノ
必
要
ヲ
認
メ
、
千
八
百
八
十

七
年
霧
信
号
ノ
目
的
ヲ
以
テ
試
験
ノ
為
メ
、
鐵て

つ

柱
上
ヘ
綿
火
薬

四
「
オ
ン
ス
」
ヲ
架
シ
、
電
気
ニ
ヨ
リ
テ
爆
発
セ
シ
メ
シ
ニ
、

其
成
績
甚は

な
はタ

有
効
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
霧
信
号
ノ
用
ニ
供
ス

ル
ニ
至
レ
リ
。

　

爆
発
霧
信
号
装
置
は
、
当
時
英
国
で
開
発
さ
れ
た
新
し
い
タ

イ
プ
の
霧
信
号
装
置
で
し
た
。
日
本
に
導
入
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
航
路
標
識
管
理
所
第
1
年
報
の
霧
警け

い

號ご
う

進
歩
ノ
概
要

の
項
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

図－2　英国の灯台設置
の図（「灯臺」添付図より）

図－3　自動爆発霧信号装置断面図
（灯台解説書「灯臺」掲載図より）
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爆
発
信
号
ハ
、
太
洋
中
岩
礁
上
ノ
燈
臺
ニ
於
テ
ハ
其
効
果
ア

ル
モ
、
岬こ

う

角か
く

ノ
地
点
ニ
於
テ
ハ
、
風
ノ
方
向
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
霧む

砲ほ
う

（
大
砲
を
用
い
た
霧
信
号
装
置
）
ニ
於
ケ
ル
ト
同
シ
ク
、
其そ

の

音

達
距
離
非
常
ニ
短
縮
セ
ラ
レ
、
殆ほ

と

ン
ト
其そ

の

用
ヲ
ナ
サ
ゝ
ル
モ
ノ

ア
リ
。
大
正
二
年
五
月
及
六
月
我
國
ニ
テ 

野
島
埼
、
室
蘭
、

稲
穂
埼
、
福
山
ノ
四
ケ
所
ニ
於
ケ
ル
爆
発
霧
信
號

（
号
）

ノ
試
験
ノ
結

果
ニ
ヨ
レ
ハ　

其そ
の

音
達
区
々
ニ
シ
テ
、
時
ニ
ハ
八
浬

か
い
り

以
上
達
ス

ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
漸

よ
う
や

ク
一
浬か

い
りニ

達
セ
サ
ル
ア
リ
。
要こ

れ
を

之
よ
う
す
る
に

爆
発

信
號

（
号
）

ハ
、
亦ま

た

其そ
の

音
響
一
瞬
間
ニ
シ
テ
、
信
號

（
号
）

所
ノ
方
向
測
定
ニ

困
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
船
中
ニ
於
ケ
ル
雑
音
ト
紛ま

ぎ

レ
易や

す

キ
等

ノ
不
備
免ま

ぬ
がレ

難が
た

キ
ヲ
以
テ
、
岬
角
地
ニ
於
ケ
ル
霧
信
號

（
号
）

ト
シ
テ

適
当
ナ
リ
ト
言
フ
ヲ
得
サ
ル
為
メ
、
大
正
十
二
年
福
山
爆
発
信

號
（
号
）
ヲ
、
大
正
十
四
年
野
島
埼
爆
発
信
號

（
号
）
ヲ
、
大
正
十
五
年
室
蘭

爆
発
信
號

（
号
）
ヲ
孰い

ず

レ
モ
霧
笛
ニ
変
更
セ
リ
。

本
邦
ニ
該
機
ヲ
採
用
セ
シ
ハ
是
ヲ
以
テ
嚆こ
う

矢や

ト
ス　

該
機
械
ノ

特
色
ハ　

綿
火
薬
ヲ
銅
線
ニ
テ
吊
リ　

之
ヲ
竿か

ん

頭と
う

ニ
釣
リ
上
ケ　

電
流
ヲ
以
テ
爆
発
セ
シ
メ　

其
音
響
劇げ

き

烈れ
つ

ニ
シ
テ　

而し
か

モ
之
ガ

建
設
費
及
維
持
費
共
従
来
ノ
霧
警け

い

號ご
う

ニ
比
ス
レ
バ
極
メ
テ
少
額

ナ
ル
ニ
ア
リ

　

明
治
36
年
10
月
7
日
付
の
燈
台
公
報
に
は
、
同
装
置
の
取
扱

い
に
関
す
る
爆
発
霧
警け

い

號ご
う

取
扱
心
得
が
記
さ
れ
、
手
動
と
自
動

の
二
種
類
の
装
置
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
野
島
埼
灯

台
は
手
動
装
置
、
稲
穂
岬
は
自
動
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
両
灯

台
の
経
歴
簿
等
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
装
置
の
構
造
は
、
分
銅

の
動
力
を
利
用
し
、
爆
発
さ
せ
る
火
薬
包
み
を
竿
頭
ま
で
自
動

で
吊
り
上
げ
る
か
、
手
動
で
吊
り
上
げ
る
か
の
違
い
で
す
。

　

爆
発
の
間
隔
は
、当
初
15
分
な
い
し
20
分
に
1
回
で
し
た
が
、

明
治
41
年
5
月
に
は
全
て
10
分
に
1
回
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
43
年
12
月
に
北
海
道
白
神
岬
灯
台
に
予
備
の
霧
信
号

装
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
同
装
置
は
以
降
日
本

国
内
ど
こ
に
も
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
15
年
10
月
に
発
行
さ
れ
た
灯
台
解
説
書
「
燈
臺
」
の
改

訂
版
に
は
、
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
、
そ
の
後
の
爆
発

霧
信
号
装
置
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

写真－2　自動爆発霧信
号装置（室蘭灯台絵葉書より）
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た
か
、
固
よ
り
座
礁
す
べ
き
運
命
で
も
あ
っ
た
で
あ
ら
ふ
、
濃

霧
中
航
走
す
る
吉
辰
丸
の
船
長
及
び
當と

う

直
者
に
も
落
度
は
あ
っ

た
で
あ
ら
ふ
、
が
然
し
何
よ
り
も
真
先
に
私
の
心
に
鞭
打
っ
た

も
の
は
稲
穂
の
霧
信
號
で
あ
る
。

　
　
　
（
中　

略
）

皮
肉
に
も
吉
辰
丸
が
座
礁
し
て
か
ら
約
二
三
十
分
に
し
て
、
濃

霧
は
瞬
時
淡た

ん

霧む

と
な
り
船
の
傷
ま
し
き
遭
難
姿
を
判
然
吾
等
に

見
せ
た
。
オ
オ
ー
傷
ま
し
き
受
難
の
吉
辰
丸
！　

今
の
今
ま
で

汝
は
大
海
を
吾
物
顔
に
し
て
航
走
し
あ
り
し
に
、
不
幸
今
や
亡

き
数
に
入
る
と
は
。

斯か

く
し
て
吉
辰
丸
は　

座
礁
の
位
置
よ
り
約
二
丁
（
1
丁
は
約

１
0
９
ｍ
）
計
り
離
れ
て
十
四
五
尋じ

ん

（
1
尋
は
5
～
6
尺
）
の

海
底
深
く
遂
に
其
の
姿
を
没
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
大
正
十
四

年
六
月
四
日
午
前
三
時
。
私
は
此
の
時
程
幻
滅
の
悲
哀
と
、
霧

信
号
の
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
た
事
は
な
い
。
如
何
に
憂
き

世
と
は
言
へ
、
尊
き
幾
多
の
人
命
と
貴
重
の
財
産
と
を
安
ん
じ

て
托
せ
る
も
の
が
、
忽
然
と
し
て
目
の
あ
た
り
よ
り
永
久
に
姿

を
消
す
と
は
、
余
り
に
も
恨こ

ん

事じ

の
限
り
で
あ
っ
た
と
仝ど

う

時
に 

之
が
霧
笛
で
あ
っ
た
な
ら
、
斯こ

う
し
た
不
祥
事
を
未
然
に
防
ぎ

得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
実
感
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
然し

か

し
て
私
の
茲こ

こ

に
力
設
す
る
一
事
は
、
予
算
の
関
係
は
固

よ
り
無
視
出
来
な
い
が 

是
非
共
成
さ
ね
は
な
ら
ぬ
本
臺

（
台
）
霧
信

　

記
載
の
と
お
り
、
爆
発
霧
信
号
装
置
が
各
所
次
々
と
霧
笛
に

代
え
ら
れ
て
い
く
中
、
稲
穂
岬
灯
台
だ
け
は
継
続
運
用
さ
れ
ま

し
た
。
燈
光
昭
和
3
年
5
月
号
に
は
、
稲
穂
岬
灯
台
で
同
装
置

の
稼
働
中
に
目
の
前
で
、
船
の
座
礁
沈
没
事
故
が
起
き
て
い
た

事
実
、
ま
た
昭
和
3
年
2
月
25
日
の
時
点
で
、
稲
穂
岬
灯
台
付

近
で
す
で
に
3
件
の
沈
没
座
礁
事
故
が
発
生
し
、
当
時
の
稲
穂

岬
灯
台
職
員
か
ら
の
悲
痛
な
訴
え
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　　

以
下　

禿と
く

筆ひ
つ

に
鞭
う
っ
て
記
す
處

と
こ
ろ

は　

沈
没
船
を
目
前
に
眺

め
て　

若も

し
標
識
が
完
備
し
て
居
っ
た
と
す
れ
ば　

斯こ

う
し
た

惨
事
を
或
は
未
然
に
防
ぎ
得
た
の
で
は
な
か
ら
ふ
か
と
言
ふ
愚

痴
と
不
完
全
標
識
に
対
す
る
恨
み
と
で
あ
る
。

其そ

れ
は
大
正
十
四
年
六
月
、
私
が
葛
登
支
か
ら
稲
穂
に
赴
任
し

て
か
ら
間
も
な
い
時
で
あ
る
。
二
昼
夜
に
亘わ

た

る
濃
霧
襲
来
の
為

に　

吾わ
れ

等ら

の
不
眠
の
努
力
も
甲
斐
な
く
吉
辰
丸
一
〇
〇
〇
噸と

ん

が 

燈
臺
よ
り
僅わ

ず

か
三
四
丁
に
し
て
座
礁
し
た
の
で
あ
る
。
當ど

う

時じ

看

守
長
は
病
気
療
養
中
な
の
で
今
退
職
の
Ｍ
氏
と
私
の
二
人
で
精

根
の
限
り
の
勤
務
で
あ
っ
た
。
た
っ
た
二
昼
夜
の
勤
務
が
と
嗤わ

ら

ひ
給た

ま

ふ
勿な

か

れ
、
各
自
の
責
任
と
全
神
経
を
聴
覚
に
集
め
て
の
勤

務
は
、
疲
労
に
於
て
、
困こ

ん

憊ぱ
い

に
於
て
経
験
せ
ざ
る
も
の
に
語
る

可べ

か
ら
ず
で
あ
る
。
然
ら
ば
吾わ

れ

等ら

の
勤
務
又
は
処
置
に
於
て
最

善
で
あ
っ
た
に
も
拘か

か

は
ら
ず
、
如
何
に
し
て
吉
辰
丸
は
座
礁
し
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ま
せ
ん
。
記
事
を
書
い
た
立
山
一
九
（
中
田
久
一
）
氏
は
、
座

礁
し
た
吉
辰
丸
を
発
見
す
る
や
す
ぐ
に
Ｍ
氏
に
霧
信
号
の
執
行

を
任
せ
、
用
便
を
起
こ
し
村
人
を
す
ぐ
集
め
さ
せ
、
救
助
の
船

を
出
せ
た
た
め
、
船
長
及
び
船
員
各
自
の
付
属
品
か
ら
犬
猫
に

至
る
ま
で
全
部
上
陸
さ
せ
た
と
、
海
難
救
助
の
快
挙
を
な
し
遂

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
燈
光
記
事
の
2
ヶ
月
後
に
、
爆
発
霧
信
号
に
関
す
る
本

局
か
ら
の
真
摯
な
回
答
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
稲
穂
岬
灯
台
だ
け

交
換
が
遅
れ
た
内
情
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
年　

室
蘭
が
ま
だ
此こ

の
信
号
の
時
代
、
十
分
時じ

を
五
分
お

き
に
変
更
の
陳
情
を
再
三
受
け
た
が
、
維
持
費
の
嵩
む
と
い
ふ

理
由
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
然し

か

し 

室
蘭
は
給
炭
港
で
船
の

出
入
頻
繁
で
あ
る
、
霧
笛
改
設
の
促
進
運
動
旺
と
な
り
、
輿よ

論

は
高
調
さ
れ
て
漸

よ
う
や
くく

現
在
の
新
装
備
が
成
っ
た
。
又
福
山
は
、

室
蘭
や
稲
穂
岬
に
比
す
れ
ば
、
緩
急
の
度
合
い
は
自
ら
明
ら
か

で
あ
る
が
、
火
薬
の
始
末
が
、
取
締
法
規
に
觸ふ

れ
、
警
察
関
係

の
問
題
と
な
り
、
道
庁
と
の
交
渉
も
遂
に
不
調
に
帰
し
た
為
、

遇
然
の
機
会
を
得
て
割
合
に
早
く
改
設
さ
れ
た
。
故
に
稲
穂
は

福
山
ほ
ど
緊
急
で
な
い
と
さ
れ
た
譯わ

け

で
は
な
い
。

　

此
の
外
に
は
野
島
埼
で
あ
る
が
、
図
ら
ず
も
震
災
復
舊

（
旧
）
工
事

に
よ
り
新
式
の
霧
笛
が
完
備
し
、残
る
は
稲
穂
だ
け
と
な
っ
た
。

号
の
改
造
問
題
で
あ
る
。

即
ち
爆
発
霧
信
号
は

第
一
、
効
果
少
ナ
キ
ヿこ

と

第
二
、
取
扱
危
険
デ
ア
ル
ヿこ

と

第
三
、
維
持
費
ノ
意
外
ニ
嵩
ム
ヿこ

と

他
に
ま
だ
故
障
や
、
其
の
他
の
理
由
で
改
造
は
事
実
焦

し
ょ
う

眉び

の

問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
室
蘭
も
福
山
も
共
に
爆
発
は
改
造

さ
れ
た
。
残
る
は
本
臺

（
台
）

の
み
で
あ
る　

通
過
船
舶
も
南
に
函
館 

北
に
小
樽
の
二
大
港
を
持
つ
奥
尻
水
道
で
あ
る
。
年
六
千
乃
至

八
千
隻
の
通
過
船
数
は
、
決
し
て
北
海
で
は
少
な
い
部
で
は
あ

る
ま
い
。
本
年
の
如
き
も
既
に
坐
礁
沈
没
の
三
隻
は
上
述
の
通

り
で
あ
る
。
思
へ
ば
完
備
せ
る
霧
信
号
の
増
設
は 

北
海
に
於

て
は
如
何
に
刻こ

っ
か下

の
急
務
で
あ
り
、
且
つ
其
の
使
命
の
重
大
で

あ
る
か
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

吉
辰
丸
が
座
礁
沈
没
し
た
稲
穂
岬
灯
台
の
北
方
海
域
は
浅
瀬

が
広
が
り
、
古
く
か
ら
海
難
が
絶
え
ず
、
同
地
区
の
海
岸
は
灯

台
が
出
来
る
前
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
人
を
弔
う
賽
の
河
原
と
称

し
た
霊
場
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
昭
和

初
期
に
は
、
賽
の
河
原
は
す
で
に
灯
台
と
セ
ッ
ト
で
奥
尻
島
の

観
光
名
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
こ
の
時
吉
辰
丸
に
は
、
犠
牲
者
は
1
人
も
出
て
い
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に
は
滞
在
勤
務
も
解
消
さ
れ
、
現
在
稲
穂
岬
灯
台
は
無
人
の
灯

台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
46
年
9
月
に
灯
台
に
併

設
さ
れ
た
稲
穂
岬
北
方
照
射
灯
に
よ
り
、
吉
辰
丸
が
座
礁
沈
没

し
た
海
域
は
照
ら
し
出
さ
れ
て
お
り
、
稲
穂
岬
灯
台
は
霧
笛
も

人
も
居
な
く
な
っ
た
今
も
、
し
っ
か
り
と
稲
穂
岬
の
海
を
見
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

真
冬
の
稲
穂
岬
灯
台

　

前
記
の
古
び
た
木
造
官
舎
の
頃
の
、
真
冬
の
稲
穂
岬
灯
台
の

様
子
が
、
大
正
10
年
3
月
号
の
燈
光
に
見
ら
れ
ま
す
。
職
員
が

転
勤
し
次
の
職
員
が
来
る
ま
で
の
約
1
ヶ
月
の
調
整
期
間
に
、

臨
時
で
稲
穂
岬
灯
台
に
勤
務
し
た
横
浜
本
所
職
員
の
報
告
記
事

で
す
。（
長
文
の
た
め
所
々
割
愛
し
た
）

　

稲
穂
ヘ
着
い
た
の
は
暮
の
十
七
日
だ
っ
た
。

　

其そ
の

夜
か
ら
私
は
當と

う

直ち
ょ
くに

服
し
て
先
ず
第
三
直
を
勤
め
た
。

チ
ャ
ン
ス
（
灯
器
）
も
轉て

ん

轆ろ
く

回か
い

轉て
ん

（
回
転
装
置
）
も
爆
発
警
號

も
海
洋
観
測
も
、
貧
し
い
な
が
ら
皆
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
私

は
初
め
て
の
當と

う

直ち
ょ
くに

も
少
し
の
不
安
も
困
難
も
な
く
勤
め
る
こ

と
が
出
来
た
。

　

そ
れ
は
烈
し
い
西
風
が
折
々
吹
雪
を
誘
ひ
来
て
、
痛
い
ほ
ど

寒
い
朝
だ
っ
た
。
多
く
の
村
人
に
送
ら
れ
濛も

う

々も
う

と
降
り
頻し

き

る
吹

尤も
っ
とも

白
神
埼
の
予
備
信
號
も
此
の
火
薬
で
、
場
所
が
不
備
で
あ

り
、
不
発
も
多
く
冬
季
は
殊こ

と

に
取
扱
が
困
難
で
あ
る
相
だ
。

　

こ
の
翌
年
の
昭
和
4
年
に
、
稲
穂
岬
灯
台
の
爆
発
霧
信
号
装

置
は
廃
止
さ
れ
、
同
年
12
月
25
日
、
野
島
埼
灯
台
と
同
型
の
霧

笛
が
よ
う
や
く
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
工
事
に
合
わ

せ
て
、
木
造
の
古
び
た
官
舎
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
建
て
替

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
の
詳
細
が
、
昭
和
5
年
5

月
号
の
燈
光
に
、
落
成
当
日
の
竣
工
写
真
を
添
え
て
、
工
事
を

担
当
し
た
甲
良
史
郎
技
手
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
穂
岬
の
霧
信
号
装
置
は
、
そ
の
後
昭
和
50
年
9
月
ま
で
、

半
世
紀
に
わ
た
り
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
58
年
4
月

写真－3　霧笛が新設された稲穂岬
灯台（燈光会保管写真より）
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き
た
。
見
る
と
玄
関
の
外
戸
が
一
枚
今
正ま

さ

に
吹
き
抜
け
や
う
と

い
ふ
瞬
間
だ
っ
た
。
私
は
弾
か
れ
た
や
う
に
駆
け
出
し
て
、
そ

の
戸
を
支
へ
た
け
れ
ど
、
兎と

も
す
る
と
私
自
身
が
押
し
返
へ
さ

れ
る
の
で
あ
っ
た
。
中
村
氏
が
来
て
支さ

さ
えを

し
た
り
釘
を
打
っ
た

り
し
て
く
れ
る
ま
で
に
、
私
の
四し

股こ

は
殆
ど
知
覚
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
狂
暴
な
風
は
更
に
勢
を
増
し
て
私
の
室
の
雨
戸
を
二

枚
吹
き
掃は

ら

っ
て
し
ま
っ
た
。
玻は

璃り

戸ど

の
隙
を
潜
る
吹
雪
が
、
ま

る
で
落
花
の
や
う
に
吹
き
入
る
と
共
に
、
私
の
座
し
て
居
る
畳

雪
の
中
を
、草わ

ら

鞋じ

脚き
ゃ

絆は
ん

に
身
を
固
め
て
発た

っ
て
行
く
小
島
氏（
灯

台
長
）
夫
妻
を
、
私
は
門
口
に
立
っ
て
見
送
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
影
が
村
の
山
陰
に
消
え
た
時
、
別
離
の
悲
哀
と
も
取
り

遺の
こ

さ
れ
る
自
身
を
憐
れ
む
涙
と
も
つ
か
ぬ
も
の
が
、
睫

ま
つ
げ

に
泌に

じ

む

の
を
覚
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　

其そ
の

日
か
ら
私
の
覚
束
な
い
自
炊
生
活
が
初
ま
る
と
共
に
、
私

達
は
い
よ
い
よ
二
人
の
勤
務
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

寒
さ
が
第
一
に
私
を
困こ

う

じ
さ
せ
た
。

横
濱
に
住
み
な
が
ら
も
、
多
少
の
訓
練
を
せ
ぬ
で
は
な
か
っ
た

が
、
初
め
て
遭
遇
す
る
北
海
の
激
寒
は
先
ず
私
を
委
縮
さ
せ
ず

に
は
置
か
な
か
っ
た
。
私
は
昼
も
夜
も
職
務
遂
行
の
外
は
全
く

爐ろ

邊へ
ん

を
は
な
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

温
度
は
兎と

も
す
る
と
零
下
を
八
九
度
も
降
っ
た
。
不
意
の
こ

と
ゝ
て
防
寒
の
用
意
が
整
は
な
か
っ
た
の
と
、
官
舎
の
豫

（
予
）

想
以

上
に
粗
造
な
の
と
が
私
の
眠
り
を
妨
げ
る
こ
と
も
屡し

ば

々し
ば

で
あ
っ

た
。
私
は
何い

時つ

も
シ
ャ
ツ
や
ヅ
ボ
ン
を
重
ね
た
ま
ゝ
、
戦
場
に

あ
る
や
う
な
思
ひ
を
し
て
眠
り
に
就
く
の
が
常
だ
っ
た
。

　

一
夜
激
し
い
風
が
起
っ
た
。
強
烈
風
は
連
日
の
こ
と
ゝ
て
、

少
し
く
風
に
慣
れ
て
は
居
た
が
、
其そ

の

夜
の
も
の
は
実
に
恐
る
べ

き
狂
暴
さ
で
あ
っ
た
。
恰ち

ょ
う
ど度
夜
半
の
交
代
を
す
ま
せ
て
や
っ
と

眠
り
に
就
い
た
ば
か
り
の
私
は
、
枕
元
に
近
い
玄
関
の
玻は

璃り

戸ど

が
突
然
破
れ
る
や
う
に
鳴
り
出
し
た
の
で
、
吃き

っ

驚き
ょ
うし
て
飛
び
起

が
舟
の
や
う
に
搖ゆ

ら

ぎ
初
め
た
。

　

そ
の
瞬
間
に
私

は
官
舎
の
倒
壊
と

死
と
い
ふ
こ
と
を

考
へ
初
め
た
。
私

自
身
を
磨
く
が
為

に
勇
躍
し
て
遥
々

と
此こ

処こ

へ
渡
っ
た

こ
と
が
沁し

み

々じ
み

と
悔

や
ま
れ
て
、
好
ん

で
免

ま
ぬ
が

れ
難が

た

い
運
命

の
渦う

ず

に
陥
っ
た
と

い
ふ
感
が
し
た
。

写真－4　初代稲穂岬灯台、木造官舎及び爆発霧信号装
置（灯台右）（坂井絵葉書コレクションより）
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け
れ
ど
も
其そ
れ

は
杞き

憂ゆ
う

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
暁

あ
か
つ
き

近
く
な
る
に

従
ひ
風
は
そ
の
勢
ひ
を
収
め
て
、翌
朝
夜
の
明
け
離
れ
た
と
き
、

戸
外
に
は
死
ん
だ
や
う
な
沈
静
が
漂
っ
て
居
た
。
思
っ
た
ほ
ど

の
被
害
も
な
く
て
、
四
五
日
ぶ
り
の
珍
し
い
陽
光
が
萬ば

ん

物ぶ
つ

を

甦
よ
み
が
え
らせ

る
や
う
に
ウ
ラ
ウ
ラ
と
照
り
輝
い
て
居
る
の
で
あ
っ

た
。

　

交
通
の
不
便
も
私
の
豫

（
予
）

想
を
裏
切
る
も
の
ゝ
一
つ
で
あ
っ

た
。函
館
か
ら
月
八
回
の
船
便
は
荒
天
其そ

の

他た

の
事
情
に
よ
っ
て
、

平
均
五
六
回
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
の
に
、
動
も
す
る
と
郵
便
を
搭

載
せ
ぬ
場
合
が
あ
っ
て
、
前
後
十
二
日
全
く
内
地
か
ら
の
通
信

を
受
取
る
こ
と
が
出
来
ぬ
時
さ
へ
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
待
た
る
ゝ
も
の
は
矢や

張は

り
汽
船
の
入
港
だ
っ
た
。

村
の
人
々
に
依
っ
て
汽
船
の
入
港
が
伝
へ
ら
る
ゝ
翌
日
に
は
、

必
ず
一
背
負
の
郵
便
物
を
配
達
し
て
く
る
の
が
常
だ
っ
た
。
一

葉
の
端は

書が
き

や
一
片
の
新
聞
紙
の
尊と

う
とさ

も
し
み
じ
み
と
感
謝
さ
れ

て
、
ひ
ま
さ
へ
あ
れ
ば
私
自
身
も
よ
く
手
紙
を
書
い
た
。

　

覆お
お

い
被か

ぶ

さ
る
や
う
な
低
い
雲
が
連
日
空
を
埋
め
て
、
強
烈
な

西
風
が
よ
く
吹
雪
を
誘
っ
て
来
た
。
激
し
い
吹
雪
の
日
に
は
、

勝
手
へ
も
廊
下
へ
も
只
濛も

う

々も
う

と
吹
き
入
っ
て
、
天
地
は
晦

か
い
め
い

瞑
（
暗
闇
）

の
姿
に
化
し
た
。
燈
臺
で
は
折
々
あ
の
凄
ま
じ
い
爆
発
警
號
を

試
み
る
日
が
あ
っ
た
。
そ
の
自
動
爆
発
は
単
に
名
の
み
で
、
冬

季
は
全
く
そ
れ
を
使
用
し
得
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
石
の
飛
ぶ
や
う

な
強
風
雪
を
衝つ

い
で
火
薬
の
爆
発
作
用
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

殆ほ
と
んど

命
懸
け
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
島
の
一
月
が
来
た
。
村
の
人
達
も
新
暦
を
用
ふ
る
と

い
ふ
こ
と
で
は
あ
る
が
、
彼
等
の
一
月
は
酒
を
呑
み
雑
煮
を
食

ふ
こ
と
の
外
は
何
等
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　

燈と
う

臺だ
い

で
は
只
二
人
の
詰
員
で
あ
り
、
子
供
達
は
皆
学
校
の
拝

賀
式
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
殊こ

と

に
さ
び
し
い
日
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
さ
び
し
い
元
日
で
あ

り
、恐
ら
く
一
生
を
通
じ
て
の
侘わ

び

し
い
新
年
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　

村
の
人
達
は
一
月
に
な
っ
て
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
た
。
燈
臺

の
下
に
は
只
四
戸
ぎ
り
の
村
が
あ
り
、
そ
の
四
戸
の
一
戸
は
用

便
で
あ
り
一
戸
は
小
使
で
あ
っ
た
。
盡

こ
と
ご
とく

一
族
の
関
係
が
あ
る

と
い
ふ
の
で
燈
臺
も
亦ま

た

外
戚
に
等
し
い
交
情
が
あ
る
と
い
ふ
。

青
年
も
老
人
も
燈
臺
へ
話
し
に
来
る
こ
と
が
彼
等
の
楽
し
み
の

第
一
で
あ
る
や
う
に
も
見
ら
れ
た
。

　

日
々
の
勤
務
も
決
し
て
呑の

ん

気き

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
夕
方

の
四
時
か
ら
燈
火
を
点
じ
て
夜
半
の
交
代
ま
で
に
は
、
八
時
間

の
勤
務
が
あ
り
、
更
に
警け

い

號ご
う

を
執
行
す
る
為
に
は
連
続
勤
務
の

止
む
な
い
場
合
も
あ
る
。
海
洋
観
測
も
風
雪
狂
暴
の
朝
に
は
可

な
り
な
苦
痛
で
あ
る
し
、
日
間
に
は
矢
張
り
相
當
な
見
張
り
の

時
間
が
あ
る
。

　

私
は
そ
う
し
た
勤
務
の
間
に
は
何
時
も
爐
を
擁
し
て
、
横
濱
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は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
長
く
灯
台
養
成
所
の
教
官
を

勤
め
、
歴
代
の
燈
光
に
卒
業
生
と
と
も
に
写
る
記
念
写
真
に
、

清す
が

々す
が

し
い
面
影
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

菱
沼
氏
の
稲
穂
岬
灯
台
で
の
生
活
は
、
1
ヶ
月
に
も
満
た
な

い
わ
ず
か
な
期
間
で
し
た
が
、
同
氏
の
記
事
に
は
、
真
冬
の
稲

穂
岬
灯
台
の
過
酷
な
生
活
や
勤
務
の
実
態
が
明
解
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
灯
台
を
教
授
す
る
横
浜
に
住
む
都
市
生
活
者

の
目
線
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
灯
台
職
員
が
取
り
上
げ
る
ま

で
も
な
い
日
頃
目
に
し
体
験
し
て
い
た
自
然
の
猛
威
や
強
烈
な

孤
独
感
が
リ
ア
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
灯
台
の
暮
ら
し
に
は
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
な
か
っ

た
更
に
過
酷
な
条
件
が
常
に
存
在
し
、
稲
穂
岬
灯
台
も
そ
の
厳

し
さ
に
耐
え
忍
ぶ
生
活
が
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

命
の
水

　

燈
光
大
正
11
年
7
月
号
に
は
、「
命
の
水
」
と
題
し
た
稲
穂

岬
灯
台
の
水
に
ま
つ
わ
る
記
事
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

燈
臺
生
活
の
中
で
、
何
が
一
番
困
難
だ
と
言
へ
ば
、
云
ふ
迄

も
な
く
水
の
不
足
位
辛
ひ
事
は
な
い
、
或あ

る

燈
臺
に
於
て
は
、
一

人
分
一
日
何い

か

程ほ
ど

と
割
當あ

て
使
用
す
る
箇
所
も
あ
る
様
で
す
、
本

臺
も
其
規
に
漏
れ
ず
、
夏
期
旱か

ん

魃ば
つ

の
際
は
、
電
報
に
て
飲
料
水

の
生
活
を
思
ひ
、其そ

處こ

に
残
し
た
二
人
の
愛
児
の
上
を
思
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
私
は
私
自
身
の
落ら

く

寞ば
く

な
生
活
に
倦あ

ぐ

み
初
め
た
こ
と

を
自
覚
し
た
。

　

七
草
を
過
ぎ
て
後
の
私
は
帰
所
の
空
想
を
慰
め
の
第
一
に
数

へ
る
よ
う
に
な
っ
て
居
た
。
愛
児
の
上
を
も
思
っ
た
。
愛
児
と

や
さ
し
い
も
の
ゝ
上
を
も
思
っ
た
。
一
月
の
賑
ひ
、
一
月
の
催

し
ご
と
、
空
想
は
次
第
に
そ
の
翼
を
ひ
ろ
げ
て
行
っ
た
。

　

一
月
十
日
激
し
い
吹
雪
を
犯
し
て
板
谷
氏
が
着
任
し
た
。
そ

れ
は
稀
に
見
る
猛
烈
さ
で
い
よ
い
よ
交
通
途
絶
の
機
が
近
づ
く

の
を
報
ず
る
も
の
ゝ
や
う
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
恐
る
べ
き
自

然
の
猛
威
と
、
忘ぼ

う

じ
難が

た

い
愛
着
の
種し

ゅ

々じ
ゅ

に
侘わ

び

し
い
二
日
を
送
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

十
二
日
午
後
、
帰
所
の
電
命
を
受
け
て
其そ

の

夜
全
く
日
の
没
し

て
後
、
小
使
兄
弟
に
送
ら
れ
二
十
九
日
の
思
ひ
出
を
残
し
て
燈と

う

臺だ
い

を
後
に
し
た
。
い
よ
い
よ
村
を
離
れ
る
と
き
、
は
る
か
に
帯

の
や
う
な
燈と

う

臺だ
い

の
光こ

う

芒ぼ
う

を
望
ん
で
、
私
は
や
は
り
懐
か
し
い
も

の
に
別
る
ゝ
や
う
な
わ
び
し
さ
を
感
ず
る
の
で
あ
っ
た
。

　

燈
光
会
保
管
の
稲
穂
岬
燈
台
経
歴
簿
の
職
員
在
勤
記
録
に

は
、
大
正
9
年
12
月
17
日
に
横
浜
本
所
か
ら
転
入
し
、
翌
年
の

大
正
10
年
1
月
14
日
に
帰
所
（
横
浜
本
所
へ
帰
る
通
称
）
と
記

さ
れ
た
菱
沼
廣
三
郎
氏
の
臨
在
記
録
が
見
ら
れ
ま
す
。
菱
沼
氏
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い
様
で
し
た
。
僕
抔な

ど

は
一
日
半
荷か　

一
ヶ
月
一
回
や
二
回
の
入

浴
に
て
は
、
迚と

て

も
我
慢
し
き
れ
ず
、
詰
員
協
議
の
上
愈い

よ

々い
よ

場
所

を
撰せ

ん

定て
い

し
て
、
本
所
の
認
可
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。
幸
ひ
日
な

ら
ず
し
て
認
可
の
電
報
が
来
た
、
そ
こ
で
愈い

よ

々い
よ

掘
方
に
着
手
せ

ん
と
せ
し
と
き
、
受
負
人
用
便
方
に
於
て
は
、
怪
我
人
の
出
な

い
様
と
又
善
き
水
の
湧
き
出
づ
る
様
に
と
、
態わ

ざ

々わ
ざ

三
里
餘あ

ま
りの

釣つ
り

懸か
け

村
よ
り
、
神
官
を
頼
ん
で
来
て
、
祈き

祷と
う

迄
し
て
呉く

れ
た
。
そ

し
て
掘
り
初
め
て
よ
り
十
二
尺
の
所
に
て
、
早
く
も
水
は
出
た

が
其そ

の

下し
た

は
全
部
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
事
と
て
、
如い

何か

に
努
力
し
て
も
、
普

通
井
戸
掘
人
夫
に
て
は
、到
底
掘
下
げ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。

受う
け

負お
い

者し
ゃ

は
一
生
懸
命
東
奔
西
走
、
幾
日
か
の
後
、
漸

よ
う
や

く
坑こ

う

夫ふ

上

り
の
其そ

の

道
に
経
験
あ
る
者
を
連
れ
来き

た

り
、
堅か

た

く
し
て
鶴つ

る

嘴は
し

の
立

た
ぬ
所
は
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
、
ど
か
ん
ど
か
ん
と
打う

ち

砕く
だ

き
、

柔
や
わ
ら
かき

箇
所
は
、
鶴つ

る

嘴は
し

や
槌つ

ち

を
揮ふ

る

ひ
、
下
向
い
た
儘ま

ま

、
エ
イ
ッ

エ
イ
ッ
と
、泥
塗
れ
に
な
り
掘
り
つ
ゞ
け
た
。
地
上
に
於
て
は
、

手
伝
人
夫
か
、
滑
車
に
か
け
た
、
綱
を
ゆ
る
め
て
は
、
桶お

け

を
下お

ろ

し
て
岩が

ん

屑せ
つ

と
水
と
を
汲
み
上あ

げ

る
、
汲
ん
で
は
掘
る
、
掘
っ
て
は

汲
む
、
汲
ん
で
ば
か
り
ゐ
て
は
掘
れ
な
い
、
掘
り
続
け
る
と
、

水
が
た
ま
る
、
エ
イ
ッ
エ
イ
ッ
と
、
叫
ぶ
聲こ

え

に
苦
し
さ
う
な
息

づ
か
い
が
交ま

じ

っ
て
来
た
、
斯か

く
し
て
数
日
を
掘
り
続
け
た
。
深

く
な
る
に
従
っ
て
、
水
の
出
方
が
多
く
な
っ
た
。
時
は
大
正
十

年
十
月
二
十
四
日
、
北
海
に
て
は
、
う
ら
寒
き
風
の
身
に
し
む

の
購
買
認
可
を
仰
ぐ
始
末
に
て
、
幼
児
携
帯
者
の
困
難
は
実
に

も
想
像
以
外
で
す
、
尤

も
っ
と

も
、
是こ

れ

迄ま
で

の
在
勤
者
に
於
て
も
其そ

の

解
決

に
は
随
分
腐
心
せ
し
方
も
あ
っ
た
様
で
す
が
、
斯か

か

る
不
便
の
片

田
舎
と
て
、
井
を
掘
る
専
門
の
職
人
は
な
し
、
水
の
湧
く
か
湧

か
ぬ
も
わ
か
ら
な
い
し
、
其そ

の

上う
え

工
事
の
出
来
上
り
が
悪
ひ
と
か

又
は
設
計
が
拙

つ
た
な

ひ
と
か
云
っ
て
、
視
察
の
際
、
御
小こ

言ご
と

を
聞
く

は
、
餘

（
余
）
り
香か

ん

ば
し
き
事
で
も
な
い
と
、
一
日
半
荷か

の
水
で
間
に

合
わ
せ
、
誰
一
人
井
を
掘
る
抔な

ど

と
叛は

ん

逆
ぎ
ゃ
く

心
を
起
し
た
方
は
な

写真－5　灯台への飲料水運搬
（燈光会保管写真）
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天
水
の
水
を
ろ
過
煮
沸
し
て
飲
料
に
使
用
し
て
い
た
事
実
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
穂
岬
灯
台
は
現
在
、
昭
和
57
年
に
改
築
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
灯
台
が
立
つ
だ
け
で
、
官
舎
も
霧
笛
舎
も
灯
台
の
レ

ン
ズ
も
、
古
い
も
の
は
何
も
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
愚
生
は
そ

れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
平
成
25
年
夏
、
初
め
て
の
北
海
道
灯

台
調
査
巡
り
の
際
、
稲
穂
岬
灯
台
を
訪
れ
ま
し
た
。
古
い
も
の

は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
、
ア
ク
セ
ス
も
悪
い
稲
穂
岬
灯
台
を

選
ん
だ
の
は
、
こ
の
命
の
水
の
記
事
に
感
銘
を
受
け
、
い
つ
か

必
ず
こ
の
奥
尻
第
一
等
の
井
戸
を
見
に
行
こ
う
と
決
め
て
い
た

か
ら
で
し
た
。
歴
年
の
燈
光
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
灯
台
の

生
活
に
水
が
ど
れ
だ
け
貴
重
で
あ
っ
た
か
が
身
に
し
み
て
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、こ
の
記
事
は
異
色
で
痛
快
で
し
た
。

稲
穂
岬
灯
台
に
行
け
ば
、
何
も
見
る
べ
き
も
の
は
無
く
て
も
、

命
の
水
の
井
戸
が
あ
る
。
た
だ
見
た
い
と
い
う
思
い
に
何
の
た

め
ら
い
も
疑
い
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
前
調
査
も
確
認
も

せ
ず
、
こ
の
記
事
だ
け
を
一い

ち

途ず

に
胸
に
秘
め
、
今
思
え
ば
無
謀

す
ぎ
る
訪
問
で
し
た
。

　

島
に
着
い
て
、
灯
台
の
調
査
で
訪
れ
た
こ
と
を
ホ
テ
ル
送
迎

の
運
転
手
に
告
げ
る
と
、
奥
尻
町
教
育
委
員
会
の
稲
垣
学
芸
員

を
紹
介
さ
れ
、
同
氏
を
介
し
て
、
す
ぐ
に
水
野
哲
雄
氏
に
巡
り

会
え
た
こ
と
は
、今
と
な
れ
ば
奇
跡
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

時
節
、
彼
は
半
身
泥
水
に
浸
っ
て
、
エ
イ
ッ
エ
イ
ッ
と
、
薄
暗

き
井
の
底
に
働
き
つ
ゞ
け
る
。
井
抔な

ど

を
掘
る
為
に
は
、
何い

か

程ほ
ど

金

が
か
ゝ
っ
て
も
安
ひ
も
の
だ
、
況い

わ

ん
や
、
井
戸
枠
共
合
計
金
壹い

ち

百
八
拾
七
圓え

ん

四
拾
四
銭
に
於
て
お
や
で
あ
る
、
假た

と
え令

工
事
の
出

来
上
が
り
は
悪
く
と
も
、
泥
水
が
沸
き
出
る
と
も
、
設
計
は
拙

つ
た
な

く
と
も
、上
官
よ
り
御
小こ

言ご
と

一
つ
頂
く
責
は
毫

す
こ
し

も
な
か
ら
う
と
、

彼
が
堀
り
上
げ
て
地
上
に
現
れ
た
と
き
「
旦
那
い
ゝ
井
が
出
来

ま
し
た
ぞ
、
岩
石
の
間
よ
り
来
る
水
な
れ
ば
、
少
し
も
濁に

ご

り
な

く
、
夏
は
冷
た
し
、
寒
中
に
は
温
か
し
、
ど
ん
な
旱ひ

で
り天

に
も
涸か

れ

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」
実
に
奥
尻
第
一
等
の
井
で
す
と
満
足

の
笑
み
を
も
ら
し
た
。
只た

だ

惜
し
む
ら
く
は
、
彼
の
男
の
名
を
書

き
留
め
置
か
な
か
っ
た
が
、
水
を
呑の

む
都つ

度ど

あ
の
日
（
十
月
二

十
四
日
）
の
光
景
は
、
僕
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
僕
は
勿

論
詰つ

め

員い
ん

諸
君
に
於
て
も
同
様
で
あ
ら
う
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

而し
か

も
此こ

の

井
の
水
は
、
稲
穂
岬
燈と

う

臺だ
い

の
あ
ら
ん
限
り
、
地
球
上
に

人
の
住
む
限
り
、
地
變へ

ん

の
な
き
限
り
、
恐
ら
く
、
永
久
に
滾こ

ん

々こ
ん

と
湧
き
出
づ
る
の
で
あ
ら
ふ
。

　

終
に
臨の

ぞ

み
、
私
も
能よ

き
記
念
を
當と

う

所
に
残
せ
し
も
の
と
、
心

か
ら
嬉
し
く
思
ふ
の
で
あ
る
。

　

稲
穂
岬
灯
台
の
経
歴
簿
に
は
、
大
正
10
年
10
月
25
日
付
で
、

確
か
に
井
戸
の
設
置
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
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分
け
掻
き
分
け
時
折
小
雨
も
降
る
中
、
暗
く
な
る
ま
で
探
し
ま

し
た
が
、
と
う
と
う
何
も
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。永
久
に
湧
き
出
ず
る
は
ず
だ
っ
た
稲
穂
岬
灯
台
の
井
戸
は
、

巨
大
な
自
然
の
猛
威
を
受
け
、
こ
の
世
か
ら
完
全
に
そ
の
姿
を

消
し
去
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
め
て
こ
の
井
戸
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
水
野
氏
が
言

っ
て
い
た
よ
う
に
、
井
戸
は
か
な
り
以
前
か
ら
使
用
し
て
い
な

か
っ
た
事
実
も
判
明
し
ま
し
た
。燈
光
昭
和
30
年
3
月
号
の「
稲

穂
岬
だ
よ
り
」
の
記
事
に
は
、
次
の
一
文
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

稲
穂
岬
の
飲
料
水
は
各
待
機
所
に
水
道
コ
ッ
ク
ま
で
取
付
て

あ
る
が
、
飾
り
だ
け
で
こ
の
工
事
竣
工
當
初
か
ら
全
然
使
用
で

き
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
昔
か
ら
の

井
戸
水
も
濁
水
で
、
濾
過
装
置
も
不
完
全
で
、
而
も
飲
め
た
も

の
で
は
な
い
。
本
部
へ
は
、
五
〇
〇
米
離
れ
た
東
海
岸
山
麓
の

清
水
溜
り
か
ら
引
水
工
事
を
要
求
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
予
算

獲
得
に
本
部
も
ま
た
努
力
し
て
戴

い
た
だ

い
て
る
そ
う
で
あ
る
が
、
ま

だ
実
現
し
な
い
。

　

井
戸
が
掘
ら
れ
て
30
年
余
り
で
、
井
戸
水
は
濁
水
で
飲
め
な

い
と
酷
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

稲
穂
岬
灯
台
の
滞
在
勤
務
が
解
消
さ
れ
、
無
人
の
灯
台
に
な

水
野
氏
は
、
井

戸
掘
り
の
職
人

を
探
し
出
し
、

神
官
に
祈
祷
さ

せ
た
稲
穂
岬
灯

台
用
便
の
三
代

目
の
方
で
、
現

在
も
灯
台
の
監

視
協
力
者
を
務

め
て
お
り
、
稲

穂
岬
灯
台
の
井
戸
を
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
方
で
し
た
。
以
前

は
、
灯
台
の
す
ぐ
下
に
居
を
構
え
て
お
り
、
井
戸
の
こ
と
を
尋

ね
る
と
、
自
宅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
、
直
径
約
2
ｍ
、

深
さ
は
10
ｍ
ぐ
ら
い
で
、
年
に
1
回
灯
台
職
員
と
水
野
さ
ん
や

使
用
し
て
い
た
住
人
達
総
出
で
掃
除
を
し
て
い
た
こ
と
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
5
年
7
月
12
日
の
北
海
道

南
西
沖
地
震
で
、
稲
穂
地
区
は
9
ｍ
の
大
津
波
に
襲
わ
れ
、
水

野
さ
ん
の
旧
宅
と
と
も
に
全
て
が
流
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
。
津
波
の
跡
、
同
地
は
地
な
ら
し
さ
れ
、
現
在
構
造

物
は
何
も
な
く
、
井
戸
も
地
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
何
か
痕
跡
は
な
い
か
と
、
生
い
茂
る
夏
草
を
掻
き

写真－6　井戸跡付近からの現在の稲
穂岬灯台（平成25年8月撮影）
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て
い
な
い
離
島
の
灯
台
の
古
過
ぎ
る
話
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の

話
を
単
な
る
不
便
な
灯
台
の
昔
話
だ
と
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
が
、
愚
生
に
は
ど
う
し
て
も
出
来
ま
せ
ん
。
過
去
に
と
ら
わ

れ
ず
更
に
豊
か
な
未
来
を
目
指
し
向
上
し
て
い
く
こ
と
は
社
会

の
必
然
で
す
が
、
不
便
な
時
代
を
思
い
今
の
生
活
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
こ
と
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
。
激
動
す
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
え
残
し
て
い

く
べ
き
も
の
、
本
当
に
大
事
な
も
の
、
そ
の
見
極
め
が
肝
要
に

な
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
私
の
井
戸
探
し
は
、
稲
穂
岬

灯
台
で
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
あ
の
時
以
来
、
今
も
ま
だ
生
い

茂
る
夏
草
の
中
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が

し
ま
す
。

　

た
だ
ひ
と
つ
だ
け
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
愚
生
は
、
水
を
使
う

際
に
し
ば
し
ば
、
命
の
水
の
話
を
思
い
出
し
、
水
を
大
切
に
思

う
こ
と
が
、
自
分
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

 

稲
穂
岬
灯
台　

完

　　

今
回
の
函
館
新
聞
記
事
は
、
Ｏ
Ｂ
山
本
雅
晴
様
（
北
の
灯
霧

研
修
生
）か
ら
頂
い
た
個
人
調
査
資
料
を
参
照
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
報
告
と
謝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

し
、
耐
え
忍
ぶ
灯
台
の
暮
ら
し
も
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
考
え

も
、
当
然
便
利
と
豊
か
さ
を
求
め
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
の
現
在
は
、
便
利
す
ぎ
る
生
活
が
、
も
う

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
命
の
水
の
話
は
、
何
十
年
も
前

か
ら
職
員
に
も
忘
れ
去
ら
れ
、
今
は
そ
の
痕
跡
さ
え
も
残
さ
れ

る
昭
和
58
年
4
月

当
時
、
奥
尻
航
路

標
識
事
務
所
に
勤

務
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ

の
藤
原
潔
様
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、

滞
在
時
は
町
か
ら

引
い
た
上
水
道
を

使
用
し
て
お
り
、

井
戸
が
あ
っ
た
こ

と
は
聞
い
た
こ
と

が
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争

後
、
社
会
は
大
き

く
発
展
し
、
人
々

の
暮
ら
し
は
向
上

写真－7　津波来襲前の稲穂岬灯台の航空写真
（丸印が水野氏らが居た灯台下の集落）
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５
　
船
舶
気
象
通
報
の
無
線
電
話
化

　

最
初
は
無
線
電
信
に
よ
り
行
っ
て
い
た
船
舶
気
象
通
報
は
、

無
線
電
信
の
装
置
を
持
た
な
い
船
舶
の
た
め
、
昭
和
２9
年
６
月

４
日
開
始
の
足
摺
岬
及
び
都
井
岬
の
局
か
ら
は
無
線
電
話
（
中

短
波
、
Ａ
３　

30
Ｗ　

２
０
１
７
・
５
Ｋ
Ｃ　

足
摺
岬
は
毎
時

の
3７
分
か
ら
39
分
、
都
井
岬
は
毎
時
の
39
分
か
ら
４１
分
ま
で
）

に
よ
る
通
報
を
追
加
し
て
気
象
通
報
を
開
始
、
昭
和
30
年
６
月

１
日
か
ら
潮
岬
を
無
線
電
話
化
、
昭
和
30
年
７
月
１
日
か
ら
大

王
埼
及
び
女
島
、
昭
和
3２
年
１
月
１
日
に
潮
岬
、
室
戸
岬
、
昭

和
3２
年
5
月
１
日
か
ら
八
丈
島
、
昭
和
3６
年
２
月
１
日
か
ら
舳

倉
島
で
中
短
波
の
無
線
電
話
に
よ
る
通
報
を
開
始
し
、
昭
和
3６

年
４
月
１5
日
か
ら
大
王
埼
、
潮
岬
、
室
戸
岬
、
足
摺
岬
、
都
井

岬
の
周
波
数
を
変
更
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
化
）、
昭
和
3７
年
3
月
２0
日
か

ら
女
島
の
周
波
数
を
変
更
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
化
）、
昭
和
４0
年
5
月
１

日
か
ら
積
丹
岬
及
び
龍
飛
埼
で
、
昭
和
４１
年
４
月
２0
日
か
ら
魹

ケ
埼
及
び
野
島
埼
で
、
昭
和
４２
年
４
月
２0
日
か
ら
松
前
、
尻
屋

航
　
路
　
標
　
識
　
と
　
気
　
象
　
観
　
測
　（
そ
の
4
）

�

普
通
会
員 

門
　
田
　
雅
　
康

埼
、
金
華
山
、
八
丈
島
を
そ
れ
ぞ
れ
無
線
電
話
化
し
、
昭
和
４２

年
5
月
１
日
か
ら
は
大
阪
港
で
無
線
電
話
に
よ
る
業
務
を
開
始

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
４3
年
5
月
１
日
か
ら
恵
山
岬
、
昭
和
４４
年

２
月
１0
日
か
ら
は
襟
裳
岬
、
犬
吠
埼
、
石
廊
埼
、
昭
和
４４
年
４

月
１0
日
か
ら
は
大
間
埼
を
無
線
電
話
化
し
た
。

　

こ
の
大
間
埼
の
電
話
化
で
全
て
の
船
舶
気
象
通
報
が
無
線
電

話
化
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
改
正
で
従
来
の
規
程
を
書
き
直
す
と
、

船
舶
気
象
通
報
規
程

（
目
的
）

第
１
条 　

こ
の
規
程
は
、
航
路
標
識
の
付
近
の
気
象
及
び
海

上
の
状
況
を
航
路
標
識
か
ら
無
線
電
話
に
よ
り
船
船

に
通
報
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
舶
の
航
行
の
安
全

を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
運
航
能
率
の
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
通
報
事
項
）
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航
路
標
識
名
呼
出
符
号
電
波
の

型　

式
空
中
線

電　

力

周
波
数

通
報
時
刻

積
丹
岬
無
線

方
位
信
号
所

し
ゃ
こ
た

ん

Ａ
３
Ｈ

２0
Ｗ

１
６
７
０
・
5

 

Ｋ
Ｃ　

１２
～
１3
・
5

龍
飛
埼
無
線

方
位
信
号
所
た
っ
ぴ

〃

〃

〃

　

２４
・
5
～
２６

大
間
埼
無
線

方
位
信
号
所
お
お
ま

〃

50
Ｗ

〃

　

２0
～
２１
・
5

尻
屋
埼
無
線

方
位
信
号
所
し
り
や

〃

〃

〃

　

２６
～
２７
・
5

魹
ケ
埼
無
線

方
位
信
号
所

と
ど
が
さ

き

〃

〃

〃

　

４3
・
5
～
４5

金
華
山
無
線

方
位
信
号
所
き
ん
か

〃

〃

〃

　

４１
～
４２
・
5

犬
吠
埼
無
線

方
位
信
号
所
い
ぬ
ぼ
う

〃

〃

〃

　

39
～
４0
・
5

野
島
埼
無
線

方
位
信
号
所
の
じ
ま

〃

〃

〃

　

3７
～
3８
・
5

八
丈
島
無
線

方
位
信
号
所

は
ち
じ
ょ

う
じ
ま

〃

〃

〃

　

3１
～
3２
・
5

石
廊
埼
無
線

方
位
信
号
所
い
ろ
う

〃

〃

〃

　

33
～
3４
・
5

大
王
埼
無
線

方
位
信
号
所
だ
い
お
う

〃

〃

２
０
１
９
Ｋ
Ｃ　

２７
・
5
～
２9

潮　

岬
無
線

方
位
信
号
所

し
お
の
み

さ
き

〃

〃

〃

　

２６
～
２７
・
5

室
戸
岬
無
線

方
位
信
号
所
む
ろ
と

〃

〃

〃

　

２４
・
5
～
２６

第
２
条 　

通
報
事
項
は
航
路
標
識
に
お
い
て
観
測
し
た
左
の

事
項
と
す
る
。

１　

観
測
時
刻　

２４
時
間
制
（
日
本
標
準
時
）

２　

風　
　

向　

１６
方
位

3　

風　
　

速　

１
秒
間
メ
ー
ト
ル

４　

天　
　

気　

気
象
庁
天
気
種
類
表
に
よ
る

5　

視　
　

程　

メ
ー
ト
ル

６　

風　
　

浪　

気
象
庁
風
浪
階
級
表
に
よ
る

７　

う
ね
り　

気
象
庁
う
ね
り
階
級
表
に
よ
る

８　

流
氷
の
状
況

（
通
報
箇
所
、
呼
出
名
称
）

第
3
条 　

気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
及
び
そ
の
通
報
に
使

用
す
る
呼
出
名
称
、
電
波
の
型
式
、
空
中
線
電
力
、

周
波
数
、
通
報
時
刻
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

別　

表
航
路
標
識
名
呼
出
符
号
電
波
の

型　

式
空
中
線

電　

力

周
波
数

通
報
時
刻

襟
裳
岬
無
線

方
位
信
号
所
え
り
も

Ａ
３
Ｈ

50
Ｗ

１
６
７
０
・
5

 

Ｋ
Ｃ

毎
時
の

　

3２
～
33
・
5

恵
山
岬
無
線

方
位
信
号
所
え
さ
ん

〃

〃

〃

　

２８
～
２9
・
5

松　

前
無
線

方
位
信
号
所
ま
つ
ま
え

〃

２0
Ｗ

〃

　

２２
～
２3
・
5
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こ
れ
は
遠
隔
で
操
作
す
る
集
中
化
船
舶
気
象
通
報
の
最
初
で

あ
る
。

　

こ
の
整
備
に
伴
い
、
船
舶
気
象
通
報
規
程
を
一
部
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
第
２
条
、
第
3
条
及
び
別
表
を
従
来
の

通
報
と
新
た
な
通
報
に
分
け
た
改
正
を
行
っ
た
。

昭
和
４６
年
３
月
１３
日
　
海
上
保
安
庁
告
示
第
６７
号

（
気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
の
名
称
等
）

第
２
条 　

気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
の
名
称
、
気
象
通
報

に
使
用
す
る
呼
出
名
称
、
電
波
の
型
式
、
空
中
線
電

力
及
び
周
波
数
並
び
に
通
報
時
刻
は
、
別
表
第
１
及

び
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。

（
通
報
事
項
等
）

第
3
条　

通
報
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一 　

別
表
第
１
に
掲
げ
る
航
路
標
識
に
あ
っ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項

イ　

観
測
時
刻　

２４
時
間
制
（
日
本
標
準
時
）

ロ　

風　
　

向　

１６
方
位

ハ　

風　
　

速　

１
秒
間
メ
ー
ト
ル

ニ　

天　
　

気　

気
象
庁
天
気
種
類
表
に
よ
る

ホ　

視　
　

程　

メ
ー
ト
ル

ヘ　

風　
　

浪　

気
象
庁
風
浪
階
級
表
に
よ
る

航
路
標
識
名
呼
出
符
号
電
波
の

型　

式
空
中
線

電　

力

周
波
数

通
報
時
刻

足
摺
岬
無
線

方
位
信
号
所
あ
し
ず
り
Ａ
３
Ｈ

50
Ｗ

２
０
１
９
Ｋ
Ｃ　

２3
～
２４
・
5

都
井
岬
無
線

方
位
信
号
所
と
い

〃

〃

〃

　

２１
・
5
～
２3

女　

島
無
線

方
位
信
号
所
め
し
ま

〃

〃

〃

　

２0
～
２１
・
5

舳
倉
島
無
線

方
位
信
号
所

へ
く
ら
じ

ま

〃

〃

〃

　

１0
～
１１
・
5

大
阪
港
レ
ー

ダ
ー
局

お
お
さ
か

ハ
ー
バ
ー

レ
ー
ダ
ー

〃Ｆ
３

１0
Ｗ

50
Ｗ

〃

１
５
６・７
Ｍ
Ｃ

４
時
～
２0
時
の

　

２9
～
30
・
5

　

そ
の
後
、
昭
和
４４
年
６
月
１
日
か
ら
舳
倉
島
の
周
波
数
、
電

力
を
１
６
７
０
・
５
Ｋ
Ｃ
、
50
Ｗ
に
、
呼
出
名
称
を
「
へ
く
ら

じ
ま
」
か
ら
「
へ
ぐ
ら
」
に
変
更
し
、
昭
和
４４
年
に
至
り
、
八

丈
島
と
襟
裳
岬
及
び
襟
裳
岬
と
石
廊
埼
の
通
報
時
刻
が
部
分
的

に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
逐
次
気
象
専
用
周
波
数
と
し
て
１
６

７
０
・
５
Ｋ
Ｃ
に
変
更
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
報
時

刻
を
見
直
し
た
。

　

昭
和
４６
年
４
月
１
日
に
は
萩
航
路
標
識
事
務
所
管
理
の
見
島

灯
台
の
デ
ー
タ
を
無
線
回
線
で
事
務
所
に
送
信
し
、
音
声
デ
ー

タ
と
し
て
見
島
灯
台
に
送
り
返
し
通
報
す
る
自
動
気
象
観
測
装

置
を
整
備
し
た
。
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昭
和
４７
年
２
月
１
日
に
は
萩
で
の
編
集
に
若
宮
灯
台
を
追
加

し
、
昭
和
４７
年
１２
月
１
日
か
ら
は
三
島
灯
台
を
追
加
し
た
。

　

昭
和
４9
年
６
月
１
日
か
ら
、
小
樽
航
路
標
識
事
務
所
で
積
丹

岬
及
び
焼
尻
島
の
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
積
丹
岬
及
び
焼
尻
島
か

ら
中
短
波
で
通
報
を
開
始
し
た
。

　

焼
尻
島
で
は
波
高
を
通
報
し
な
い
た
め
、
船
舶
気
象
通
報
規

程
の
改
正
を
行
っ
た
。

昭
和
４９
年
５
月
２２
日
　
海
上
保
安
庁
告
示
第
１
２
０
号

　

船
舶
気
象
通
報
規
程
の
一
部
を
改
正
し
、
昭
和
４9
年
６
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
。

　

第
２
条
中
「
及
び
別
表
第
２
」
を
「
、
別
表
第
２
及
び
別
表

第
3
」
に
改
め
る
。

　

第
3
条
第
１
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

3 　

別
表
第
3
に
掲
げ
る
航
路
標
識
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項

イ　

観
測
時
刻　

２４
時
間
制
（
日
本
標
準
時
）

ロ　

風　
　

向　

１６
方
位

ハ　

風　
　

速　

１
秒
間
メ
ー
ト
ル

ニ　

気　
　

圧　

ミ
リ
バ
ー
ル

　

別
表
第
１
積
丹
岬
無
線
方
位
信
号
所
の
項
を
削
る
。

　

別
表
第
２
見
島
灯
台
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト　

う
ね
り　

気
象
庁
う
ね
り
階
級
表
に
よ
る

チ　

流
氷
の
状
況

二 　

別
表
第
２
に
掲
げ
る
航
路
標
識
に
あ
っ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項

イ　

観
測
時
刻　

２４
時
間
制
（
日
本
標
準
時
）

ロ　

風　
　

向　

１６
方
位

ハ　

風　
　

速　

１
秒
間
メ
ー
ト
ル

ニ　

気　
　

圧　

ミ
リ
バ
ー
ル

ホ　

波　
　

高　

メ
ー
ト
ル

ヘ　

風　
　

浪　

気
象
庁
風
浪
階
級
表
に
よ
る

ト　

う
ね
り　

気
象
庁
う
ね
り
階
級
表
に
よ
る

チ　

流
氷
の
状
況

２　

 

気
象
通
報
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
同

項
に
掲
げ
る
順
序
に
よ
り
符
号
又
は
略
号
を
用
い
な

い
で
和
文
を
も
っ
て
２
回
く
り
返
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

　

別
表
を
別
表
第
１
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
１
表

を
加
え
る
。

別
表
第
２

航
路
標
識
名

呼
出
符
号

電
波
の

型　

式

空
中
線

電　

力

周
波
数

通
報
時
刻

見
島
灯
台

は
ぎ
み
し
ま

Ａ
３
Ｈ

50
Ｗ

１
６
７
０
・
5
毎
時
の

４８
～
４9
・
5
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う
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
８
年
度
航
路
標
識
整
備
事
業
費
に
お
い
て
、
船
舶
気
象

通
報
の
整
備
を
運
輸
省
の
重
点
事
項
と
し
て
決
定
し
、
沿
岸
海

域
全
般
に
船
舶
気
象
通
報
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
ず
、

平
安
名
埼
（
平
久
保
、池
間
島
で
の
観
測
）
の
整
備
に
着
手
し
、

平
成
9
年
４
月
１
日
か
ら
通
報
を
開
始
し
、
ま
た
、
使
用
す
る

周
波
数
を
従
来
の
１
６
７
０
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び
２
０
１
９
ｋ
Ｈ

ｚ
か
ら
１
６
７
０
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
の
み
の
周
波
数
に
統
一
し
、
通

報
時
刻
も
西
か
ら
東
に
順
送
り
す
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

毎
時
0
分
か
ら　

平
安
名
埼
、
都
井
岬
、
足
摺
岬
、
室
戸
岬
、

大
阪
港
、
潮
岬
、
大
王
埼
、
石
廊
埼
、
八
丈
島
、
野
島
埼
、
犬

吠
埼
、
金
華
山
、
魹
ケ
埼
、
尻
屋
埼
、
襟
裳
岬
、
釧
路
埼
、
ま

で
太
平
洋
側
を
回
り
、
次
い
で
、
女
島
、
若
宮
、
琴
埼
、
見
島
、

多
古
鼻
、
越
前
岬
、
舳
倉
島
、
粟
島
、
入
道
埼
、
龍
飛
埼
、
積

丹
岬
、
焼
尻
島
ま
で
日
本
海
側
を
上
り
、
１
時
間
か
け
て
日
本

周
辺
海
域
に
通
報
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

平
成
１１
年
に
は
、
慶
佐
次
ロ
ラ
ン
Ｃ
局
か
ら
も
通
報
を
開
始

し
、
通
報
局
の
名
称
変
更
な
ど
も
あ
り
、
宮
古
島
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
、

慶
佐
次
ロ
ラ
ン
Ｃ
局
、
都
井
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
足
摺
岬
無

線
方
位
信
号
所
、
室
戸
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
阪
港
船
舶
通

航
信
号
所
、
潮
岬
無
線
方
位
信
号
所
、
大
王
埼
無
線
方
位
信
号

　

積
丹
岬
無
線
方
位
信
号
所　

し
ゃ
こ
た
ん　

50
Ｗ　

１
６
７

０
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ　

毎
時
の
3６
分
30
秒
か
ら
3８
分
ま
で

　

別
表
第
２
の
次
に
次
の
１
表
を
加
え
る
。

別
表
第
3

航
路
標
識
名

呼
出
名
称

空
中
線

電　

力

周
波
数

通
報
時
刻

焼
尻
島
無
線

方
位
信
号
所

や
ぎ
し
り

50
Ｗ

１
６
７
０
・
5

毎
時
の
3８
分
か
ら

39
分
30
秒
ま
で

　

そ
の
後
、
昭
和
50
年
１0
月
１
日
か
ら
釧
路
港
で
中
短
波
に
よ

る
通
報
を
開
始
し
、
昭
和
5２
年
3
月
２5
日
か
ら
室
戸
岬
及
び
足

摺
岬
、
昭
和
5２
年
７
月
１
日
か
ら
魹
ケ
埼
に
お
け
る
気
象
通
報

を
自
動
化
、
昭
和
5４
年
６
月
１
日
か
ら
米
子
ロ
ラ
ン
局
に
お
い

て
編
集
し
、
多
古
鼻
に
お
い
て
三
度
埼
の
気
象
状
況
の
通
報
を

開
始
、
昭
和
5７
年
１0
月
８
日
か
ら
新
潟
ロ
ラ
ン
局
に
お
い
て
編

集
し
、
粟
島
に
お
い
て
弾
埼
の
気
象
状
況
を
、
昭
和
６0
年
４
月

１
日
か
ら
は
入
道
埼
に
お
い
て
中
短
波
に
よ
る
気
象
通
報
を
そ

れ
ぞ
れ
開
始
し
た
。

　

平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
弾
埼
を
沢
崎
鼻
の
デ
ー
タ
補
完
の

た
め
に
追
加
し
、
平
成
２
年
3
月
６
日
か
ら
積
丹
岬
及
び
焼
尻

島
で
個
々
に
実
施
し
て
い
た
気
象
通
報
を
と
り
ま
と
め
、
小
樽

に
お
い
て
編
集
し
、
各
箇
所
に
お
い
て
２
箇
所
分
の
通
報
を
行
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所
、
石
廊
埼
灯
台
、
八
丈
島
無
線
方
位
信
号
所
、
野
島
埼
無
線

方
位
信
号
所
、
犬
吠
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
金
華
山
無
線
方
位

信
号
所
、
魹
ケ
埼
灯
台
、
尻
屋
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
襟
裳
岬

無
線
方
位
信
号
所
、
釧
路
埼
無
線
方
位
信
号
所
、
女
島
灯
台
、

若
宮
灯
台
、
琴
埼
灯
台
、
見
島
灯
台
、
多
古
鼻
灯
台
、
越
前
岬

灯
台
、
舳
倉
島
無
線
方
位
信
号
所
、
粟
島
灯
台
、
入
道
埼
無
線

方
位
信
号
所
、
龍
飛
埼
灯
台
、
松
前
無
線
方
位
信
号
所
、
積
丹

岬
無
線
方
位
信
号
所
、
焼
尻
島
灯
台
の
30
箇
所
で
実
施
し
て
い

た
。
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ツ
、
黒
人
の
水
主
一
人
、
そ
の
ほ
か
便
乗
す
る
オ
ロ
シ
ヤ
人
の

男
女
を
合
わ
せ
て
六
十
八
人
が
乗
り
込
ん
だ
。
こ
の
時
、
喜
三

左
衛
門
と
半
兵
衛
は
重
病
で
あ
っ
た
か
ら
、
熊
の
皮
に
乗
せ
て

船
に
運
び
上
げ
た
。

　

出
帆
後
、
半
兵
衛
の
病
状
は
い
っ
そ
う
悪
化
し
、
ペ
ゲ
ツ
が

薬
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
六
月
十
一
日
に
半
兵
衛
は
あ
え
な

く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。「
遺
体
を
ど
の
よ
う
に
始
末
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
？
」。
重
吉
は
落
胆
し
て
ペ
ゲ
ツ
に
相
談
し
た
。

「
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
？
」。

ペ
ゲ
ツ
が
聞
き
返
し
た
。「
近
く
の
湊
に
入
っ
て
陸
に
上
げ
て

葬
る
こ
と
に
し
て
い
る
」。
重
吉
は
答
え
た
。「
こ
の
近
く
に
は

湊
は
な
い
。
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
？
」。
ペ
ゲ
ツ
は
再
度
聞
き
返
し
た
。「
オ
ロ
シ
ヤ
で
は
ど

う
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」。重
吉
は
ス
レ
ズ
ニ
に
尋
ね
た
。「
オ

ロ
シ
ヤ
で
は
水
葬
に
す
る
」。
ス
レ
ズ
ニ
が
答
え
た
。「
そ
れ
な

ら
ば
オ
ロ
シ
ヤ
の
作
法
で
取
り
計
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」。
重
吉

は
言
っ
た
。

第
　
三
　
章

四
、
い
よ
い
よ
帰
国
へ

　

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
五
月
末
、
海
の
氷
が
解
け
て

き
て
、
帰
国
の
時
期
が
迫
っ
て
き
た
。
五
月
二
十
八
日
、
ペ
ト

ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
の
湊
に
帆
柱
が
二
本
あ
る
二
千
石
積
ほ
ど
の

帆
船
が
入
っ
て
き
た
。
前
年
に
薩
摩
の
三
人
を
帰
国
さ
せ
る
の

に
失
敗
し
た
パ
ー
ウ
ェ
ル
号
で
あ
る
。
乗
船
し
て
い
た
船
頭
も

同
じ
ス
レ
ズ
ニ
（
ワ
シ
リ
ー
・
ス
レ
ド
ニ
ー
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
船
に
魚
を
取
る
時
に
用
い
る
長
さ
が
二
丈
、
幅
が
四
尺
、
深

さ
が
二
尺
ほ
ど
の
丸
木
舟
を
積
み
込
ん
だ
。
風
向
き
が
悪
い
た

め
、パ
ー
ウ
ェ
ル
号
は
湊
に
六
日
間
碇
泊
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

順
風
が
吹
い
て
き
た
の
で
、
督
乗
丸
の
船
頭
・
重
吉
、
水
主
の

音
吉
と
半
兵
衛
、
永
寿
丸
の
船
頭
・
喜
三
左
衛
門
と
水
主
の
角

次
と
佐
助
、
ホ
ー
ス
ト
ン
号
の
船
頭
・
ペ
ゲ
ツ
と
右
筆
の
バ
ネ

船
頭
重
吉
の
太
平
洋
漂
流
記
（
そ
の
十
）

京
都
市
在
住
　
佐
　
藤
　
節
　
夫
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一
隻
は
オ
ロ
シ
ヤ
の
船
に
驚
い
た
の
か
後
方
へ
退
き
、
別
の
一

隻
と
こ
の
船
の
後
ろ
か
ら
つ
い
て
来
た
。
し
か
し
、
翌
日
に
は

二
隻
と
も
姿
を
消
し
て
い
た
。

　

重
吉
は
ス
レ
ズ
ニ
か
ら
松
前
へ
も
近
い
と
聞
か
さ
れ
、
日
本

の
船
も
見
た
の
で
、
望
郷
の
念
が
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
た
。
そ

し
て
、「
丸
木
舟
を
借
り
て
我
々
だ
け
で
上
陸
さ
せ
て
欲
し
い
」

と
頼
ん
だ
が
、
ス
レ
ズ
ニ
は
「
お
前
た
ち
を
ク
ナ
シ
リ
島
で
下

す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
で
下
船
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
言
い
張
っ
た
。
船
は
再
び
ク
ナ
シ
リ
島
と
エ
ト

ロ
フ
島
の
間
の
沖
合
ま
で
戻
っ
て
き
た
が
、
や
は
り
煙
霧
に
包

ま
れ
て
何
も
見
え
ず
、
し
か
も
逆
風
で
あ
っ
た
か
ら
間
切
り
走

り
を
し
た
。「
こ
の
霧
で
は
地
方
へ
寄
る
の
は
危
険
だ
。
ク
ナ

シ
リ
島
の
ケ
ラ
ム
イ
崎
は
こ
の
方
角
に
あ
る
は
ず
だ
が
」。
ス

レ
ズ
ニ
は
重
吉
に
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。
船
は
煙
霧
が
か

か
っ
た
り
夜
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
座
礁
を
恐
れ
て
沖
へ
退
い

た
。
夜
が
明
け
、
霧
が
晴
れ
る
と
再
び
島
に
寄
せ
る
が
、
や
が

て
霧
が
出
て
き
た
り
、
日
が
暮
れ
た
り
し
て
沖
へ
離
れ
る
の
で

あ
る
。
ペ
ゲ
ツ
は
こ
の
様
子
を
見
て
、
重
吉
に
言
っ
た
。「
オ

ロ
シ
ヤ
の
船
頭
は
操
船
に
鍛
錬
し
て
い
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
に

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
埒
が
明
か
な
い
の
だ
。
我
が
国
の
船
な
ら

と
っ
く
に
島
に
着
い
て
い
る
。
エ
ウ
ロ
ウ
バ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

の
船
が
里
程
や
海
底
の
深
さ
を
測
量
す
る
の
は
暗
夜
や
煙
霧
の

　

こ
の
船
の
水
主
た
ち
は
す
ぐ
に
船
底
か
ら
大
き
な
石
を
持
っ

て
き
て
半
兵
衛
の
死
骸
に
縛
り
付
け
、
梯
子
の
よ
う
な
も
の
に

乗
せ
た
。
そ
し
て
、
皆
が
お
経
の
よ
う
な
も
の
を
唱
え
て
か
ら

梯
子
と
共
に
半
兵
衛
の
死
骸
を
海
の
中
に
沈
め
、
梯
子
だ
け
は

船
の
上
に
引
き
上
げ
た
。
重
吉
と
音
吉
は
肩
を
震
わ
せ
て
嘆
い

た
。「
こ
こ
ま
で
連
れ
て
来
て
、
も
う
少
し
で
日
本
へ
送
り
届

け
て
や
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
に
本
当
に
残
念
だ
」。
ペ
ゲ

ツ
が
言
っ
た
。

　

船
は
エ
ト
ロ
フ
島
と
ク
ナ
シ
リ
島
の
間
の
沖
合
ま
で
来
て
間

切
り
走
り
を
し
た
。「
こ
の
向
う
に
エ
ト
ロ
フ
島
が
あ
り
、
あ

ち
ら
に
ク
ナ
シ
リ
島
が
あ
る
」。
船
頭
の
ス
レ
ズ
ニ
が
指
差
し

な
が
ら
重
吉
に
説
明
し
た
が
、
海
上
は
濃
霧
が
立
ち
籠
め
、
島

も
海
も
ま
っ
た
く
見
分
け
が
つ
か
な
い
。「
こ
の
霧
で
は
地
方

へ
寄
る
の
は
難
し
い
」。ス
レ
ズ
ニ
は
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

　

パ
ー
ウ
ェ
ル
号
は
南
へ
数
日
走
っ
て
東
蝦
夷
の
沖
合
ま
で
来

た
。
海
上
に
は
霧
は
な
く
、一
里
ほ
ど
向
う
に
地
方
が
見
え
た
。

「
あ
ち
ら
に
エ
ト
モ
（
室
蘭
）
と
い
う
湊
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

松
前
へ
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
」。
ス
レ
ズ
ニ
は
重
吉
に
海

の
彼
方
を
指
差
し
て
言
っ
た
。「
こ
こ
か
ら
エ
ト
モ
は
近
い
け

れ
ど
も
そ
こ
へ
行
く
た
め
の
書
付
（
命
令
書
）
が
な
い
か
ら
ク

ナ
シ
リ
へ
引
き
返
す
」。
ス
レ
ズ
ニ
は
薩
摩
の
三
人
に
説
明
し

た
。
船
を
反
転
さ
せ
る
時
、
二
隻
の
和
船
が
見
え
た
。
近
く
の
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は
重
吉
に
言
っ
た
。

　

重
吉
は
困
っ
て
ペ
ゲ
ツ
に
相
談
し
た
。
し
か
し
、
ペ
ゲ
ツ
も

ま
た
五
人
が
小
舟
に
乗
っ
て
エ
ト
ロ
フ
島
に
上
陸
す
る
こ
と
に

反
対
し
た
。「
あ
れ
こ
れ
と
言
い
争
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

そ
れ
よ
り
は
私
と
一
緒
に
私
の
国
に
来
な
さ
い
。
南
京
、広
東
、

天
竺
、
紅
毛
、
そ
の
ほ
か
色
々
な
珍
し
い
国
々
へ
連
れ
て
行
っ

て
や
ろ
う
。
そ
し
て
、
七
年
目
に
は
必
ず
お
前
を
日
本
へ
帰
ら

せ
て
や
ろ
う
」。
重
吉
は
ペ
ゲ
ツ
の
意
外
な
提
案
に
驚
い
た
。

重
吉
は
ペ
ゲ
ツ
を
信
頼
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
も
よ
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
気
に
な
り
、
音
吉
に
言
っ
た
。「
お
前
は
も
う

一
年
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
留
ま
り
、
来
年
の
夏
に
薩
摩
の
三
人
と

一
緒
に
帰
国
し
な
さ
い
。
わ
し
は
こ
れ
か
ら
ペ
ゲ
ツ
に
同
行
し

て
ま
だ
見
ぬ
国
々
を
見
物
し
て
七
年
後
に
帰
国
す
る
か
ら
」。

音
吉
は
び
っ
く
り
し
て
重
吉
の
手
を
取
っ
た
。「
そ
な
た
が
私

を
捨
て
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
私
は
い
っ
た
い
誰
を
頼
り
に
年

を
越
し
た
ら
よ
い
の
か
。
ど
う
か
私
も
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
」。
重
吉
は
そ
れ
も
道
理
だ
と
思
い
、
ペ
ゲ
ツ
に
音
吉
も

一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
し
か
し
ペ
ゲ
ツ
は
重

吉
一
人
を
連
れ
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
難
色
を
示
し

た
。
結
局
、
こ
の
話
は
頓
挫
し
、
重
吉
は
再
び
ス
レ
ズ
ニ
に
小

舟
を
も
ら
っ
て
上
陸
し
た
い
と
言
い
張
っ
た
。

　

薩
摩
の
三
人
は
、
前
年
に
こ
の
あ
た
り
ま
で
来
て
風
向
き
が

中
で
も
無
難
に
目
指
す
と
こ
ろ
へ
行
く
た
め
な
の
だ
。
オ
ロ
シ

ヤ
船
の
こ
の
よ
う
な
乗
り
方
で
は
だ
め
だ
。
見
て
い
て
も
お
前

た
ち
が
気
の
毒
で
い
ら
い
ら
す
る
ば
か
り
だ
」。
ペ
ゲ
ツ
は
自

分
の
部
屋
に
戻
っ
て
横
に
な
っ
た
。
パ
ー
ウ
ェ
ル
号
は
海
岸
ま

で
二
、
三
里
ほ
ど
の
と
こ
ろ
へ
近
づ
く
と
、
乗
組
員
は
今
に
も
座

礁
す
る
か
の
ご
と
く
大
騒
ぎ
を
し
て
島
か
ら
退
く
の
で
あ
っ
た
。

　

船
は
エ
ト
ロ
フ
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
ま
で
戻
っ
た
。「
海

上
で
手
間
取
っ
て
い
る
間
に
薪
も
水
も
食
べ
物
も
乏
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
あ
と
十
日
か
十
五
日
く
ら
い
の
食
べ
物
な
ら
あ

る
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
か
ら
日
本
へ
到
着
し
て
も
日
本
側
が
食

料
や
薪
や
水
を
快
く
与
え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
再
び
海
が
凍
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ

の
船
は
こ
れ
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
戻
り
、
お
前
た
ち
を
下
船

さ
せ
て
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
カ
へ
行
く
つ
も
り
だ
。
来
年
に
は
食
料

も
薪
も
水
も
た
く
さ
ん
積
み
込
ん
で
必
ず
お
前
た
ち
を
日
本
へ

送
り
届
け
て
や
る
」。
ス
レ
ズ
ニ
は
重
吉
ら
に
向
か
っ
て
説
明

し
た
。「
再
び
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
戻
っ
て
来
年
の
夏
ま
で
雪
の

中
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
々
は
み
な
死
ん
で
し
ま
う
だ

ろ
う
。
松
前
ま
で
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う

か
我
々
に
小
舟
を
一
隻
下
さ
い
」。
重
吉
は
ス
レ
ズ
ニ
に
言
っ

た
。「
お
前
た
ち
を
小
舟
に
乗
せ
て
行
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
海
を
小
舟
で
渡
る
に
は
危
険
す
ぎ
る
」。
ス
レ
ズ
ニ
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所
が
あ
る
村
ま
で
は
か
な
り
遠
い
が
、
そ
の
村
に
達
者
な
者
を

差
し
向
け
た
な
ら
、
一
日
で
役
所
に
着
く
。
そ
う
す
れ
ば
蝦
夷

人
か
役
人
が
迎
え
に
く
る
で
あ
ろ
う
」。
ス
レ
ズ
ニ
が
薩
摩
の

喜
三
左
衛
門
に
言
っ
た
。「
道
は
山
道
な
の
か
、
そ
れ
と
も
海

岸
に
沿
っ
た
道
か
？
」。
喜
三
左
衛
門
が
訪
ね
る
と
、
ス
レ
ズ

ニ
は
「
そ
れ
は
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
オ
ロ
シ
ヤ
の
四
十
里

は
日
本
の
十
一
里
に
相
当
す
る
。
五
人
の
日
本
人
は
ス
レ
ズ
ニ

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
小
舟
に
乗
り
込
ん
だ
。
六
月
二
十
八

日
の
未
の
刻
（
午
後
二
時
頃
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

五
人
は
櫂
を
使
っ
て
全
力
で
漕
ぎ
出
し
た
。
や
が
て
、
エ
ト

ロ
フ
島
ま
で
一
里
ほ
ど
の
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
時
、
急
に
強

い
逆
風
が
吹
き
出
し
て
波
が
高
く
な
っ
た
。
重
吉
が
後
ろ
を
ふ

り
返
る
と
、
パ
ー
ウ
ェ
ル
号
の
姿
は
す
で
に
な
か
っ
た
。
五
人

は
神
仏
に
無
事
を
祈
り
な
が
ら
必
死
に
な
っ
て
漕
い
だ
が
、
エ

ト
ロ
フ
島
に
寄
せ
る
の
は
難
し
い
と
判
断
し
、
ウ
ル
ッ
プ
島
へ

針
路
を
変
え
た
。
海
流
が
強
く
て
舟
を
漕
ぐ
の
に
苦
労
し
、
今

に
も
転
覆
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
が
、
そ
の
夜
の
戌

の
刻
（
午
後
八
時
頃
）
に
ウ
ル
ッ
プ
島
の
北
東
の
砂
浜
に
着
く

こ
と
が
で
き
た
。

　

五
人
は
力
を
合
わ
せ
て
手
荷
物
を
陸
揚
げ
し
、
丸
木
舟
も
砂

浜
に
引
き
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
砂
浜
を
堀
り
、
そ
の
上
に
屋
根

の
よ
う
に
丸
木
舟
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
覆
っ
た
。
五
人
は
そ
の

悪
い
と
か
何
と
か
言
わ
れ
て
引
き
換
え
し
、
今
年
も
ま
た
食
料

が
尽
き
た
か
ら
引
き
返
す
と
言
い
出
し
た
の
に
は
訳
が
あ
る
に

違
い
な
い
と
疑
っ
て
い
た
。
現
在
は
日
本
と
オ
ロ
シ
ヤ
は
仲
が

良
く
な
っ
た
と
い
う
け
れ
ど
、
以
前
に
は
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
松
前

に
三
年
ほ
ど
囚
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
ス
レ
ズ
ニ
た
ち
は
今
度
は

自
分
た
ち
が
囚
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
重
吉
も
そ
う
考
え
た
か
ら
こ
そ
、

小
舟
に
乗
っ
て
自
分
た
ち
だ
け
エ
ト
ロ
フ
島
に
上
陸
し
よ
う
と

言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
な
ら
ば
お
前
た
ち
は
小
舟
に
乗
っ
て
島
に
向
か
い
、

万
が
一
風
波
で
転
覆
し
て
水
死
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
だ

な
？
」。ス
レ
ズ
ニ
は
と
う
と
う
根
負
け
し
て
念
を
押
し
た
。「
そ

れ
は
元
よ
り
覚
悟
の
上
だ
。
だ
か
ら
我
々
に
小
舟
を
下
さ
い
」。

重
吉
は
言
っ
た
。
ペ
ゲ
ツ
も
諦
め
て
重
吉
に
同
意
し
た
。「
そ

れ
な
ら
ば
仕
方
が
な
い
」。
ス
レ
ズ
ニ
は
不
承
不
承
応
じ
、
水

主
た
ち
に
命
じ
て
五
人
の
手
荷
物
や
食
料
を
丸
木
舟
に
積
み
込

ま
せ
た
。
重
吉
は
こ
れ
で
永
遠
に
ペ
ゲ
ツ
と
別
れ
る
こ
と
に
な

る
の
か
と
思
い
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
て
目
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ

出
た
。
ペ
ゲ
ツ
の
目
も
真
赤
に
な
り
、
涙
が
流
れ
た
。
バ
ネ
ツ

と
召
使
の
黒
人
も
同
様
に
泣
い
て
い
た
。

　
「
エ
ト
ロ
フ
島
に
渡
っ
た
ら
、
滝
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
お

よ
そ
四
十
里
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
村
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
役
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う
と
こ
ろ
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
ラ
シ
ョ
ウ
島
の
島
民
た
ち
は
こ

こ
に
一
晩
泊
ま
り
、
翌
日
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

島
を
去
っ
た
。

　

七
月
七
日
、
辰
巳
（
南
東
）
の
風
が
吹
き
、
天
気
は
良
好
で

あ
っ
た
が
、
霧
が
深
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
海
が
穏
や
か
で
あ
っ

た
か
ら
、
磁
石
を
頼
り
に
申
酉
（
西
南
西
）
の
方
角
に
丸
木
舟

を
漕
ぎ
出
し
、
夜
の
戌
の
刻
の
半
ば
に
エ
ト
ロ
フ
島
の
北
東
の

端
に
着
岸
し
た
。
こ
の
島
は
日
本
の
領
土
だ
か
ら
、
五
人
は
も

う
安
心
だ
と
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
。
こ
こ
か
ら
北
西
の
方

角
へ
一
里
ほ
ど
舟
を
進
め
て
砂
浜
が
二
、
三
十
町
ほ
ど
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
に
着
き
、
舟
を
引
き
上
げ
た
。
そ
し
て
、
豚
肉
を

煮
て
い
る
と
、
ウ
ル
ッ
プ
島
の
時
と
同
じ
よ
う
に
熊
が
出
て
き

た
。
今
度
の
熊
は
大
き
さ
が
牛
ほ
ど
も
あ
っ
た
。
五
人
は
肝
を

潰
し
て
ひ
っ
く
り
返
し
た
舟
の
下
へ
逃
げ
込
ん
だ
が
、
熊
は
舟

を
引
き
起
こ
そ
う
し
て
ガ
サ
ガ
サ
と
爪
音
を
た
て
た
。
五
人
が

鉄
砲
を
絶
え
間
な
く
撃
ち
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
夜
が
白
々
と

明
け
て
き
た
。
そ
の
日
は
東
風
が
吹
い
て
舟
を
漕
ぎ
出
す
の
が

難
し
い
の
で
、
流
木
を
拾
い
集
め
た
。
夜
に
な
り
、
舟
の
周
り

で
焚
火
を
し
て
い
る
と
、熊
は
恐
れ
て
近
寄
っ
て
来
な
か
っ
た
。

　

七
月
九
日
、
天
気
が
良
く
、
辰
の
刻
（
午
前
八
時
頃
）
に
舟

を
漕
ぎ
出
し
た
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
通
り
、

北
西
の
方
角
へ
一
里
ば
か
り
海
岸
に
沿
っ
て
進
む
と
、
高
い
山

下
に
入
っ
て
野
宿
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
一
息
つ
く
と
、

急
に
空
腹
を
お
ぼ
え
た
の
で
、
オ
ロ
シ
ヤ
人
に
も
ら
っ
た
豚
肉

を
煮
始
め
た
。
す
る
と
、
そ
の
匂
い
を
か
ぎ
付
け
た
ら
し
く
、

熊
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
五
人
が
舟
の
下
に
身
を
隠
し

て
い
る
と
、
熊
は
舟
の
上
に
這
い
登
っ
て
爪
で
ガ
リ
ガ
リ
と
掻

き
始
め
た
。
舟
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
な
ら
、
自
分
た
ち
が
熊

の
餌
に
さ
れ
か
ね
な
い
と
思
い
、
食
事
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ

た
。
重
吉
は
ペ
ゲ
ツ
か
ら
鉄
砲
を
二
挺
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

一
晩
中
こ
れ
を
発
砲
し
て
熊
を
追
い
払
っ
た
。

　

夜
が
明
け
て
か
ら
五
人
が
舟
の
下
か
ら
出
て
み
る
と
、
砂
浜

は
熊
の
足
跡
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、五
人
は
食
事
を
取
り
、

そ
れ
か
ら
周
辺
を
見
回
っ
た
が
、
熊
の
足
跡
ば
か
り
で
、
人
の

姿
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
海
は
ま
だ
荒
れ
て
お
り
、
丸
木
舟

に
乗
っ
て
移
動
す
る
の
は
無
理
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
浜

に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
木
を
集
め
、
日
が
落
ち
て
か
ら
舟
の

周
囲
で
焚
火
を
し
て
熊
が
来
る
の
を
防
い
だ
。

　

あ
く
る
日
、
こ
の
砂
浜
は
エ
ト
ロ
フ
島
へ
渡
る
の
に
不
都
合

な
た
め
、
五
人
は
舟
に
乗
っ
て
島
の
西
南
へ
移
動
し
た
。
そ
こ

は
入
江
で
、
四
つ
か
五
つ
の
穴
居
が
見
つ
か
っ
た
が
、
住
人
は

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
後
、
ラ
シ
ョ
ウ
島
の
島
民

が
十
二
、
三
人
ば
か
り
小
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
。
重
吉
が

彼
ら
に
身
振
り
手
振
り
で
尋
ね
る
と
、
こ
こ
は
ク
ニ
ナ
ウ
と
い
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舟
を
岸
に
止
め
、蝦
夷
の
人
だ
け
が
下
り
て
番
屋
へ
走
っ
た
。

一
時
ば
か
り
経
て
、
二
人
の
同
心
が
や
っ
て
き
た
。
二
人
は
舟

の
中
の
五
人
が
オ
ロ
シ
ヤ
の
衣
服
を
着
て
い
る
の
に
驚
い
た
様

子
で
あ
っ
た
。「
お
前
た
ち
は
い
っ
た
い
何
者
だ
？
」
と
聞
か

れ
た
の
で
、
重
吉
が
尾
張
船
の
二
人
と
薩
摩
の
三
人
だ
と
説
明

し
た
。「
本
当
に
そ
う
な
の
だ
な
？
」。
二
人
は
念
を
押
し
て
か

ら
、
迎
え
の
舟
を
用
意
し
た
。
五
人
は
そ
の
舟
に
乗
り
移
っ
て

一
町
ば
か
り
行
き
、
シ
ベ
ト
ロ
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
い
た
。

　

シ
ベ
ト
ロ
に
は
調
役
下
役
の
村
上
貞
助
、同
心
・
木
村
十
助
、

同
じ
く
同
心
・
小
山
倉
之
助
ら
が
い
て
、
五
人
を
一
通
り
取
り

調
べ
て
か
ら
日
本
の
衣
服
を
与
え
て
着
替
え
さ
せ
、
粥
を
一
盛

ず
つ
食
べ
さ
せ
た
。
村
上
貞
助
は
五
人
が
持
参
し
た
品
物
を
一

つ
一
つ
改
め
て
封
印
を
付
け
、再
度
詳
し
く
五
人
を
吟
味
し
た
。

こ
の
時
、
重
吉
は
「
私
と
音
吉
は
助
け
ら
れ
た
当
初
か
ら
ア
ン

ゲ
リ
ヤ
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
船
に
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
オ

ロ
シ
ヤ
の
言
葉
は
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
滞
在

中
は
薩
摩
の
者
た
ち
と
同
居
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
オ
ロ
シ

ヤ
の
言
葉
を
覚
え
な
く
と
も
不
自
由
せ
ず
、
始
終
ア
ン
ゲ
リ
ヤ

の
言
葉
ば
か
り
使
っ
て
い
て
オ
ロ
シ
ヤ
の
言
葉
は
わ
か
り
ま
せ

ん
」
と
嘘
を
つ
い
た
。
夜
が
明
け
る
頃
、
よ
う
や
く
吟
味
が
終

わ
っ
た
。

�

（
以
下
次
号
）

が
あ
っ
て
滝
が
流
れ
落
ち
て
い
た
。滝
は
高
さ
が
三
十
間
ほ
ど
、

幅
が
十
三
、
四
間
あ
り
、
岩
の
上
か
ら
岸
を
離
れ
て
海
面
に
ほ

と
ば
し
り
落
ち
て
い
た
。
オ
ロ
シ
ヤ
船
は
十
四
、
五
里
先
か
ら

こ
の
滝
を
目
印
に
し
て
航
海
す
る
の
だ
と
重
吉
は
聞
い
て
い

る
。
こ
の
滝
の
下
を
岸
に
沿
っ
て
通
り
抜
け
、
申
の
刻
（
午
後

四
時
頃
）
に
は
十
二
、
三
里
ほ
ど
進
ん
だ
。
五
人
は
こ
の
辺
り

で
上
陸
し
て
し
ば
ら
く
休
息
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
ま
た
熊
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
人
家
を
求
め
て
さ
ら
に
西

へ
と
漕
い
で
い
っ
た
。

　

や
が
て
、
彼
ら
は
小
屋
を
一
軒
発
見
し
た
。
急
い
で
舟
を
進

め
る
と
、
岸
辺
に
お
よ
そ
人
間
と
も
思
え
な
い
、
鳥
の
羽
の
衣

を
身
に
つ
け
、
ひ
げ
を
長
く
伸
ば
し
た
者
が
立
っ
て
い
た
。
重

吉
と
音
吉
は
そ
の
異
様
な
姿
に
驚
い
て
声
も
出
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
薩
摩
の
三
人
は
蝦
夷
の
人
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
話
し
か

け
る
と
相
手
は
ど
う
に
か
理
解
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
五
人
は

上
陸
し
て
彼
の
小
屋
に
入
り
、
自
分
た
ち
は
日
本
人
で
あ
る
と

打
ち
明
け
、
一
晩
泊
め
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
す
る
と
、
蝦
夷
の

人
は
「
わ
し
は
遠
見
に
出
て
い
る
者
だ
。
こ
こ
か
ら
日
本
人
が

い
る
番
屋
ま
で
は
近
い
か
ら
そ
こ
へ
行
き
な
さ
い
。
わ
し
が
案

内
す
る
」
と
言
っ
た
。
五
人
は
彼
と
一
緒
に
丸
木
舟
に
乗
り
、

岸
に
沿
っ
て
さ
ら
に
西
へ
一
里
余
り
進
ん
で
突
端
を
回
る
と
、

家
が
三
、
四
十
軒
ば
か
り
見
え
て
き
た
。



—  71  —

　犬吠埼灯台は関東の最東端、太平洋に突き出した
銚子半島の先端に位置し、海流の影響により 1 年を
通して温暖な気候です。我が国の洋式灯台の始まり
は、慶応 2 年徳川幕府がアメリカ、イギリス、フラ
ンス、オランダの 4 か国と「江戸条約」を結び 8 灯
台の建設を約束しました。しかし、この条約に犬吠
埼灯台は入っていませんでしたが、アメリカから、

横浜～北米航路間の貿易船に対して何よりも犬吠埼灯台は必要な個所として要
求がありました。そして、明治 5 年 9 月にイギリス人技師のブラントン設計、監
督により着工しました。レンガは当時輸入していて、とても高価なものであった
ため、灯台寮技師中沢孝政氏が国産レンガを主張し地元の良質な土を発見し土地
の旧藩士に製造法を伝受し苦心の末良質なレンガを得ました。平成20年に近代化
産業遺産、平成22年には、登録有形文化財に選ばれ、また、明治期の灯台では評
価「Aランク」であり、歴史的文化財的にとても価値が高い灯台です。今年は点
灯より143周年を迎えます。霧笛舎には、初代レンズが展示されており資料館に
は沖の島灯台で使用されていた国産第 1 号のレンズが展示されています。迫力満
点な犬吠埼灯台へ訪れてみてはいかがですか！

＊＊ 　概　 　要　 ＊＊
所 在 地 千葉県銚子市犬吠埼9576
位 置 北緯35－42－28　東経140－52－07
灯質（光り方） 単せん白光　毎15秒に 1 せん光
光度（光の強さ） 1,100,000カンデラ
光 達 距 離 19.5海里（約36キロメートル）
高 さ 地上～灯塔頂部 31.0メートル　平均水面～灯火 52.0メートル
塗色・構造 白色　塔形　レンガ造
レ ン ズ 第一等 4 面フレネル式せん光レンズ
灯 器 水銀槽式回転機械
設 計 リチャード・ヘンリー・ブラントン
着 工 明治 5 年 9 月28日（1872年）
竣 工 明治 7 年11月15日（1874年）
初 点 灯 明治 7 年11月15日（1874年）
参 観 開 始 昭和23年 4 月 1 日（1948年）
ア ク セ ス 電車：JR総武本線 東京駅～銚子駅～銚子電鉄犬吠駅

今月は…

★ 犬吠埼灯台 ★

のぼれる灯台 introduction
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私は、幼少の頃毎日佐多岬を見て大き
くなり、以来灯台大好きになり、日本
中、チャンスがあれば観てきました。
長い間憧れてきた犬吠埼灯台に来るこ
とが出来、本望です。元気で来ること
が出来嬉しいかぎりです。

2017ロンドン世界陸上すごかった。こ
れからも日本が勝てるように選手を支
えるコーチ・先生になれるようにがん
ばりたい。高校でも続けてかちたい！
そう、思わせてくれる場所でした。

嫌なことあって 1人で来ました。自分
がちっぽけに思えるくらいきれいです。

灯台に登ることも初めて‼風は
強かったけれど「景色最高‼」
海がどの角度からも見えた‼
「海も広くて最高」今度は、夜
景も見てみたいな

高校野球部の名門、銚子商業高
校の校歌にある犬吠埼灯台に来
れて良かったです‼

初めて犬吠埼で朝日を見ました。最
高でした。またいつかみたいです。
いろんな朝日を見てきたけど一番良
かったです。心に残りました。

夜明け前から日の出、さまざまな絶
景を楽しめました。銚子の親切なお
じさんにガイドをして頂いて、犬岩
なども拝見しました。この場で御礼
申し上げます。

第 1等フレネルレンズ、すきまから見
えました！とっても美しい★ 3つの窓
がかわいらし灯台ですね。何度来ても
ステキな灯台です。管理おつかれさま
です。

人生初の灯台。目的は白いポスト。灯
台はついで。でもとてもキレイで感動。
ついでにしてゴメンなさい。

レンズの美しさに感動した。中の
灯自体はそんなに大きくないの
に、レンズを透すとはるか遠くま
で明かりが届く。レンズの力はす
ばらしいと思った。あれのミニレ
プリカあればいいのになー。

サッカーできたえた足で、 3往復
した。意外と短かったのでもう 1
往復したいと思います。

☺

♪犬吠埼灯台の思い出♪
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　大正11（1922）年から平成19（2007）年の間、沖ノ島灯台にて玄界灘を照らしてきま
した。当時、大型回転用レンズは輸入しておりましたが西郷岬灯台に使用の第四等レン
ズの国産化が成功していたので、沖ノ島灯台でも国産レンズの製作に挑みました。そし
てこれが、国産第 1 号の一等レンズとなりました。片面は 1 面、片面は 2 面と珍しい設
計になっていますが、これは出雲日御碕灯台（現用レンズ）のフランス製レンズをモデ
ルとしています。（当時の灯質、光度：連せん赤白互光25秒をへだてて10秒に白 2 せん
光更に25秒へだてて赤 1 せん光、460,000カンデラ）

明治 7（1874）年～昭和26（1951）年まで、途
中戦災で破壊し仮復旧しながら銚子の海を
照らし続けてきました。（当時の灯質、光
度：せん白光毎15秒に1せん光、67,500カ
ンデラ）（本誌「聖地巡礼」P35～P36参考）

昭和44（1969）年から平成22（2010）年の廃止
されるまで東京湾を照らし続けてきまし
た。（当時の灯質、光度：群せん白光12秒
をへだてて8秒間に3せん光、1,200,000カ
ンデラ）

犬吠埼灯台初代レンズ
「第一等 8面フレネル式せん光レンズ」

東京灯標初代レンズ
「第三等小型4面フレネル式せん光レンズ」

沖ノ島灯台初代レンズ「第一等 3面フレネル式せん光レンズ」

～犬吠埼灯台展示レンズ～
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燈
光
歌
壇

選

横　

浜　
　

宮　

田　
　
　

昭

○
探
さ
ね
ど
ど
こ
か
に
ぞ
あ
る
老
残
の
魂
あ
そ
ば
す
感
傷
の
海

○
虚
と
実
の
あ
い
だ
彷
徨
う
わ
が
過
去
の
思
い
は
次
第
に
懺
悔

の
海
へ

○
驕
り
つ
つ
生
を
讃
へ
る
こ
と
も
あ
り
拒
み
が
た
き
は
海
に
流

し
て

○
徒
ら
に
妖
女
を
長
く
培
養
し
傘
寿
の
男
涙
で
別
る
る

○
寂
寥
は
知
遇
の
故
か
未
だ
明
け
ぬ
海
の
さ
さ
や
き
哀
し
く
唱

う
○
眩
暈
に
今
な
お
日
々
を
惑
わ
さ
れ
「
夢
幻
航
海
」
果
て
し
な

く
続
く

評　

互
い
の
計
略
の
秘
術
を
つ
く
し
て
戦
い
あ
そ
ん
だ
感
傷
の

海
、
ま
た
虚
々
実
々
の
間
に
生
き
た
人
間
の
過
去
。「
驕
り

つ
つ
生
を
讃
へ
る
こ
と
も
あ
り
」
と
詠
み
た
る
人
生
、
懺
悔

の
海
に
流
し
た
過
去
の
感
傷
、
そ
し
て
長
く
付
き
合
っ
た
妖

女
た
ち
と
の
別
れ
等
、
而
し
て
果
て
し
な
く
続
く
夢
幻
航
海

に
遊
ぶ
作
者
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

東　

京　

し
ら
た
き
よ
う
子

○
長
年
の
ガ
ラ
ケ
ー
暮
ら
し
終
わ
り
た
り
叩
く
ス
マ
ホ
は
何
と

も
便
利

○
初
め
て
の
稽
古
に
通
う
電
車
内
不
慣
れ
な
時
の
時
間
は
な
が

し
○
深
夜
に
も
早
朝
も
筆
を
持
つ
こ
と
を
目
標
と
せ
し
こ
と
に
も

馴
れ
て

○
線
を
見
て
筆
の
返
し
に
満
た
さ
れ
る
出
勤
直
前
の
今
日
の
収

穫
○
来
年
の
予
定
を
書
き
し
神
無
月
ま
た
た
く
間
な
り
今
年
も
終

ら
む

評　

最
後
ま
で
頑
張
っ
た
ガ
ラ
ケ
ー
も
時
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず
、

叩
く
ス
マ
ホ
は
何
と
も
便
利
の
一
言
に
尽
き
た
感
じ
で
す
。

書
家
の
作
者
が
毎
日
筆
を
持
つ
こ
と
に
し
新
た
に
書
道
教
室

に
通
う
と
い
う
。
そ
し
て
出
勤
前
の
短
い
時
間
や
深
夜
の
練

習
、
ひ
と
つ
の
線
よ
り
学
ぶ
筆
の
返
し
そ
れ
に
満
た
さ
れ
る

純
粋
さ
、
一
つ
の
こ
と
を
極
め
よ
う
と
す
る
真
摯
さ
が
一
首
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近　

詠

桜　

沢　

つ
や
子

○
音
た
て
て
欅
青
葉
を
打
つ
雨
に
閉
ぢ
込
め
ら
る
る
バ
ス

停
留
所

○
そ
よ
り
と
も
せ
ぬ
公
園
の
欅
青
葉
今
日
も
朝
よ
り
や
ん

は
り
熱
暑

○
暑
い
か
ら
外
へ
出
る
な
よ
起
こ
さ
れ
し
従
兄
九
十
の
声

の
明
る
き

に
現
れ
て
い
て
尊
い
。

川　

崎　
　

吉　

田　

公　

一

○
書
家
の
わ
が
友
は
達
人
今
日
も
ま
た
朝
早
く
よ
り
健
筆
ふ
る

う
○
す
い
す
い
と
走
る
あ
な
た
の
筆
先
は
草
原
を
往
く
駿
馬
の
ご

と
し

○
色
紙
に
筆
走
ら
せ
る
友
の
手
の
力
は
つ
よ
く
仁
王
の
ご
と
し

○
毎
日
を
高
校
野
球
の
テ
レ
ビ
見
て
と
き
め
き
も
あ
り
し
二
週

間
な
り

評　

書
家
で
あ
る
友
人
と
側
で
眺
め
て
い
る
作
者
、
筆
の
流
れ
を

駿
馬
の
ご
と
し
と
言
い
、
ま
た
仁
王
様
の
よ
う
な
手
の
力
だ

と
も
み
る
や
さ
し
い
思
い
が
作
品
に
流
れ
て
い
る
素
朴
な
一

連
で
し
た
。
高
校
野
球
は
応
援
す
る
チ
ー
ム
が
あ
っ
て
の
一

喜
一
憂
と
き
め
き
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
興
奮
の
二
週
間
で

し
た
。
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※ 聴講ご希望の方は往復はがきにてご応募ください。送付先、記
入要領等は当部ホームページをご参照ください。往復はがき印刷
用のテンプレート（ワード版）もあります。
なお、応募者多数の場合には抽選とさせていただきます。



〒105-0003  東京都港区西新橋１丁目14番９号　西新橋ビル3F
TEL（03）3501－1054　FAX（03）3507－0727
E-mail： info@tokokai.org

公益社団法人

燈 光 会
申
込
先

申
込
先

販売価格 600 円（税込）（送料・振込手数料 実費）
　　★会員の方には１部贈呈致します

カレンダーカレンダー

菅島灯台（三重県鳥羽市）

設置点灯：明治6（1873）年7月１日
高　　さ：11ｍ（海面から灯火まで55ｍ）
光達距離：7.5海里（約14km）

灯台の要目

灯台と吏員退息所（官舎）

友引

仏滅

大安

仏滅

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅友引

仏滅

友引大安

友引

元日

成人の日

1
2018

（平成30年）

燈 光 会

　菅島灯台は、志摩半島鳥羽港の沖合東約3kmに浮かぶ菅島（周囲約13km）の北東端に、伊勢湾の出
入口にある伊良湖水道を通航する際の重要な標識として設置された。この灯台は、「日本の灯台の父」と呼
ばれたイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの監督のもと、地元のレンガ職人竹内仙太郎が焼いた
レンガを用いて建設された。灯塔の構造は、円形のレンガ造りで、レンガ造りの灯台としては、我が国最古の
灯台である。また、旧吏員退息所（官舎）は、レンガ倉庫とともに明治村（愛知県犬山市）に移築保存され、
国の重要文化財に指定されている。

日

7

月 火 水 木 金 土

1 33 44 55 62

14
8 10 11 12 139

21
15 17 18 19 2016

28
22 24 25 26 2723

313029

～現役の明治期灯台～

3

31

1 2

水ノ子島灯台（大分県佐伯市）

設置点灯：明治37（1904）年3月20日
高　　さ：39ｍ（海面から灯火まで56ｍ）
光達距離：20.0海里（約37km）

灯台の要目

　水ノ子島灯台は、四国と九州に挟まれた豊後水道のほぼ中央にある絶海の孤島、水ノ子島（高さ約25ｍで周
囲約300ｍ）に、実に4年の歳月とともに、明治期最高額の約17万円（現在の約6億円相当）余りの予算をかけて
第一等レンズ（焦点距離92cm高さ259cm）を使用した大型灯台として設置された。このレンズは、太平洋戦争の
戦災で破損し、現在は第三等レンズ（焦点距離50cm高さ157cm）となっている。灯塔の構造は、石造り二重構造
で、下部には二階建て（当初は平屋建て）の付属舎がある。灯台の管理は、昭和61年まで職員が島に滞在して
行われ、昭和16年10月には、台風による巨大な波が灯塔7階にあった寝室まで上がったという証言録が残されて
いる。

～現役の明治期灯台～

大安

仏滅

昭和の日 振替休日

友引

仏滅

大安

友引

大安

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅

大安仏滅

4
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

1
月 火 水 木 金 土

8
2 4 5 6 73

15
9 11 12 13 1410

22
16 18 19 20 2117

29 30
25 26 27 282423

3 4 521

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）

設置点灯：明治7（1874）年11月15日
高　　さ：31ｍ（海面から灯火まで52ｍ）
光達距離：19.5海里（約36km） 

灯台の要目

大安

仏滅

仏滅

友引

仏滅

友引

みどりの日

大安

こどもの日

友引

友引

大安仏滅

大安仏滅

友引

憲法記念日

大安

5
2018

（平成30年）

燈 光 会

　犬吠埼灯台は、銚子の半島突端に、「日本の灯台の父」と呼ばれたイギリス人技師リチャード・ヘンリー・
ブラントンの監督のもと、日本人灯台技術者中澤孝政の指示により焼かれたレンガを用いて、北米航路の重要
な灯台として設置された。灯塔の構造は、円形レンガ造り二重構造で、下部には半円形平屋建て石造りの付
属舎がある。レンガ造りの灯台としては、尻屋埼灯台（青森県）に次ぐ2番目に高い灯台である。内部の階段は、
石材で組み上げられた螺旋階段で、九十九里浜にちなんで99段と云われている。この灯台は、我が国で5
基が選出されている国際航路標識協会（ＩＡＬＡ）の定める「世界の灯台百選」の一つである。
（全国15か所の「のぼれる灯台」の一つ、最終頁）

日

6

月 火 水 木 金 土

11 22 3 4 5

13
7 9 10 11 128

20
14 16 17 18 1915

27
21 23 24 25 2622

30 312928

～現役の明治期灯台～

灯台と吏員退息所（官舎）

21

29 30

御前埼灯台（静岡県御前崎市）

設置点灯：明治7（1874）年5月1日
高　　さ：22ｍ（海面から灯火まで54ｍ）
光達距離：19.5海里（約36km）

灯台の要目

友引

大安

仏滅

仏滅

友引

仏滅

友引

山の日

友引

友引

大安仏滅

大安仏滅

友引大安

8
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

5

月 火 水 木 金 土

11 22 33 4

12
6 8 9 10 117

19
13 15 16 17 1814

26
20 22 23 24 2521

29 30 312827

　御前埼灯台は、遠州灘と駿河湾のほぼ境に位置する岬の先端部に設置され、日本で最初の第一等回転
レンズ（フランス製、焦点距離92cm高さ259cm）を用いた灯台である。このレンズは、太平洋戦争の戦災で
破損し、現在は第三等レンズ（焦点距離50cm高さ157cm）となっている。灯塔の構造は、円形のレンガ造り
二重構造で、下部に半円形平屋建てレンガ造りの付属舎がある。灯台の建設は、イギリス人灯台技師ジェー
ムズ・マクリッチの監督のもとに行われた記録が地元に残されている。レンガ造りの灯台としては、菅島灯台（三
重県鳥羽市）に次ぐ2番目に古い灯台である。
（全国15か所の「のぼれる灯台」の一つ、最終頁）

～現役の明治期灯台～

1

313029

姫埼灯台（新潟県佐渡市）

設置点灯：明治28（1895）年12月10日
高　　さ：14ｍ（海面から灯火まで42ｍ）
光達距離：18.0海里（約33km）

灯台の要目

大安

友引

仏滅

友引

仏滅

友引

大安友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

敬老の日

仏滅

振替休日
秋分
の日

9
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

2

月 火 水 木 金 土

1

9
3 5 6 7 84

16
10 12 13 14 1511
17 19 20 21 2218

26 27 28 2925243023

　姫埼灯台は、佐渡島の表玄関である両津港入口の姫埼崖上に、越佐海峡を通航する際の重要な標識と
して設置された。灯塔の構造は、六角形の鉄造りで、鉄造灯台としては、現存する我が国で最古の灯台で、
122年経た現在でも立派にその役目を果たしていることから、当時の製鉄技術の高さとともに、その保守を担っ
てきた灯台職員の技術の高さを窺い知ることが出来る。この灯台は、我が国で５基が選出されている国際航
路標識協会（ＩＡＬＡ）の定める「世界の灯台百選」の一つである。灯台に隣接するレンガ造りの旧吏員退
息所（官舎）は、佐渡市により、ほぼ同形の建物に復元され「姫埼灯台館」として整備され公開されている。

～現役の明治期灯台～

30 3129282726

出雲日御碕灯台（島根県出雲市）

設置点灯：明治36（1903）年４月１日
高　　さ：44ｍ（海面から灯火まで63ｍ）
光達距離：21.0海里（約39km）

灯台の要目

灯台と吏員退息所（官舎）

友引

大安

友引

友引

友引大安仏滅

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

12
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

2

月 火 水 木 金 土

1

9
3 5 6 7 84

16
10 12 13 14 1511
17 19 20 21 2218

26 27 28 2925

　出雲日御碕灯台は、壮大な建築美を誇る出雲大社の北西、島根半島の西端、日本海の荒波が打ち寄せ
る断崖に、第一等レンズ（焦点距離92cm高さ259cm）を使用した沿岸大型灯台として設置された。灯塔の
構造は、外壁が石造り、内壁がレンガ造りの二重構造で、下部には石造りの付属舎がある。灯塔の高さは、
約44ｍと日本一の高さを誇っており、115年を経た現在でも毅然たる姿で日御碕のシンボルとなっている。この
灯台は、我が国で5基が選出されている国際航路標識協会（ＩＡＬＡ）の定める「世界の灯台百選」の一つ
である。（全国15か所の「のぼれる灯台」の一つ、最終頁）

～現役の明治期灯台～

29 3028272625

天皇
誕生日
3023
仏滅 振替休日

313124
大安

仏滅

2018日本の灯台
灯台150年・明治150年
～現役の明治期灯台～

JAPANESE  LIGHTHOUSES

燈 光 会

設置点灯：明治3年11月11日（1871.1.1）
高　　さ：23ｍ（海面から灯火まで51ｍ）
光達距離：19.5海里（約36km）

灯台の要目

　平成30年（2018年）は、明治元年（1868年）から起算して満150年に当たるとともに、明治元年11月1日を「灯台記念日」
（我が国初の洋式灯台である初代「観音埼灯台」（神奈川県横須賀市）建設の起工日）と定めてから満150年を迎
える節目の年にも当たる。
　この神子元島灯台は、下田港の沖合約10kmに浮かぶ神子元島（岩場の無人島）に設置され、現役の明治期
灯台64基の中で最古の灯台である。灯塔の構造は、円形石造りで、下部には半円形平屋建ての付属舎がある。こ
の灯台は、1866年（慶応2）に江戸幕府と米、英、蘭・仏の4か国による改税約書（江戸条約）に基づき建設され
た８基の灯台の一つで、明治3年の点灯時には、明治の元勲大久保利通、木戸孝允とともに、英国人公使ハリー・パー
クス訪れていることからも、当時、我が国において灯台建設が如何に重要な事業であったかを知ることが出来る。こ
の灯台は、我が国で5基が選出されている国際航路標識協会（ＩＡＬＡ）の定める「世界の灯台百選」の一つである。

神子元島灯台（静岡県下田市）

神子元島灯台
（静岡県下田市）

2018
平成30年

潮岬灯台（和歌山県東牟婁郡串本町）

石狩灯台（北海道石狩市）

屋久島灯台（鹿児島県熊毛郡屋久島町）

金華山灯台（宮城県石巻市）

男木島灯台（香川県高松市）

角島灯台（山口県下関市）
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菅島灯台（三重県鳥羽市） 水ノ子島灯台（大分県佐伯市）

犬吠埼灯台（千葉県銚子市） 御前埼灯台（静岡県御前崎市）

姫埼灯台（新潟県佐渡市）

潮岬灯台（和歌山県東牟婁郡串本町）

設置点灯：明治6（1873）年9月15日
高　　さ：23ｍ（海面から灯火まで49ｍ）
光達距離：19.0海里（約35km）

灯台の要目

木造初代潮岬灯台

仏滅

建国記念の日

大安

友引

仏滅

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅友引

大安仏滅

振替休日

大安

2
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

4

月 火 水 木 金 土

11 22 3

11
5 7 8 9 106

18
12 14 15 16 1713

25
19 21 22 23 2420

282726

　潮岬灯台は、本州最南端の黒潮洗う岬の断崖上に、初代灯台は木造八角の灯台として設置され、その後、
1878（明治11）年4月14日に現在の円形石造りで、下部には半円形平屋建て石造りの付属舎がある灯台に
建替えられた。この灯台は、1866（慶応2）年に江戸幕府と米、英、蘭・仏の4か国による改税約書（江戸条約）
に基づき建設された8基の灯台の一つで、初代の木造灯台は、「日本の灯台の父」と呼ばれたイギリス人技
師リチャード・ヘンリー・ブラントンの監督のもとに建設された。隣接する潮御崎神社は、灯台建設のため、
明治2年に現灯台の位置からその西隣に移されている。
（全国15か所の「のぼれる灯台」の一つ、最終頁）

～現役の明治期灯台～

3

28

1 2

313029

石狩灯台（北海道石狩市）

設置点灯：明治25（1892）年1月1日
高　　さ：14ｍ（海面から灯火まで17ｍ）
光達距離：13.0海里（約24km）

灯台の要目

大安

友引

仏滅

友引

仏滅

友引

大安友引

大安友引

大安仏滅

大安仏滅

6
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

3

月 火 水 木 金 土

11 2

10
4 6 7 8 95

17
11 13 14 15 1612

24
18 20 21 22 2319

27 28 29 302625

初代木造灯台と吏員退息所（官舎）

2727 31302928

　石狩灯台は、北海道大雪山から石狩平野を経て日本海へと注ぐ日本で3番目に長い石狩川の河口に設置さ
れ、初代灯台は木造の六角形で建設された後、明治41年1月に現在の円形鉄造りに建替えられ、北海道で
は現存する最古の灯台である。この灯台は、昭和32年放映された灯台職員（灯台守）を主人公とした映画「喜
びも悲しみも幾年月」の舞台、ロケ地にもなったことでも知られている。灯台の周辺は、「はまなすの丘公園」
として整備され、夏に花を咲かせる北海道の花「はまなす」をはじめ、多くの海浜植物が自生する広大な自
然公園となっている。

～現役の明治期灯台～

屋久島灯台（鹿児島県熊毛郡屋久島町）

設置点灯：明治30（1897）年1月10日
高　　さ：20ｍ（海面から灯火まで72ｍ）
光達距離：22.0海里（約41km）

灯台の要目

灯台と吏員退息所（官舎）

大安

友引

仏滅

仏滅

友引

友引

友引大安

大安仏滅

大安仏滅

大安仏滅

体育の日

大安

10
2018

（平成30年）

燈 光 会

日

7

月 火 水 木 金 土

1 33 44 55 62
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21
15 17 18 19 2016

28
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　屋久島灯台は、鹿児島県の大隅半島佐多岬南南西約60kmの海上に位置する屋久島（周囲約130km）
の北西方永田岬の先端に、沖縄各地を含む台湾航路の8基灯台の一つとして設置された。灯塔の構造は、
円形レンガ造り二重構造で、下部には半円形レンガ造りの付属舎がある。このレンガは、当時の記録から台
湾航路の8灯台とともに、沖縄で製造され屋久島へと運ばれたものであることが判明している。この灯台は、
日本人技師により設計、施工されたものであるが、「日本の灯台の父」と呼ばれたイギリス人技師リチャード・
ヘンリー・ブラントンによるレンガ灯台の特徴と風格を合わせ持つ灯台と言われている。

～現役の明治期灯台～

3

30

1 2

金華山灯台（宮城県石巻市）

設置点灯：明治9（1876）年11月1日
高　　さ：13ｍ（海面から灯火まで55ｍ）
光達距離：白光20.0海里（約37km）
　　　　　赤光17.5海里（約32km）　

灯台の要目

大安

仏滅

仏滅

仏滅

大安 友引

友引

大安

仏滅

友引

友引

仏滅友引

大安仏滅

友引

春分の日

大安
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（平成30年）

燈 光 会

日
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月 火 水 木 金 土

11 22 3
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18
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25
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28 29 30 312726

　金華山灯台は、宮城県牡鹿半島から沖合約1km先に浮かぶ信仰の島である金華山（周囲26km、海抜
445mの全島花崗岩からなる島）の南東端に設置され、東北地方で現存する灯台としては尻屋埼灯台（明治9
年10月設置、青森県）に次ぐ2番目に古い灯台である。灯塔の構造は、円形石造りで、下部には半円形平屋建て
の付属舎がある。この灯台は、北米航路の船が日本に帰る時、最初に目にする日本の灯台で、航海者は長い航
海を経て「日本に着いた。」という実感と安心感を得ると言われている。　

～現役の明治期灯台～

灯台と吏員退息所（官舎）
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男木島灯台（香川県高松市）

設置点灯：明治28（1895）年12月10日
高　　さ：14ｍ（海面から灯火まで16ｍ）
光達距離：12.5海里（約23km）

灯台の要目

灯台と吏員退息所（官舎）
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友引

仏滅 大安

友引
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大安仏滅
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　男木島灯台は、瀬戸内海中部高松港の沖合北約8kmに浮かぶ男木島（周囲約5km）の北端部に、瀬
戸内の主要航路である備讃瀬戸東海域を通航する際の重要な標識として設置された。灯塔の構造は、香川
県産御影石（庵治石）による円形石造りで、下部には平屋建て石造りの付属舎があり、全国に2基しかない
無塗装の灯台の一つである。この灯台は、昭和32年放映された灯台職員（灯台守）を主人公とした映画「喜
びも悲しみも幾年月」の舞台、ロケ地にもなったことでも知られている。灯台に隣接する石造りの旧吏員退息
所（官舎）及び倉庫は、高松市により「男木島灯台資料館」として整備され公開されている。

～現役の明治期灯台～
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角島灯台（山口県下関市）

設置点灯：明治9（1876）年3月1日
高　　さ：30ｍ（海面から灯火まで45ｍ）
光達距離：18.5海里（約34km）

灯台の要目

灯台と吏員退息所（官舎）
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灯台記念日
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　角島灯台は、下関市豊北町の沖合北西約1.5kmに浮かぶ角島（周囲約15km）の北西端に、本州最西
端を初認するため日本海では初めての沿岸大型灯台として設置された。灯塔の構造は、大津島（山口県周
南市）産御影石による円形石造りで、下部には半円形平屋建て石造りの付属舎があり、全国に2基しかない
無塗装の灯台の一つである。総御影石造りのこの灯台の建設は、「日本の灯台の父」と呼ばれたイギリス人
技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの監督によるもので、その最高傑作とも言われている。灯台レンズには、
現在も、点灯時の第一等レンズが使われている数少ない灯台である。平成12年11月には、本土と角島を結
ぶ全長1,780ｍの角島大橋が完成し、多くの観光客が訪れるようになった。
（全国15か所の「のぼれる灯台」の一つ、最終頁）

～現役の明治期灯台～
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出雲日御碕灯台（島根県出雲市）


	hyoshi1-4_2017_11_w7cs6_1026
	表2_燈光11月_1710
	02-12_燈光11月_1710
	13-16_燈光11月_1710
	17-24_燈光11月_1710
	25-28_燈光11月_1710
	29-40_燈光11月_1710
	41-42_燈光11月_1710
	43-58_燈光11月_1710
	59-64_燈光11月_1710
	65-70_燈光11月_1710
	71-73_燈光11月_1710
	74-75_燈光11月_1710
	76_燈光11月_1710

